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　洋風の簞たん笥すを丁寧に拭ふき終えた室むろ田た透とおるは、布ふ巾きんを手に室内を振り返った。

　広いベッドに頑がん丈じょうな空からの本ほん棚だな。舶はく来らい物ものだという大きな机と椅子。何年も使われていなかった部屋を、昨日一日かけて隅々まで掃除したので埃ほこりひとつ落ちていない。とはいえ、装飾品の類たぐいは一切ないため殺さっ風ぷう景けいな印象である。

　お花とか、飾って差し上げた方がええかな。

　折おりしも季節は春。開け放った大きな窓から差し込む日差しは、明るく柔らかい。カーテンを揺らす風はわずかに冷たいものの、さらりと乾いていて快適だ。

　自分がいつになく浮き足立っているのを感じていると、開けたままだった扉からふっくりとした体型を着物に包んだ中年の女性が顔を出した。女中のしまである。

「わあ、きれいになったやないの！　見違えたわ。透ちゃん、ようがんばったねえ」

「ありがとうございます。あの、おしまさん、花か瓶びんがあったら貸していただけませんか？」

「花瓶？　何で？」

「このお部屋、立派なんですけど飾りが全然ないでしょう。旦だん那な様さまにお許しをいただいて、お庭に咲いてる水仙を飾って差し上げよう思おもて」

「ああ、そらええわ。きっと実さね道みち様もお喜びにならはる」

　しまが大きく頷いて賛同してくれたことが嬉しくて、透も笑顔になった。

　浮き足立っているのは透だけではない。朝から屋敷全体が明るい空気に包まれている。なにしろもうすぐ、次期当主となる青年がやってくるのだ。

　透としまが使用人として働く小こ一いち森もり家は、旧公く卿ぎょうの華か族ぞくである。大正も二年となった今、先の日にっ清しん日にち露ろ戦争で功績があった軍人や、経済的な貢献をした財界人が大勢華族の仲間入りをしており、この京都でもそれなりに数を増やしているが、小一森は明治初期から続くれっきとした公く家げ華族だ。

　しかし現当主である小一森光みつ範のりには娘しかおらず、跡取りとなる男子がいなかった。七年ほど前に奥方が病やまいをえて亡くなり、何より光範自身が病がちで、後ご妻さいを迎えたとしても新たに子は望めない。養子をとらねばならないのは明白だった。

　光範の一ひと粒つぶ種だね、富ふ貴き子こは平民の大学教授に嫁とついだが、男児が生まれれば、どこかの華族の養子にし、更に小一森の養子に迎えることができる。明治四十年に改正された華族令によって養子は男系のみと定められたものの、実際には抜け道が用意されているのだ。

　しかし父に似て体が丈夫ではない富貴子は、女の子を一人授さずかった後、子に恵まれていない。これからも授かるのは難しいだろうというのが医者の見立てだ。つまり、富貴子が生んだ男児を養子に迎えることはできない。

　他に養子に迎えられるのは男系の六ろく親しん等とう内の血族で、同じ祖先から出ていて、なおかつ華族の称号を受けている者である。一見厳しいように思える条件だが、六親等内に男子がいない状況は、まずないと言っていい。

　にもかかわらず養子探しは難なん航こうした。小一森は家か禄ろくが少ない上に自由にできる財産がほとんどなく、あまつさえ代々の当主が積み重ねてきた借しゃく財ざいまであったからだ。光範が時折大学で講師として働いてはいるものの、俸ほう給きゅうは微び々びたるものである。実際、西洋風の屋敷は立派だが、使用人は透としまを含めて四人しかいない。どれほど由緒正しい家柄でも、借金まみれの貧しい家の当主になど、誰もなりたがらなかったというのが実情だ。

　跡取りがいなければ爵しゃく位いを返へん上じょうしなければならない。光範はそれも致し方ないと考えていたようだが、代々小一森家に仕つかえてきた家か職しょく──家の事務全般を取り仕切る古ふる川かわは、必死で養子となってくれる人物を探した。

　そうして古川が八方手を尽くして一年ほどが経たった頃、光範の父が気まぐれに情をかけた芸げい妓ぎの息子の息子、つまり光範の甥おいだという青年が現れたのである。芸妓は身ごもったことを光範の父に知らせず、一人で息子を生み育てたらしい。小一森の遠とお縁えんで、同じく子し爵しゃくの岸きし上がみ家が探しあてた。

　十年前に流行したコレラで両親を亡くし、実業家として成功した親戚の世話になっていたその青年は、二十二歳になったばかり。京都帝国大学に通う秀才で、名は実道という。

　己おのれがどこかの華族の孫だということは、祖母に聞かされていたものの、小一森の名は知らなかったらしい。しかし岸上子爵から小一森家の窮きゅう状じょうを聞き、自分で役に立てるならと養子の話を承しょう諾だくしたそうだ。

「どないなお方やろうねえ、旦那様みたいに、お優しいお方やとええんやけど」

　しまと共に廊下を歩いていた透は、そうですねと相づちを打った。

「旦那様は、しっかりした利り発はつな青年やておっしゃってました」

「帝大生やもんね。優秀なお方なんや。これで旦那様も安心して養よう生じょうなさることができるなあ」

「はい」

　しまの嬉しそうな物言いに、透は心の底から賛同した。跡取りが見つかったことはもちろん喜ばしいが、同じくらい、光範がゆっくり静養できることが嬉しい。

「花瓶は瀬せ戸と物ものより硝子ガラスの方がええね」

「はい、その方がお部屋の雰囲気に合うと思います」

　しまと話しながら歩いていると、前方から光範と古川がやってきた。脇わきへ退どいて道を譲ゆずる。

　ああ、今日はお顔の色が明るい。

　光範の柔らかく整った顔は頰こそ削そげているものの、血色が良かった。ここ数年、男盛りの四十代半なかばとは思えない青い顔をしている当主を見てきたのでほっとする。

　光範は透としまの前で立ち止まった。

「二人とも楽しそうやな」

「はい。実道様のお部屋にお花を飾ったらどうかて透ちゃんが言うもんですから、花瓶を出そう思いまして」

　ねえ、という風にこちらを見たしまに、こくりと頷く。

「旦那様、お庭に咲いてる水仙をいただいてもええでしょうか」

　光範は嬉しそうにニッコリと笑った。

「ああ、もちろんや。気ぃ遣つこてやってくれてありがとうな。実道も喜ぶわ」

「いえ、そんな」

　穏やかな口調で礼を言われて、ぽかぽかと胸が温かくなる。

　こないにお優しい方はいてはらへん。

　光範は透にとって、主人であると同時に恩人でもある。

　光範と、平民だった透の父は中学の同級生だった。よほど気が合ったのか、父が小学校の教師となり、それぞれ結婚してからも交流は続いた。だから光範のことは幼い頃から見知っていたが、時折訪たずねてくる優しいおじさんが子爵様だとは知らなかった。なにしろ光範には威い張ばったところも傲ごう慢まんなところも全くなかったからだ。

　両親と年の離れた姉に囲まれた穏やかな暮らしが一変したのは、五年前の明治四十一年である。天てん然ねん痘とうで両親と姉が次々に命を落としたのだ。駆け落ち同然で一緒になった両親の係けい累るいには頼れず、途方に暮れていた透を引き取ってくれたのは、他ならぬ光範だった。

　中学に上がったばかりの十二歳の透を、使用人たちをはじめ、当時はまだ独身だった富貴子も温かく迎えてくれた。特に富貴子は母親を亡くして間がなかったせいか、まるで生き別れの弟が戻ってきたかのように可愛がってくれた。家族を亡くした透が、どんなに慰なぐさめられたかわからない。

　透は学校を辞めて働くつもりだったが、光範が小一森家を助ける人になってほしいと言ってくれたので通学を続けた。おかげで先月、五年間の中学生活を終え、無事に卒業することができた。

　光範には更に高等学校か師し範はん学校へ進学するよう勧すすめてもらったが、これはさすがに断った。そもそも透の成績は中の中で、特別優秀というわけではなかった。それに透本人も勉学より、女中のしまや料理人の杉すぎ尾お、庭仕事や屋敷の手入れを受け持っていた作さく兵べ衛えの手伝いをしている方が好きだった。

　加えて透はおとなしい性分で、議論を戦わせることが苦手だったため、級友にからかわれたり、軟弱だとばかにされたりした。そんな自分が秀才揃ぞろいの上の学校へ行くのは躊躇ためらわれた。透が卒業する少し前に作兵衛が腰を悪くして隠いん居きょしてしまったので、かわりに使用人として働くことに決めたのだ。

「そしたら、お花をいただきます」

　うんと頷いた光範の後ろに控ひかえていた古川が、眼鏡めがねをかけた丸い顔をこちらに向けた。

「透、花を飾り終えたら私の部屋へ来なさい。頼みたいことがある」

「はい、承知しました」

　返事をした透は、内心で首を傾かしげた。

　古川様が僕をわざわざ部屋に呼ばはるて、珍しい。

　用事を言いつけられることはあっても、部屋に来いと言われたのは初めてかもしれない。










　花を飾った透は古川の部屋を訪ねた。もうすぐ実道が到着する時刻だ。急がねばならない。

　扉を叩くと、はい、と中から古川の声がした。

「透です」

「ああ、入りなさい」

　失礼しますと断って扉を開ける。

　左右の壁を埋め尽くした本棚の谷間に大きな机があり、古川はその前に立っていた。小柄で頭部が寂しい古川は、確か光範より五つほど年上だが、もっと老ふけて見える。

　透、と呼んだ古川は急せいた口調で話し出した。

「実道様の身のまわりのお世話を、おまえに頼みたいんや。お部屋の掃除、お出かけの支度はもちろん、実道様の日常のご用事は全部おまえがきくように」

　はいと透は返事をした。しまは洗濯や広い屋敷の掃除で忙しいし、杉尾も五人分の料理を用意するので忙しい。透は庭や屋敷の手入れが主な仕事ではあるものの、手が空あいたときは二人の手伝いをしている。おまえは字がきれいだからと、古川に代だい筆ひつを頼まれるときもあるが、まれだ。改めて言われるまでもなく、実道の世話をするのは比較的時間に余裕のある自分になるだろうと思っていた。

「それで、実道様の日々の言動を私に報告してほしい」

　古川の言葉に、え、と思わず声をあげる。

　古川はもったいぶるように咳せき払ばらいをした。

「これから私ら使用人は、実道様にもお仕えすることになるわけや。そやさかい実道様がどういうお方なんか知りたい思てな。他人さんから聞いた話だけではわからんこともあるよって。おまえは実道様と年も近いし、二ふた親おやを疫えき病びょうで亡くしてるていう点では同じ境遇や。光範様や私には話せんことも、話さはるかもしれん」

　なるほど、と思う。古川は実道も支えようとしているのだ。そのために人柄を知りたいと考えるのは当然だろう。

　それに、実道が両親を疫病で亡くしていると聞いたとき、恐れ多くも親近感を抱いたのは事実だ。

「承知しました。ご報告します」

　頷いてみせると、古川はほっと息をついた。

「頼んだぞ。しっかりな。今はともかく、実道様が爵位を継つがれた後、実質的にお支えするんはおまえやさかい」

「私、ですか」

「そうや。私もしまも杉尾も、もう五十をすぎてる。実道様を長くお助けできるんはおまえしかいてへん。そのことを頭に置いてお仕えするように」

　はい、と返事をした透は、無意識のうちに背筋を伸ばした。

　そうか。これから僕が実道様をお助けしていくんや。

　身の引きしまる思いがする一方で、疑問を覚える。なぜ古川は実道がやってくる当日にこんな話をするのか。

「ああ、もう時間や。お出迎えに行くぞ」

　いつもにも増してせかせかした口調で言って歩き出した古川にはいと頷き、透は後に続いた。

　実道様が見つかってからずっとお忙しかったみたいやから、言い忘れてはったんかもしれん。

　古川らしくないけれど、それだけ古川一人に負担がかかっているとも言える。裕福な家には家か務むや会計をとりしきる使用人が数名いるが、小一森には古川しかいないのだ。

　古川に息子はおらず、家職を継つがせる者がいない。光範が透を中学に通わせると言ったとき、小一森の決して豊かではない財政事情をいやというほど知っていた古川が反対しなかったのは、透に主しゅ家けを支えていってほしいと思ったからだろう。

　実道様をお迎えできたことやし、これからは古川様に、小一森家の仕事をいろいろ教わらんとあかん。

　玄関には既に、しまとコック服を着た小太りの男──杉尾がいた。二人とも嬉しそうな反面、緊張もしているようだ。しまと杉尾も透と同じく、実道に会うのは今日が初めてである。

「さあ皆、外へ出て並んで」

　古川に促うながされ、開け放たれていた扉の向こうへ出る。そして古川、杉尾、しま、透の順に並んだ。しまと目が合ってぎこちなく微笑み合っていると、コ、コ、コ、という馬の足音が聞こえてきた。

　門から立派な馬車が入ってくるのが見えた。岸上家の馬車だ。

　岸上子爵のお家は裕福なんやな。

　漠ばく然ぜんとそんなことを思う。庭の一角に厩きゅう舎しゃとして使われていたらしい建物があるから、以前は小一森家も馬車を持っていたのだろう。しかし今は光範が出かけるときに人力車を呼ぶので精一杯だ。

　馬車は透たちが待つ玄関先で停まった。ひらりと降り立った御ぎょ者しゃが恭うやうやしく扉を開ける。出てきたのは、でっぷりと太った体を洋装で包んだ男だった。ステッキの助けがないと馬車を降りられないらしく、もたもたしている男に、古川がすかさず歩み寄る。

「お待ちしておりました、岸上子爵。わざわざのお越し、痛み入ります」

「や、うむ。出迎えご苦労」

　岸上は大量に噴き出た汗をハンカチーフで拭いつつ頷いた。

　その岸上に向かって頭を下げている間に、御者は反対側の扉を開ける。

　カツ、と石いし畳だたみが音をたてた。小こ気き味みよい足音と共に、馬車の向こう側から一人の青年が現れる。

　細身だが均きん整せいのとれた長身は、漆しっ黒こくの学生服に覆おおわれていた。帝国大学の制服だ。帽子の下の面おも立だちはすっきり整っていて凜り々りしい。涼しげな目め許もとと高く通った鼻筋が、ハッとするほど印象的である。

　ああ、このお方が実道様や。

　男の方にこんな表現したらあかんかもしれんけど、お美しい。品がある。

　春の日差しを浴びて輝く青年に胸が高鳴るのを感じていると、古川が実道に頭を下げた。

「実道様、おかえりなさいませ」

　古川の言葉に、青年は会え釈しゃくを返した。

「わざわざ出迎えてくださってありがとうございます。待たせてしもたみたいで、すみませんでした」

　前半は古川に、後半は透たちに向けられた言葉だった。はっきりとした物言いだが、声そのものは低く甘く響く。

　家職の古川様だけやのうて、僕ら使用人にもお礼を言わはるんや。

　実道は今日まで平民として暮らしてきたのだ。だから使用人というものに慣れていないだけかもしれないが、透は嬉しくなった。光範も使用人を心から労ねぎらう人である。これから長く仕える次期当主が光範と似た人でよかった。

　何をおっしゃいます、と応じたのは古川だ。

「私共は小一森の使用人、つまりあなた様の使用人でございます。お出迎えするのは当然のこと。さ、どうぞ中へ。岸上子爵もどうぞお入りください」

「いや、私は光範に挨あい拶さつしたら帰らしてもらう。急な用事ができてな」

　やはり汗を拭き拭き言った岸上に、古川は残念そうな顔をする。

「さようでございますか。では、そのようにいたしましょう」

　古川を先頭に、岸上、実道が歩き出す。下げたままでいた額の辺りに実道の視線が向けられたのがわかった。我知らず、ドキ、と心臓が跳ねる。

　僕、ちゃんと髪梳とかしたよな。

　着物も股もも引ひきもちゃんと洗濯してある。埃も払った。失礼はないはずだ。

　ふ、と視線がそれたのがわかった。思わずほっと息をつく。

　屋敷の中へ入っていく三人に、しまと杉尾がすかさず続いた。二人はこれからお茶の用意をしなくてはいけない。素早く視線をかわしたしまと杉尾の頰が緩ゆるんでいるのが窺うかがえた。きっと実道の思いやりのある態度に安あん堵どしたのだろう。

　透も自然と笑みがこぼれるのを感じつつ、岸上子爵の御者が実道の荷物を下ろすのを手伝った。大きな革のトランクがひとつと風呂敷包みが三つ。風呂敷包みの中身は、全て分ぶ厚あつい本だった。

　帝大の学生さんやもんな。

　優秀で凜々しく、優しく美しい次期当主。

　僕なんかができることは限られてるけど、精一杯お仕えしよう。










　しまの淹いれた紅茶をろくに口にせず、岸上子爵はそそくさと帰っていった。よほど急ぎの用があったらしい。入れ替わりに、透と杉尾としまが応接室に呼ばれた。そこで実道に簡単な自己紹介をした。

　旦那様、嬉しそうにしておられた。

　実道と透たちをにこやかに見守っていた光範を思い出し、足取りが軽くなる。

　肩越しにちらと後ろを見遣ると、実道はゆっくり歩いていた。これから部屋に案内するのだ。

　透の視線を感じたのか、実道が口を開く。

「立派なお屋敷やな」

「あ、はいっ。あの、八年ほど前にお隠かくれになった大旦那様がご購入されたそうです」

　光範の父には羽は振ぶりがよかった時期があり、他にもいくつか屋敷を所有していたらしい。が、光範の父が亡くなった後、全て残された借金の返済にあてられたと聞いた。そのため、今はこの屋敷しか残っていないのだ。

　そうか、とつぶやいた実道は辺りをぐるりと見回す。

　あ、大旦那様のことは言うたらあかんのやったっけ。

　しまや杉尾に聞いた話によると、光範の父は息子とは正反対の人だったようだ。野心家で、人を人とも思わず享きょう楽らく的てき。方々で女性に手を出していたという。そんな人物だったからこそ、実道が見つかったと聞いたとき、誰もがさもありなんと納得したらしい。

　実道にとっても、自分の祖母と父を放っておいた男だ。不愉快かもしれない。

　しかし実道は気を悪くした様子もなく、ごく普通の口調で尋ねてきた。

「君は古川さんの親戚か何かか？」

　内心でほっとしながら、いいえと首を横に振る。

「私の父が、旦那様の中学の同級生やったんです。五年前に両親と姉が疫病で死んでしもて私一人になったところを、旦那様が引き取ってくださいました」

「そうか。大変やったな」

　実道の声には気遣う響きが込められていた。

　僕を思いやってくださってる。

　二人きりになっても変わらない優しい態度に、胸が熱くなる。

「いえ、そんな。旦那様も皆さんも優しいしてくれはりましたから。それに、中学まで通わしてくれはったんです」

「今何年生や」

「今年の春、卒業しました」

　実道は一瞬、沈黙した。

「ということは、十七歳か」

「はい」

　どうやら実道は、透を十四、五歳だと思っていたらしい。

　無理もない。透は華きゃ奢しゃな方だし、身長も実道より頭ひとつ分くらい低い。加えて肌が白く、黒目がちで童顔なため、幼い頃は女の子と間違われることも多かった。年より幼く見られるのには慣れている。

　けど、もしかしたら身のまわりのお世話をするんが僕では頼りないて思わはったかもしれん。

　一階にある部屋の前に着いたところで足を止めた透は、実道を振り返った。

　実道は、どうした？　という風に首を傾げて見下ろしてくる。

　ああ、近くで見ると、ほんまに凜々しいてお美しい。

　切れ長の瞳に吸い込まれそうだ。

「あの、卒業したのは今年ですけど、それまでも、おしまさんと杉尾さんの手伝いはしてましたから一通りのことはできます。一所懸命お世話させていただきますので、何でもおっしゃってください」

　頰が熱くなっているのを感じつつ言うと、実道は瞬きをした。次の瞬間、ふ、と柔らかく微笑む。

「わかった。ありがとう。そしたら早さっ速そく、荷物をしまうんを手て伝つどうてくれるか？」

「はい、お手伝いします」

　勇んで頷いて扉を開け、体を脇に退ける。

　中へ入った実道は、またぐるりと部屋を見まわした。

「立派な部屋やな。それに、きれいに掃除してある。透がしてくれたんか？」

「あ、はい」

　返事をするのがわずかに遅れたのは、透と名を呼ばれたせいだ。

　実道様がお呼びになると、特別な感じがする。

　ただでさえ熱かった頰が、ますます温度を上げるのがわかった。首筋まで熱い。思わずうつむいた透の耳に、ああ、と嬉しそうな実道の声が飛び込んでくる。

「この花も透が飾ってくれたんか」

　白い花弁の中心に鮮あざやかな黄色が入った水仙に目をとめてくれたらしい。嬉しくてまた顔が火ほ照てる。

「はい、あの、お部屋が明るうなるかと思いまして……」

「ありがとう。きれいな水仙やな。透が庭仕事と屋敷の手入れをしてるて伯お父じ上うえにお聞きしたけど、ほんまか」

「はい、今年の春にそういう仕事をしてはった作兵衛さんがお屋敷を辞やめはって、私が引き継ぎました」

「力仕事は大変やないか？」

「こう見えて力はありますから大丈夫です。何でも運びますし、何でも持ち上げますから、ご用があるときはおっしゃってください」

　実道に頼りにされたい一いっ心しんで、透は大きく頷いてみせた。

　実道はきょとんと目を見開いた後、おもしろそうにこちらを見つめる。

「何でも持ち上げるて、たとえば？」

「え？　あ、はい。こういったご本とか、どこへでもお運びします」

　透は部屋の隅に運んでおいた実道の荷物に駆け寄った。そして本がぎっしりつまった風呂敷包みを両手にひとつずつつかみ、持ち上げる。

　しかし、つい先ほど岸上家の御者が運んだ風呂敷包みは、想像以上に重かった。透が運んだトランクよりもずっと重い。どうにか持ち上がったものの、腕がぶるぶると震える。結局、数秒ももたずに床に下ろしてしまった。

　大おお見み得えを切った手前、かあっと羞しゅう恥ちで顔が熱くなる。

「も、申し訳ありません。でも、あの、ひとつずつやったら、ちゃんと運べますから」

　真っ赤になりながら言い訳をすると、一部始終を見守っていた実道は小さく噴き出した。

「そうやな、確かにひとつずつ運んでもろた方がよさそうや。いや、ひとつも無理か。半分にした方がええか？」

「だ、大丈夫です。ひとつやったら運べます」

　からかうような物言いに、真っ赤になったまま答える。

　くす、と笑った実道は、透が下ろしたばかりの風呂敷包みを指さした。

「そしたら、こっちの本棚のとこへひとつ運んでくれるか？　片付けるから」

「はい！」

　頷いた透は、今度はひとつの風呂敷包みを両手で持ち上げた。やはり重い。が、どうにか踏ん張って、覚おぼ束つかない足取りながらも本棚まで運ぶ。

「おお、ちゃんと運べたな。偉いぞ」

　悪戯いたずらっぽく言いながら、実道は残りの二つを軽々と持ち上げた。あ、と透が声をあげている間に、いとも簡単に本棚まで運んでくる。

「さ、実道様、私がお運びしますから」

「あともう少し力がついたらな」

「申し訳ありません……」

　恥ずかしくて情けなくて小さくなった透に、実道はまたくす、と笑った。

「気にするな。ひとつ運んでくれただけで充分や」

　見下ろしてきた切れ長の目が優しくて、顔だけでなく胸も熱くなる。

　ちょっとだけ意地悪やけど、でも、全然嫌やない。










　翌朝、透とおるはいつもより早く起き出した。なかなか寝つけずにいるうちに朝になってしまったのだ。

　顔を洗って身なりを整えた後、朝の日課になっている玄関先の掃除をするため、箒ほうきと堅く絞しぼった雑ぞう巾きんを手に表へ向かった。ふわふわと浮いた心ここ地ちがするのは、寝不足のせいというより実さね道みちのせいだ。昨日の出来事を思い出すだけで胸が高鳴る。

　実道は京都帝国大学法科大学に通っているそうだ。風呂敷包みの中は、難しそうな本ばかりだった。実道は透が手渡した本を、透にはさっぱりわからない順番で手際よく並べていった。

　その間に実道に問われるまま、父が教師だったことや、光みつ範のりがよく家に遊びに来ていたこと、小こ一いち森もり家に住むようになってから、光範はもちろん、富ふ貴き子こにもとてもかわいがってもらったことなど、いろいろと話した。

　自分ばかり話していることに気付いて、申し訳ありませんと焦あせって謝ると、実道は優しく微笑ほほえんだ。

　何で謝るんや。透は僕が聞いたことに答えただけやろ。僕は小一森の家柄については知ってても、家の中の人のことは伯お父じ上うえも含めて存じ上げへんから、いろいろ知りたいんや。古ふる川かわさんにはそういう話は聞きづらいから、透が話してくれると助かる。

　古川が実道を知ろうとしているのと同じように、実道もこちらを知ろうとしてくれている。そのことがたまらなく嬉しかった。

　荷物を片付けた後、実道は光範の書斎へ戻り、古川も交まじえて今後のことを話し合った。そして光範と共に杉すぎ尾おが作った夕食をとった。

　若い頃、西洋料理店で修行した経験を持つ杉尾だが、用意したのは和食だった。光範の体に優しくて費用がかからないもの、ということで、最近はずっと和食を作っている。

　昨夜ゆうべ、使用人三人で食事をとったときに杉尾に聞いた話によると、実道は全てたいらげ、美お味いしいです、杉尾さんの料理の腕は一流ですねと褒ほめたそうだ。

　嬉しそうやったなあ、杉尾さん。

　何度も同じ話をした杉尾を思い出して頰を緩ゆるめた透は、音をたてないように気を付けて大きな扉を開けた。たちまち、ひんやりとした早朝の空気が入り込んでくる。今日も昨日と同じく晴天だ。

　透は早速玄関口を掃はき始めた。鳥の鳴き声を耳に快こころよく感じながら箒を動かしていると、コンコン、と扉を叩く音がする。

　顔を上げた先にいたのは、開け放っていた扉にもたれかかった実道だった。既にシャツと黒いズボンを身につけている。

「実道様、おはようございます」

「おはよう。早いな」

「私は毎日これくらいには起きてますから。実道様こそお早いですね。ひょっとして眠れませんでしたか？」

「いや、よう眠れた。目が覚めてしもたさかい起きたんや。二度寝して寝坊したらあかん思おもて。気持ちのええ朝やな」

　外へ出てきた実道は、うーんと伸びをした。長い腕やひきしまった胸は、透より五つ年上なだけあって、既に大人の男のものだ。シャツ一枚だと、そのことがよくわかる。しかも、柔じゅう術じゅつの道場へ通って鍛きたえていると聞いた。

　僕とは全然違う。

　うっとり見み惚とれていると、両腕を下ろした実道がこちらに視線を移した。

「透は使用人の暮らしが嫌やないか？」

「いいえ、嫌やないです」

　唐突な問いかけに戸惑いながらも、首を横に振る。

　すると実道はわずかに眉を寄せた。

「こないに朝早はようから掃除せなあかんかっても、少しも嫌やないんか」

「はい、少しも嫌やないです。早起きもお屋敷をきれいにするんも、気持ちがええですから」

　本心を言っただけだったが、実道はなぜか言葉につまった。が、すぐ気を取り直したように尋ねてくる。

「中学を卒業したとこやて言うてたけど、高等学校へ行くつもりはないんか？」

「はい。私は勉学が得意やないので」

「せっかく中学まで出たのに、もったいない」

「中学を卒業させてもろただけで充分です。それに私の成績では、高等学校の試験にはとても受かりませんし」

　中学を出ているだけでも、今の世の中では選せん良りょうである。ほとんどの者が尋常小学校を卒業したら働き出す。中には尋常小学校すら通えない子供もいるのだ。実道を支えてゆくためには、充分な学歴だと思う。

「高等学校へ進学せんでも、学費がいらん師範学校へ行くとか、どこかへ勤つとめることもできたやろ。伯父上に恩義を感じたから使用人になったんか？」

　険けわしい表情の実道に、透はハッとした。

　実道様は、僕が旦だん那な様さまに使用人になるように命令されたて思てはる。

　だとしたら大変な勘違いだ。透はまっすぐに実道を見上げた。

「旦那様には大たい恩おんがあります。ほんまやったら中学へ行かんとすぐ働きに出るべきやったのに、お屋敷に住まわせてくれはって、五年も勉強させてくれはったんですから」

　一度言葉を切ると、実道は何か言いかけた。しかし透の話が途中であることに気付いたらしく、口を噤つぐむ。

　最後まで聞いてくれはる。

　そう確信して勇気づけられ、透は続けた。

「けど、旦那様は私に何かを強要なさったり、命令しはったりしたことは一度もありません。私自身がお庭の手入れやら掃除やらが好きで、お屋敷で働かせてもらいたいてお願いしたんです。ご恩を抜きにしても、私は旦那様をお慕したいしてますから、お仕つかえできてほんまに幸せです」

　黙って透の話を聞いていた実道は、ふと瞼まぶたを伏せた。そうか、と静かに相づちを打つ。

「透は伯父上を好いてるんやな」

「好いてるて、そんな……。恐れ多いです……」

「全然恐れ多いことないやろ。華か族ぞくも平民も同じ人間や」

　口ごもった透に、実道はさらっと言い切った。地面に落としていた視線を上げ、優しい眼まな差ざしを透に注そそぐ。

「僕も透に好いてもらえるような、立派な人物にならんとあかんな」

「実道様は、今も充分ご立派です」

　思ったことをそのまま言うと、実道は切れ長の目を丸くした。が、なぜかすぐに苦い笑みを浮かべる。

「僕は立派か？」

「はい、ご立派です。ご両親を亡くされたのに、勉学に励はげまれて帝大まで進まれて、いろいろとご心中は複雑やろうに、小一森家に養子にきてくださったんですから」

　そうか、とまた静かにつぶやいた実道は、ふいと視線をそらした。

　僕、まずいこと言うたかな……。

　目の前にいる実道は辛つらそうにも、消しょう沈ちんしたようにも、寂しげにも見える。

　実道様が元気になってくれはるようなことを言わなあかん。

　しかし昨日顔を合わせたばかりの実道に、何を言えばいいのかわからない。

「あの、実道様、明日からは二度寝してくださって大丈夫ですよ。今日もここの掃除が終わったら、起こして差し上げるつもりやったんです。そやから明日はゆっくり寝てください」

　懸命に考えて言ったものの、こんなことで実道が元気を出してくれるのかと不安になる。

　しかし実道は驚いたように透を見み遣やった。

「透が起こしてくれるんか？」

「はい。実道様の身のまわりのお世話をさせていただくんが、私の役目ですから」

　実道がこちらを見てくれたことが嬉しくて、何度も頷いてみせる。

　まじまじと透を見つめた実道は、ふと微笑んだ。長身に纏まとわりついていた暗い空気が、淡雪の如く消え去る。

「そしたら明日はゆっくり寝とこうかな。透に起こしてもらうんは楽しそうや」

「え、楽しそう、ですか？」

「うん。僕がなかなか起きんかっても、一所懸命起こしてくれるやろうから」

　悪戯いたずらっぽい言い方をされて、頰が熱くなる。からかわれているとわかったが、なぜか嫌ではなかった。

　学校でからかわれると嫌な気持ちになったのに、不思議や。

「もちろん、一所懸命起こします。けど、実道様もがんばって起きてください」

「透のがんばり次第やな」

「実道様」

　箒を握りしめて眉を寄せると、実道は堪こらえきれなくなったように笑い出した。

　初めて見る闊かっ達たつな笑い方に驚く一方で、きゅっと胸の辺りが鳴る。

　これが実道様の素すのお顔なんかも。

　もっと見たい。

　せやかて物もの凄すごく素敵なお顔や。

「ちゃんと起きるから怒るな。けど、起こしには来てくれよ。待ってるから。仕事の邪魔して悪かった」
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　ぽんぽんと透の頭を柔らかく撫でた実道は、屋敷の中へ戻っていく。

　一人残された透は、そうっと自分の頭に手を置いた。大きな掌てのひらの感触がまだそこに残っている気がして、じわりと頰が熱くなる。

　待ってるて言うてくれはった……。

　今し方見たばかりの屈くっ託たくのない笑顔はもちろん、先ほどの寂しげな様子も、実道の一面なのだろう。両親を亡くし、親戚の世話になっていたのだ。いくら親戚が裕ゆう福ふくな実業家で、金銭面では困らなかったとしても、辛いこともたくさんあったに違いない。悲しい思いや悔しい思いもしたはずだ。

　実道は何が好きで、何に笑って、何に元気づけられるのか。それらを知ることができれば、いつどんなときでも実道を明るい気持ちにさせられる。

　古川様やないけど、僕も実道様のことをもっと知るように努力しよう。

　一人頷いた透は、勢いよく掃除を再開した。まずは実道が気持ちよく大学へ向かえるように、玄関をきれいにするのだ。










　身支度を整えた実道を玄関まで見送りに出たのは、透と杉尾だった。

　スラリと伸びた長身に、黒の学生服と学生帽はよく似合う。京都の中心部に住んでいれば帝大生と遭そう遇ぐうする機会は多々あるが、これほど見事に着こなしている学生は見たことがない。

　見惚れている透の前で、杉尾が実道に小さな包みを差し出した。

「弁当です。お口に合うとええんですが」

「ありがとうございます。今日の朝食も美お味いしかったし、楽しみです」

　丁寧に受け取った実道はにっこりと笑う。

　杉尾は赤くなりつつも眉を寄せた。

「あの、実道様、私どもにまで丁寧なお言葉を使われるのはやめていただけませんでしょうか」

「え？　ああ、すみません。もしかして気に障さわりましたか？」

「いえっ、そんな滅めっ相そうもないっ。ただ、私どもの方が緊張してしまうといいますか、もったいないといいますか……」

　杉尾はしどろもどろになる。得意なときは大きく膨ふくらむ団だん子ご鼻ばなが、ぴくぴくと動いている。このおしゃべり好きで陽気な料理人が口ごもるところを見るのは初めてだ。

　実道は、自みずからの父親くらいの年の杉尾を困ったように見つめた。

「僕はつい昨日まで、平民の普通の暮らしをしてたんです。年上の方にぞんざいな口をきくんは気がひけて……」

「ご親戚のお宅には使用人はいてはらへんかったんですか。けっこうなお屋敷にお住まいやったてお聞きしましたが」

「たくさんいましたけど、僕はあくまで居い候そうろうでしたから。それに高等学校へ上がった時点で寮に入ったんですよ。大学に入ってからも下宿暮らしで、使用人がいる暮らしには慣れてへんのです。透は年下やから普通に話せるんですが」

　実道に優しい視線を向けられて、透は頰が火ほ照てるのを感じた。ただ見つめられるだけなのにこんなに胸が高鳴るのは、やはり実道が特別な人だからだろう。

「おいおい改めますから、もう少し我慢してください」

「は、いえ、あの、お願いいたします」

「こちらこそ。今日は道場には寄らんとまっすぐ帰ってきますから、午後三時頃に帰宅すると思います。では、いってまいります」

　実道は開け放っておいた扉の向こうへ歩き出した。いってらっしゃいませ、と杉尾と二人で頭を下げていると、透、と甘く響く声で呼ばれた。ハッと顔を上げる。

　実道は肩越しに振り返って微笑んだ。

「玄関、きれいや」

「あ、はいっ、ありがとうございますっ」

　透は再び頭を下げた。

　僕が掃除したてわかってて、褒めてくれはった。

　頰だけでなく胸の奥も熱くなるのを感じつつ顔を上げると、実道の姿は既に遠くなっていた。まっすぐに背筋が伸びた制服の後ろ姿は、やはり凜々しく美しい。

　はあ、と隣から深いため息の音が聞こえてきた。

「お若いのにようできた方やなあ……。威い張ばったとこがひとつもない」

「ええ、ほんまに」

　心の底から賛同すると、杉尾はつい今し方口ごもったのが嘘のように、滑なめらかに話し出した。

「お食事のマナーも完璧やし、それより何よりたくさん召し上がるんが嬉しいわ。ご健康な証拠や。甲こう種しゅの籤くじ逃のがれやてお聞きしてたさかい丈夫な方やろうとは思てたけど、ほんまによかった。これで旦那様もご安心やな」

　杉尾は嬉しそうに何度も頷く。病やまいがちなこともあって、光範は少食なのだ。主人の体調を考こう慮りょして日々の食事を作っている杉尾は、実道の健けん啖たんぶりに安あん堵どしたのだろう。

　ちなみに甲種の籤逃れとは、徴ちょう兵へい検査で甲種合格した者が、籤にはずれて入にゅう営えいを免まぬがれることを言う。日にっ清しん日にち露ろ戦争を経へて籤に当たる確率はかなり上がったが、それでも全員というわけではない。もし籤に当たったとしても、大学在学中の者は徴兵を猶ゆう予よされることになっている。

「お好きな食べ物のこととか、何かおっしゃってましたか？」

　透の問いに、いや、と杉尾は首を横に振った。

「それは聞いてへんな。何でも好き嫌いなく召し上がるみたいやぞ。いやほんま、透にも実道様の気持ちのええ食べっぷり見せたかったで」

　使用人が主人と共に食事をとることはない。杉尾が料理を運び、給仕はしまがするので、透は実道がどんな風に食事をするか見ていないのだが、杉尾の話を聞いて嬉しくなる。

　お好きな食べ物もわかるとええな。そうしたら、お元気のないときにお出しして、お慰なぐさめすることができる。

　杉尾はふいにポンと手を打った。

「そうや、今日からはお夕食もたくさんお作りせんとあかんな。よし、今晩は久しぶりに洋食にするぞ」

　え、と透は思わず声をあげた。バターや牛乳、肉、ワインを使う西洋食は金がかかる。

　にっこり笑った杉尾は声を落とした。

「ここだけの話、実道様のご親戚からそれなりの援助が出てるんや。古川様は固こ辞じしはったんやけど、実道様おん自みずからが僕が厄やっ介かいになる分や、使つこてくれて渡さはったらしい。実道様にそんな風に言われたら断るわけにはいかんし、使わんと置いとくわけにもいかんよって、食費にまわってきたっちゅうわけや。まあ、実道様のご親戚は平民出身で成り上がりの実業家らしいさかい、由ゆい緒しょ正しい家柄の小一森家と親戚筋になれて喜んではるんやろ」

　はあ、と透は気の抜けた声を出してしまった。お金持ちの考えることはよくわからない。

「どうあれ、わしは旦那様に栄養のあるお食事を召し上がっていただけるんが嬉しい。夕食はスープとパンと、久しぶりにコートレット・ド・ポール・パネにするかな。ワインと豚肉とバターを買こうてこんとあかん。ドミグラスソースの仕込みもせんと。ああ、こら忙しいなるな。透も手て伝つどうてくれ」

「はい、わかりました」

　いそいそと歩き出した杉尾に続く。

　ここ一年ほどの小一森家は、光範が体調を崩くずしがちなこともあり、暗く沈んだ空気に包まれていた。そこへ跡取りが見つかったとの知らせが届き、少し光が射さした。昨日、実道が屋敷に来てからは、陰いん鬱うつな空気は完全に霧む散さんした気がする。

　これからはずっと、こんな風に明るいお屋敷になるんや。

　そう思うと、透の足取りも軽くなった。










　麦わら帽子をかぶった透は、鋏はさみを手に庭の山茶花さざんかと向き合っていた。花がらは今年のはじめ、花が咲き終えた後にとってある。次は剪せん定ていだ。四月中に済ませておかなくてはならない。

　小一森の庭は和わ洋よう折せっ衷ちゅうである。基本は芝しば生ふで覆おおわれているが、日本の特産種である山茶花をはじめ、正月に飾る千せん両りょうや食用の棗なつめなども植わっている。藤ふじ棚だなも作られており、まさに今が花盛りだ。紫の花が棚からこぼれ落ちるようにして咲き乱れている。

　光範が妻子と共に住み始めた頃は完全な洋風の庭だったらしいが、おまえの好きなようにしてくれという主人の言葉を受けて作さく兵べ衛えが手入れをしているうちに、和の要素が入り込んだらしい。光範はそれをおもしろがり、楽しんでいたという。

　僕が手入れするようになって花が枯かれたとか、木に元気がなくなったとか、ないようにせんと。

　透の好きにしてええぞと光範は言ってくれたし、作兵衛もおまえのやり方でやったらええと言ってくれたけれど、できる限り作兵衛が作った庭を維持していくつもりだ。

　けど、赤い山茶花は植えてみようかな。

　ぱち、ぱち、と木全体の形を整え、いらない枝や葉を切りながら思し案あんする。今、剪定しているこの山茶花は白い花が咲く。秋から冬に向かって咲くのに少し寂しげだなと思っていたのだ。

「ご苦労さん」

　ふいに後ろから声をかけられ、透は驚いた。慌てて振り返ると、学生服を着た実道がこちらを覗き込んでいる。

　そういうたら、三時頃に帰るて言うてはったっけ。

「あ、あの、おかえりなさいませ。気付きませんで申し訳ありません」

　慌てて鋏を置いて帽子をもぎとると、そんなんええから、と実道は笑った。透の手から帽子を取り上げ、ぽんと頭にのせてくれる。

「ただいま。びっくりさして悪かった。作業続けて」

「はい。では、失礼いたします」

　優しい笑みを向けられて頰が熱くなるのを感じながら、透は再び鋏を手にとった。

　実道は立ち去ろうとせず、透の手元を見つめる。

「春でも麦わら帽をかぶるんか」

「あ、はい。この季節でも長い時間外にいると日に焼けて、肌が赤あこうなって痛いんです」

「ああ、透は肌が白いからな」

　実道の視線が帽子の陰になっている首筋に注そそがれるのがわかって、胸が高鳴った。麦わら帽子をかぶっていてよかったと思う。もしかぶっていなかったら、首筋まで赤くなったのが実道に見えてしまっただろう。

「それは何の木ぃや？」

「山茶花です」

「秋から冬に咲く花やな。今年の秋には一緒に見られるな」

「一緒に、ですか？」

　誰と、あるいは何と一緒なのかわからなくて、思わず実道を見上げる。

　透を見下ろした実道は、端整な面おも立だちに柔らかな笑みを浮かべた。

「ああ。透と一緒に見られる」

「あ……、はい」

　透はよりいっそう頰が火照るのを感じた。心臓も早はや鐘がねを打っている。

　秋の冷たい風が吹き始める頃、実道と並んで白い山茶花を眺める自分の姿が脳のう裏りに浮かんだ。きれいですね、と言えば、きれいやな、と実道は返してくれるだろう。そう考えるだけで、たとえようのない喜びが湧わいてくる。

「あの、この白い山茶花の隣に、赤い山茶花も植えよう思てるんです」

「ああ、そらええ。きっと華やかになる」

「はい。私もそう思います」

　実道が賛同してくれたので、想像していた山茶花は白と紅あか紫むらさきになった。

　きれいに咲かせてご覧らんにいれよう。

　自然と剪定する鋏に力が入る。

　しばらく透の手元を見ていた実道だったが、ふいに藤棚の方へ視線を投げた。

「あの見事な藤棚は前からあるんか？」

「はい。私の前に庭の手入れをしてはった作兵衛さんが、富貴子様のために作らはったんです。富貴子様はそれはもうお喜びになって。嫁とつがれてからも花が咲く頃になると、お嬢様と一緒に必ず観みに来られます」

「伯父上が作れて命じはったんか」

「いえ、旦那様はお庭のことは作兵衛さんに任せていらっしゃいましたから、お命じになったわけやありません」

　そうか、と実道はつぶやく。その声にわずかな戸惑いと迷いを感じとって、透は再び鋏を止めた。

　実道は咲きこぼれる藤を見つめていた。否いな、端整な横顔は藤棚の方を向いてはいるが、見てはいない。そこに存在しない何かを、藤を通して見つめている。しかもその何かは、どこか寂しげな表情を見る限り、実道にとって良いものではないようだ。

　今日の早朝に玄関でお話ししたときに見たお顔と似てる。

「実道様……？」

　遠慮がちに呼ぶと、実道は我に返ったように瞬まばたきをした。透の視線に気付いて、柔らかな笑みを浮かべる。

「ああ、あんまり美しいさかい見惚れてた。藤棚の下にある椅子も作兵衛さんが作らはったんか？」

「あ、はい。そうです」

「作兵衛さんは器用な人やったんやな」

「はい。私もいろいろ教えてもろたんですけど、同じようにはできません。情けないです」

　作兵衛から仕事を引き継いでまだ一ひと月つき足らずだが、己おのれの力不足と知識不足を実感する機会は多々あった。

　肩を落とした透に、くす、と実道は笑う。

「作兵衛さんは透よりいくつ年上や」

「え、と、四十五歳くらい上です」

「生まれたての赤ん坊が、今の伯父上に成長するくらいの年の差や。経験の量が違うんやから、同じようにできんで当たり前やろ。これから少しずつできるようになったらええ」

　帽子越しだったが、ぽんぽんと優しく頭を撫でられ、透は再び赤面した。嬉しくて、胸の奥がくすぐったい。ちらと見上げた実道に、暗い影のようなものは既になかった。

「春の花もええけど、秋の花もええな。寒い冬に向かっていく中で咲くやなんて、健けな気げで力強い。山茶花が咲くん楽しみや」

　はい、と頷いた透は剪定に戻った。鋏を扱あつかう手は軽やかに動く。

　実道は部屋に飾った水仙の花にもすぐ気付いてくれた。もしかしたら花が好きなのかもしれない。特に、秋に咲く花が。

　ますます山茶花をきれいに咲かせなければと思う。

　そんで少しでも、実道様がさっきみたいな寂しい顔をしはらへんようにしたい。










　翌朝、玄関の掃除を終えた透は実道の部屋へ向かった。約束した通り、実道を起こすためだ。

　緊張を少しでも和やわらげようと深呼吸するが、高鳴る胸は一いっ向こうに静まらない。仕方なく、うるさいほど脈打っている心臓をそのままに扉を叩いた。しばらく待ってみたが、返事はない。

「失礼いたします」

　一応声をかけてから、透は足音を忍ばせて中へ入った。カーテンが閉まったままの部屋は薄暗い。ベッドに歩み寄り、枕に頭を沈めた実道を覗き込む。

　実道は眠っていた。端整な面立ちはそのままだが、まばらに髭ひげが生はえているせいか、あるいは目が閉じられているせいか、凜々しさが際きわ立だつ。

　ただでさえ高鳴っていた胸が、ドキドキと早鐘を打った。

　大人の男の人や……。

　生来体毛が薄い透には、ほとんど髭が生えない。だから余計に大人だと思ってしまう。

「実道様、おはようございます」

　小さく声をかけると、実道は眉を寄せた。どこか悩ましげな表情さえも凜々しく美しく、透は頰が熱くなるのを感じた。

「実道様、朝です。起きてください」

「んー……」

「おはようございます。起きてください」

　寝返りを打った実道の肩を柔らかく揺する。

　すると、実道はうっすら目を開けた。幾度が瞬きをした後、訝いぶかしげにこちらを見上げる。

　焦しょう点てんが合っていなかった漆しっ黒こくの瞳に、みるみるうちに力が漲みなぎる。朝あさ靄もやがかかった湖に、眩まばゆい日の光が差したようなその変化に、透は我知らず見惚れた。

　ああ、きれいや。

「透……？」

　わずかに掠かすれた甘い声で呼ばれてハッとする。

「お、おはようございます」

「おはよう……。起こしに来てくれたんか？」

「はい。昨日お約束しましたので」

「そうか、ありがとう」

　礼を言いながらも、実道は再び目を閉じてしまう。

「実道様、起きてください」

「あともうちょっとだけ」

「いけません。遅刻なさいますよ」

　一向に目を開けようとしない実道に、透は焦あせった。実道様、と呼びかけつつ再び肩を揺すると、実道は目を閉じたままくすくすと笑う。

　あ、意地悪してはる。

「実道様」

　呼んだ声は自然と怒ったものになった。

　すると実道はようやく目を開けてくれた。透を見上げた端整な面立ちには悪戯っぽい表情が映っている。やはりからかわれていたようだ。

「ああ、透が怒るから目ぇ覚めた」

「も、申し訳ありません。けど、起きてはるのに、起きてくれはらへんから……」

　真っ赤になりながら口ごもると、実道は今度は優しく笑った。

「僕、寝起き悪いからなあ。けど透に怒ってもろたら、ちゃんと起きられそうや。これから毎朝怒ってくれるか？」

「えっ、あ、はい！　承知しました。あの、でも、私が怒る前に起きていただけると嬉しいです」

「それはどうやろ」

「実道様」

　やはり少し意地悪な物言いをされて、きゅっと眉を寄せる。

　が、実道は楽しげに笑った。

「怒るな怒るな。今のは僕が悪かった」

　上半身を起こした実道に、ぽんぽんと頭を撫でられる。

　意地悪をされたというのに、なぜか少しも嫌ではなかった。それどころか、胸の奥がひどくくすぐったい。

　これから毎朝、僕が実道様を起こして差し上げるんや。

　嬉しくて誇ほこらしい。

　そうして十日もすると、実道を起こすことがすっかり日課になった。並行して、実道がいる日常が透にとっても、小一森家にとっても当たり前になっていった。

　朝、玄関先の掃除を終えたら、洗面の道具を用意して実道を起こす。敷しき布ふや寝ね間ま着きを回収してしまに渡す。そして大学へ向かう実道を見送った後、朝食をとる。

　実道の部屋の空気を入れ替えて掃除をする。それから庭の手入れや、しま、杉尾、古川に頼まれた仕事をして、合間に軽く昼食をとり、午後にはベッドに清潔な敷布を敷き、大学から戻った実道を出迎える。実道が帰りがけに柔術の道場へ寄っているときは少し帰宅が遅れるが、やはり玄関で待つ。

　実道が夕食を食べている間に、寝間着と翌朝の着替えを用意する。そして実道専用の西洋式の湯ゆ舟ぶねに、ちょうど良い温度に沸わかした湯を入れる。実道が体を洗い終えてから風呂を掃除する。その後、自分も夕食をとり、まだ勉強している実道に夜食を差し入れてから、自らも体を清めて、就しゅう寝しん。

　実道の世話が加わった分、仕事が増えて忙しくなったが、少しも苦くではなかった。実道は時折意地悪を言って透をからかうものの、変わらずに優しかったからだ。

　大学が休みの日曜に、実道は一緒に庭の手入れをしてくれた。透に倣ならってしゃがみ込み、雑ざっ草そうをとろうとするので慌てて止めたが、僕がしたいからするんやと言って笑った。藤の棚が少し歪ゆがんでいたのも、実道が直してくれた。透は小さいから脚きゃ立たつを持ってこんと届かんやろ、と少し意地悪な物言いをされて、そない小ちいさないですと思わず言い返してしまったものの、やはり嫌ではなかった。そもそも、本当に意地悪な人が使用人の仕事を手伝ったりしないだろう。

　古川には言われた通り、実道の日々の言動を伝えた。なるべく客観的に話したつもりだったが、実道への好意は隠しきれていなかったようだ。古川は苦笑していた。

　実道が屋敷にやってきた翌日に見せた暗い表情は、影を潜ひそめていた。そのことが余計に透を浮かれた気分にさせた。

　実道様はきっと、お寂しかったんや。

　実道は自らを居候だったと言った。親戚の家の暮らしはたとえ裕福でも、居心地が良いわけではなかったのだろう。

　それに比べて小一森は、実道にとって快適にすごせる場所なのだ。これほど嬉しいことはない。










　コンコンコンコン、と実さね道みちの部屋の扉を軽く叩いた透とおるは耳をすませた。返事はない。

　まだお休みになってるんか。それとも、僕が来たてわかってて狸たぬき寝ね入いりしてはるんか。

　どちらにせよ、透の出番だ。

　失礼いたしますと小声で言って、そっと扉を開ける。ベッドに横になっているスラリとした長身が動かないことを確かめてから、まずはカーテンを開けた。たちまち差し込んできた明るい日差しに目を細め、ベッドを振り返る。

「おはようございます、実道様。お時間です」

　声をかけるが、返事はなかった。ベッドの上の伸びやかな体も動かない。

「実道様、起きてください。朝です」

　少し声を大きくしてみたが、やはり応こたえはなかった。

　あれ、今日はほんまに寝てはるんかな？

　昨日は狸寝入りをされた上に、なかなか目を開けてくれなかったのだ。足音を忍ばせてベッドに近寄り、実道を覗き込む。

　実道の目は閉じられていた。

　ああ、やっぱり凜り々りしいてお美しい。

　精せい悍かんな寝顔は何度見ても胸が高鳴る。

　許されるのならずっと眺めていたいけれど、そうもいかない。今日は日曜で大学は休みだが、実道は光みつ範のりと一緒に親戚の家へ出かけることになっているのだ。

「実道様、実道様」

　広い肩をそっと揺する。

　わずかに実道の瞼まぶたが動いたが、起きる様子はない。

「実道様、起きてください」

　先ほどより大胆に肩を揺すると、突然実道の腕が動いた。あっという間に手首をつかまれ、強い力で引っ張られる。

「わ、うわ」

　堪こらえきれずに実道の上に突っ伏してしまった透の耳に、くすくすと笑う声が聞こえてきた。今日も狸寝入りをしていたようだ。

「おはよう、透」
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　実道のわずかに掠かすれた甘い声が体に直接伝わってきて、透は頰が熱くなるのを感じた。

「お、おはようございます。も、申し訳ありません、あの、すぐに」

　慌てて体を起こそうとするが、実道に背中を押さえられて起き上がれない。柔じゅう術じゅつで鍛きたえているだけあって、実道の上半身はしっかりと筋肉がつき、ひきしまっている。その固い感触に、ドキドキと胸が鳴る。

「実道様っ」

「今日も見抜けへんかったな」

「も、申し訳ありません……。あの、あの、お手を、離してくださいませんか」

　うんと頷いた実道は、ようやく手を退どけてくれた。耳まで真っ赤になっているのを自覚して、急いで体を起こす。

　しかし実道の腕や胸の感触は体に残ったままだった。頰の熱が一いっ向こうに引かなくて、顔を見られまいと頭を下げる。

「ご、ご無礼をお許しください」

「引っ張った僕が悪いんや。謝ることない」

「でも……」

「透はもう少し太った方がええな。羽根みたいに軽かったぞ」

　悪戯いたずらっぽい口調に、ますます赤くなってしまう。ちらと見み遣やった実道は優しい目をしていた。

　嫌な気分にならへんのは、この目のせいや。

　これまで幾いく度どもからかわれたが、実道は必ずこんな風に優しい眼差しを向けてくれた。透をばかにしているわけではなく、親しんでくれているとわかるから不快にならないのだ。

　けど、恥ずかしい……。

　からかわれる度たびに真っ赤になる透を、実道は柔らかな目で見つめてくる。だから余計に羞しゅう恥ちを感じてしまう。

　くす、と楽しげに笑った実道は、窓の外に目をやった。

「ええ天気やなあ。透の今日の予定は？」

「私は午前はいつもと同じです。午後からは少し出かけます」

　まだ熱い頰を持て余しつつ答えた透は、ベッドの脇わきのテーブルに置いてあった着替えを実道に手渡した。実道はありがとうと礼を言って受け取る。

「ああ、それで洋服を着てるんか。よう似に合おてるぞ」

　ありがとうございますと礼を言った声が震えた。中学のときのシャツとズボンが、急に特別な衣装のように思えてくる。

　そんな透の心中を知ってか知らずか、実道は気やすい口調で尋ねてきた。

「出かけるて、どこへ行くんや」

「作さく兵べ衛えさんをお訪たずねします」

「ああ、透に草花のことやら大工仕事を教えてくれた人か。確か十年ほど前に奥方を亡くされて、今は娘さん夫婦とお孫さんと暮らしてるて言うてたな」

　はいと応じた透は嬉しくなった。実道は透が話したことをよく覚えてくれている。

「作兵衛さん、具合でも悪いんか？」

「いえ、月にいっぺんは様子を見にいくように、旦だん那な様さまに言いつかってるんです。長年お屋敷にお仕つかえした作兵衛さんを気遣っておいでなんと、私が作兵衛さんに仕事の相談をできるようにしてくれてはるんやと思います」

　説明しながら、実道が脱いだ寝ね間ま着きと帯おびを受け取る。うつむき加減なのは、肌を直視するのが失礼に思えるからだ。

　しゅ、という小こ気き味みよい衣きぬ擦ずれの音がした。実道がシャツを着たようだ。

「透のお師し匠しょうさんやもんな」

「はい。この前お話ししたように、四月中に赤い山茶花さざんかを植えたい思おもてるんです。その相談に乗ってもらうつもりです」

「ああ、そう言うてたな。僕も植えるん手て伝つどうてもええか？」

「え、そんな、私一人で大丈夫です」

「僕がやりたいんや。自分が植えた花が咲く思たら、楽しみが倍増するやろ」

　実道が立ち上がったのが視界の端に映った。長い脚は平日と同様に、黒の学生ズボンに覆おおわれている。先週の休みは着物を身につけていて、それもよく似合っていたけれど、実道にはやはり洋服が相応ふさわしい。

「透？」

　いつのまにか実道に見惚れてしまっていた自分に気付いて、はい、と慌てて返事をする。

「す、すんません、何でしょう」

「いや、ぽうっとしてるから。大丈夫か？」

「はい、はい。大丈夫です。あの、洗面所に剃かみ刀そりと手て拭ぬぐいを用意しておきましたので、どうぞ」

「ああ、ありがとう。山茶花の苗なえ、一人で植えたらあかんぞ。植えるときは必ず僕にも知らせるように。ええな？」

　言葉そのものは偉そうなのに、ひどく優しい声こわ音ねで言われて、はいと返事をする。

　微笑んで頷いた実道は、ぽんぽんと透の頭を柔らかく撫なでた。そして何事もなかったかのように、扉を開けて部屋を出ていく。

　透は両手で真っ赤になった顔を覆った。

　実道が屋敷へ来た日の翌朝、初めて頭を撫でられた。以来、二人きりのときにこうしてよく撫でられる。

　凄すごく嬉しいけど、どうしても恥ずかしい……。

　特別な褒ほう美びを貰もらえたような気分になる。しかも、今日は山茶花を一緒に植える約束までした。

　実道に何か尋ねられたら答えられるように、作兵衛にしっかり話を聞いてこなければ。










　透が屋敷を出たのは午後一時をすぎてからだ。杉すぎ尾おが焼いたケーキを包んだ風呂敷包みを手に、路面電車に乗るべく駅へ向かった。作兵衛が暮らす家は、徒歩と電車を合わせて三十分ほどのところにある。

　旦那様と実道様は二時頃にお戻りになるて言うてはった。僕が帰る頃には、もうお帰りになってるはずや。

　浮かれた気持ちでそこまで考えて、透は一人赤面した。顔色を隠すために学生帽を目ま深ぶかにかぶり直す。屋敷にいるときはもちろん、離れているときですら、実道のことが頭から離れない。これから一生仕つかえる身としては正しいのかもしれないが、少し考えすぎている気もする。

「あれ、室むろ田たやないか」

　聞き覚えのある声で苗みょう字じを呼ばれ、透はハッと顔を上げた。

　反対側から歩いてきたのは、洋装の大柄な少年が一人と、着物を着た中ちゅう肉にく中ちゅう背ぜいの少年二人だ。三人とも、中学のときの同級生である。

　嫌な奴らと会おうてしもた……。

　この三人はいつも一緒にいて、透をよくばかにした。特に洋装の男は小こ一いち森もりよりもかなり家格が上の公く家げ華か族ぞくの木き崎ざき伯はく爵しゃくの三男で、将来は父と同じ陸軍の将しょう校こうになるのだと言って威い張ばっていた。おとなしい透を率そっ先せんしてからかった男である。

　確か木崎は、十二月に士官候補生として陸軍に入ると言っていた。着物姿の二人は高等学校を受験するはずだ。九月入学の高等学校の試験は夏に行われるから、まだ時間がある。要するに、三人とも勉学以外は特にすることがなく暇ひまなのだろう。

　透はこんにちはと軽く頭を下げて通りすぎようとした。が、三人は行く手に立たち塞ふさがる。中学のときと同じように、薄ら笑いを浮かべているのがたまらなく不快だ。

「どこへ行くんや」

「旦那様のお使いや。急いでるから、退どいて」

　できるだけ平静を装よそおって言ったが、三人は動こうとしない。

「旦那様か。すっかり使用人が板についたなあ。おまえにはお似合いや」

「その旦那様、えらいこと貧乏なんやろ」

　二人の取り巻きが口々に言うのに、木崎は大きく頷く。

「そうや。立派なんは家柄と屋敷だけで、馬車のひとつも持ってへんて聞いたぞ。おまけに子し爵しゃくはひ弱な病気持ちで跡取りもおらん。どうせ爵しゃく位いは返へん上じょうや。おまえも早そう々そうに失業やな」

　光範をばかにされ、透は思わず木崎をにらんだ。

　僕は何を言われてもええけど、旦那様をばかにするんは許せん。

　今までにない透の反応に、木崎は少し怯ひるんだ。が、すぐににらみ返してくる。

「何や、その目は。ほんまのことやろが」

「旦那様を侮ぶ辱じょくするな。それに、跡取りはちゃんといらっしゃる」

　透は必死の思いで言い返した。

　木崎はふんと鼻で笑う。

「嘘つくな。おい、それ何を持ってるんや。見せてみろ」

　木崎が風呂敷包みに手を伸ばしてきたので、透は慌てて後あと退ずさった。

「大事なお使い物や。触るな」

「何やと、貧乏子爵の使用人が生意気な。よこせ」

「木崎様のご命令やぞ、渡せ」

　三人がかりで風呂敷を奪おうとするのをどうにか避さけていると、おい！　とよく通る声が響いた。次の瞬間、透の腕をつかんでいた着物の少年が首根っこをつかまれ、あっという間に引ひき剝はがされる。

「三人がかりでたった一人に何をやってるんや。恥を知れ」

　厳しい口調で三人を叱りつけた人物は、実道だった。

　お出かけやったのに、何でここに……。

　茫ぼう然ぜんと実道を見上げる透とは反対に、三人は一いち様ように怯んだ。特に首根っこをつかまれた同級生は青い顔をしている。どんなに手足を動かしても振りほどけないようだ。

　しかし友の危機に気付いていないらしい木崎は、かろうじて実道をにらんだ。

「わ、私を誰やと思てるんや。木崎伯爵の息子やぞ。偉そうな口をきくな、無礼者が」

　実道は少しも動どうじず、まっすぐに木崎を見下ろした。

「木崎伯爵は、確か陸軍の中ちゅう将じょうであらせられたな。曲がったことがお嫌いで、義ぎに厚いて評判のお方や。下か士し官かんから兵に至るまで、大勢の部下に慕したわれておられるて聞く。そんな立派な方のご子息が、三人がかりで一人を苛いじめるような卑ひ怯きょうな真ま似ねをなさるわけがない。現にご嫡ちゃく男なんは伯爵様同様に人じん品ぴんの優すぐれた陸軍の士官として、早くも名を馳はせておられる。貴き様さまは木崎伯爵の名を騙かたる不届き者や」

「っ、そんな、俺はっ……」

　きっぱりと言い切った実道に、木崎はあからさまに狼ろう狽ばいした。みるみるうちに武ぶ骨こつな顔が赤く染そまる。

　実道が長身で、細身ながらも鍛きたえられた体つきをしていること、学生服についている校章が帝てい大だいのものであること、そして通りを行きかう人たちが注目していることが功こうを奏そうしたらしい。実道の陰にいる透を見て、くそ、と悔しげに毒づいたものの、それ以上は何も言わずに背を向ける。

「あ、木崎君」

「ま、待って、待ってくれ」

　一人は慌てて木崎を追いかけた。が、もう一人は実道に捕えられていて動けない。真っ青になりながらもがく少年に、実道は淡々と言った。

「こんな上等な着物が着られるんや、君もそれなりの家のご子息やろう。御おん身みの将来のためにも、家か格かくを汚すような真ま似ねは慎つつしんだ方が賢けん明めいやと思うが、いかが」

「わ、わかった、わかりましたっ。つ、慎みますから、はな、離してください」

「それはよかった」

　言って、実道はあっさりと手を離した。やっと自由になれたかつての級友は、つんのめるようにして駆け出す。

　いかにも滑こっ稽けいな後ろ姿を見送り、実道は小さく息を吐いた。そして背中に庇かばっていた透を心配そうに見下ろす。

「大丈夫か、透。怪我してへんか？」

「え……、あ、はい！　大丈夫です。あの、ありがとうございました！」

　透は勢いよく頭を下げた。全身が痺しびれるように熱い。心臓がうるさいほど鳴っている。

　いつもは甘く響く声が力強く聞こえた。同級生の動きを難なんなく封じることができたのは、柔術で鍛えているからだろう。

　そして何より、それなりに体格の良い三人組と伯爵という言葉に、少しも動じなかった心の強さ。

　凜々しいて鮮あざやかやった……。

「これから作兵衛さんのとこへ行くんか？」

　優しく問われて、はいと返事をする。

「あの、実道様は、何でここに……。お出かけになってたんや……」

「ああ、伯父上が寄るとこがあるておっしゃるから、僕だけ先に帰ってきたんや。さっきの三人は同級生か何かか」

「はい、中学のときの級友です」

「あんな輩やからは友とは言わん。まあ、あの洋装の大柄な奴はおまえを特別に思てるみたいやったけどな」

「特別？」

　特別苛めたいということだろうか。

　眉を寄せて見上げると、実道はわずかに目を見開いた。が、すぐに苦笑する。

「わからんのやったらええ。どっちにしても、あいつのやってることはまるきり子供や」

「はい……」

　わかったような、わからないような、自分でもどちらつかずのまま頷く。

　すると実道は、今度は優しく笑った。

「それにしても透、おまえも負けてへんかったな。何か言い返してたやろ」

「あの三人が旦那様を侮辱するもんですから、どうしても許せんで……」

「そうか。透は伯父上が一番大事やもんな」

　からかうように言われて、透は思わず実道をひしと見つめた。

「旦那様だけやありません。実道様も大事です。もし実道様を侮辱する奴がいたら、そいつも許さへん。絶対に、許しません」

　思った以上に大きな声になってしまって、ハッと口を噤つぐむ。自分で三人組を追い払うことすらできなかったのに、許すも許さないもない。

　案あんの定じょう、実道は驚いた顔をした。涼やかな瞳が丸くなっている。

「あ、あの、申し訳ありません……。今かて、実道様に助けていただいたのに、私なんかが、許さへんとか……」

　ひどく恥ずかしいような、けれどそれだけではない、胸がしめつけられる感覚に襲われて涙が滲にじんだ。慌ててうつむくと、実道がため息をつく音が聞こえてくる。

　あきれられた……？

　そう思ってまた胸が痛んだそのとき、ぽんぽんと頭を柔らかく撫でられた。

「ありがとう。透にそんな風に思てもらえて嬉しい。心強いわ」

「そんな、私なんか、何もできひんのに……」

「こら。私なんか、とか言うな。自分より大きい相手の理不尽に立ち向かう勇気がある人間は少ない。おまえは胸を張ってええぞ」

　力強さの中に、どこか甘さが感じられる物言いに、ただでさえ激しく鳴っていた心臓が更に速度をあげる。

　ああ、これ以上早はようなったら、僕は死んでしまう。

　そう思うのに鼓こ動どうを鎮しずめることができなくて、また新たに涙が滲む。

　うつむいたまま顔を上げない透の様子がおかしいことに気付いたらしく、実道が心配げに声をかけてきた。

「さっきの奴ら、もう手出しはせんと思うけど、不安やったら作兵衛さんの家まで送ろか？」

「いえっ、そんな、そこまでしていただくわけには……。大丈夫です、一人で行けます」

「ほんまか？」

「はい、はい。ほんまです。あの、助けていただいてほんまにありがとうございました。いってまいります」

　赤くなっているだろう目を見られたくなくて、透は深く頭を下げた。そのまま実道の顔を見ずに踵きびすを返す。

「気ぃ付けてな」

　後ろから追いかけてきた声の甘さに、目め眩まいすら感じた。

　光範も大切だが、実道も大切。それは紛まぎれもない本心だ。

　しかし光範に優しくされても、こんなに胸が痛くなることはなかった。涙が出ることもなかった。

　僕は、どうなってしもたんや。










　作兵衛の家までどうやってたどり着いたのか、よく覚えていない。頭の中は実道のことでいっぱいで、鼓動は高まったまま、頰は熱いままだった。胸も痺れるように疼うずいている。

　こんなん初めてや。

　苦しくて痛いのに、不快ではない。

　むしろ全身を侵おかす熱は甘く、ふわふわと浮いた心ここ地ちがする。

　気が付いたときにはこぢんまりとした二階建ての家の前にいて、作兵衛の孫だという四つくらいの少年に手を引っ張られていた。

「祖じ父いちゃん、お客さんやで！」

　どないした、ケン坊、という太い声が庭の方から聞こえてくる。

　顔を見せたのはがっちりとした体格を着物で包んだごま塩頭の男、作兵衛だった。透を見て破は顔がんする。

「おう、透！　久しぶりやな。元気やったか」

「はい、お久しぶりです。あの、作兵衛さんもお元気そうで」

「わしは元気や。腰もだいぶましになってな、ときどきご近所さんの庭の手入れもしてる」

　そこまで言った作兵衛は眉をひそめた。

「おまえ、顔が赤いぞ。熱でもあるんやないか？」

「い、いえ、大丈夫です。あの、これ、旦那様からお預かりしてきました。ケーキです」

「え、わしにか？」

「はい。作兵衛さんのおうちには小さいお子さんがいらっしゃるから、甘いもんがええやろうて旦那様がおっしゃって。杉尾さんが腕によりをかけて焼かはったんで、皆さんで召し上がってください」

「そうか、そうか。旦那様のお気遣い、ありがたいことや」

　涙ぐんだ作兵衛に風呂敷包みを手渡すと、ケーキ！　と子供が目を輝かせて叫ぶ。横浜などの西洋文化が早くから根付いた都会では、洋菓子を売る店があるらしいが、庶しょ民みんにはまだまだ高たか嶺ねの花だ。恐らくこの少年も、ケーキという名前の菓子があると知っていても食べたことはないのだろう。

　もっとも、小一森家でも以前はケーキなど滅めっ多たに食べられなかった。今は実道の親戚の援助のおかげで食材をたくさん購入できるから、こうして気軽にケーキを焼けるのだ。

　少年の声を聞きつけたのか、二十代半なかばらしき女が縁えん側がわから顔を出した。お母ちゃん！　と呼んだ少年がすぐさま駆け寄る。

「兄ちゃんが帰ってくる前に食べる！」

「はいはい、何やのお行ぎょう儀ぎの悪い。お父さん、お客さん？」

「ああ、小一森家で一緒に働いてた透や」

　作兵衛から風呂敷包みを受け取った女に、こんにちはと帽子をとって頭を下げる。

　女は慌てたように膝ひざをついた。

「まあまあ、あなたが透さんですか。父がお世話になりまして。けっこうなお品までいただいてありがとうございます！　旦那様にようお礼を申し上げておいてください。あの、旦那様はお元気で？」

「はい、お元気におすごしです」

「ああ、よかった。この前、富ふ貴き子こ様からお手紙をちょうだいして、お元気やて伺うかごうてたんですけど、やっぱり心配で」

　ああ、よかった、としみじみくり返した娘は、我に返ったように瞬まばたきをした。

「立たせたままでごめんなさいね。さ、どうぞ上がってください。今お茶をお持ちしますよって。ほれ、ケンタ、お兄さんにお礼を言いなさい。ありがとうございます」

「ありがと、ござます！」

　ぺこ、と頭を下げた少年をつれて、作兵衛の娘は奥へ引っ込む。

　ケーキケーキと騒ぐ孫を苦笑で見送った作兵衛が、縁側へ座るように促うながしてきた。

「うるそうてすまんな」

「いえ、皆さんお元気そうでよかったです」

　微笑ほほえんだ透は腰を下ろした。作兵衛も隣に腰かける。柔らかな春の日差しが降り注いでいるので、外でも充分暖かい。

　目の前にあるのは、ごく小さな和の庭だ。松や躑躅つつじがきれいに刈り込まれているのを見て、少し心が落ち着く。

「古ふる川かわ様とスギさんと、しまさんは元気か」

「皆さん、相変わらずです」

「そうか、よかった」

　ほっと安あん堵どの息を吐いた作兵衛は、ふと思い出したように尋ねた。

「そういやご養子さん、もうお屋敷で暮らしてはるんやろ。どういうお方や」

　実道が見つかったと知らせが入ったのは、作兵衛がまだ屋敷で働いていたときだった。どんな人かと気にしながら作兵衛は隠居したのだ。

　透は引きかけていた頰の熱がみるみるうちに戻ってくるのを感じつつ答えた。

「ご立派です、とても。ご聡そう明めいでご勤勉で、僕ら使用人にも少しも威張ったりされません。柔術をされててお強いのに、それを自慢されたりもしません。お優しいて思いやりがあって、礼儀正しい。それに凜々しいてお美しい方です」

　次々にあふれてくる言葉を自分でも止められず、一息にそこまで言う。

　ゆっくり瞬きをした作兵衛は、そうか、と頷いた。

「ええ方でよかったなあ。旦那様も安堵されたやろう」

　はいと大きく頷いた透に、作兵衛は続けて尋ねた。

「ご養子さんが来はってから、何か変わったことはないか」

「変わったこと？」

「知らん奴がお屋敷の周りをうろうろしとるとか、今まで付き合いのなかった人間が、急にお屋敷に出入りするようになったとか」

「いえ、何もないですけど……」

　首を横に振った透は、思わず作兵衛を見つめた。

　何でそんなことを聞かはるんやろ。

　詳しくは知らないが、作兵衛は若い頃、道をそれたことがあるらしい。肩から右の胸にかけて龍りゅうの彫ほり物ものが刻きざまれているのが、その証あかしだ。荒すさんだ生活の果てに大怪我をして死にそうになっていたところを、まだ学生だった光範に助けられたと聞いた。その恩おん義ぎに報むくいるため、まっとうな道を歩き出したという。

　六十三という年齢のわりに娘が若いのは、作兵衛が祝しゅう言げんをあげたのが、光範の下もとで働きだしてから数年後だったからだ。女じょ中ちゅうとして働いていた妻と、後に生まれた娘を含めた一家三人で屋敷に住み込んでいた。確か娘は小一森の屋敷から嫁とついだと富貴子が言っていた気がする。

　つまり、作兵衛は小一森家の使用人であると同時に、用心棒でもあったのだ。

「あの、何か気になることでも？」

　不安になって尋ねると、いや、と作兵衛は首を横に振って笑った。

「何もないんやったらええんや。今の世の中、諒りょう闇あん不ふ景けい気きやろ。不ふ埒らちな輩も増えてるて聞く。今までは何かあったら、すぐ旦那様の下もとに駆けつけて悪い奴を蹴け散ちらすことができたけど、離れて暮らしてる今はそうもいかんさかい、心配の虫が騒ぎよるんや」

「自分も腰悪わるうしてんのに、蹴散らすとか何を偉そうなこと言うてんの。逆に旦那様のご迷惑になるわ」

　割って入ってきたのは作兵衛の娘だ。手に盆ぼんを持っている。

　作兵衛はムッとして太い眉を寄せた。

「わしを年寄り扱いするな」

「若わこうはないやろ」

「おまえは減らず口だけは一人前やな」

　父と娘の賑にぎやかなやりとりに笑いながらも、漠ばく然ぜんとした不安は消えなかった。

　作兵衛は意味のないことは言わない人だ。離れて暮らしているから心配だというのは本当だろうが、恐らくそれだけではないのだろう。

　もし何かあったら、旦那様と実道様をお守りせんとあかん。










　透が屋敷へ戻ったのは、日が西に傾きかけた頃だ。

　結局、作兵衛の家には二時間ほど滞在した。赤い山茶花を植えたいと話すと、作兵衛は知り合いに頼んで苗をわけてもらってくると約束してくれた。植えつけと手入れについても教えてくれた。その後、作兵衛の孫と少し遊んだ。

　帰り際、作兵衛は何かあったら知らせろよと言ってくれた。お屋敷を出ても、わしが旦那様に大たい恩おんある身ぃであることに変わりはない。できる限りのことはするさかい。

　もし何かあったら、作兵衛に相談しようと透は素直に思った。

　旦那様と実道様をお守りする言うたかて、僕にはからきし力がない。

　透にできるのは周囲に気を配り、小さな異変にいち早く気付くことくらいだ。

　透は薄暗い廊下をゆっくりと進んだ。手に持ったトレイには、紅茶とケーキが載っている。夜遅くまで勉強に励はげんでいる実道の夜食だ。

　屋敷に戻った後、溜まっていた仕事を済ませなくてはならなかったため、実道と話している時間はなかった。実道は実道で、透より少し後に帰ってきた光範と古川の三人で話し込み、そのまま夕食の時間になってしまった。

　昼間のこと、もう一回お礼を申し上げよう。

　ドキドキと心臓が鳴っているのを感じつつ、ほんのわずかな隙間から明かりが漏もれている扉をそっと叩く。

　はい、とすぐに返事があった。

「透です。お夜食をお持ちしました」

「ああ、ありがとう。入ってくれ」

　失礼いたしますと声をかけて扉を開ける。

　机に向かっていた実道は、こちらを振り返った。そして歩み寄る透に優しく微笑む。

「夜遅おそうに悪いな」

「いえ、実道様こそお疲れ様です」

　言いながら、机の上にティーカップとケーキが載った皿を並べる。

　ちらと見遣った実道は、幾いく分ぶんか疲れた顔をしていた。昼間、助けてくれたときよりも顔色が悪い。夕飯時まで光範と古川の三人で何を話していたのかはわからないが、楽しい話でなかったのは確かのようだ。

　どんな話やったんか気になるけど、知ったところで僕には何もできひんし……。

　透の心配げな視線に気付いたのか、実道は明るい口調で言った。

「ああ、美お味いしそうや。ありがとう。作兵衛さんのうちには無事に行けたか？」

　気遣う物言いに、きゅ、と胸がしめつけられた。嬉しいのに、なぜか悲しいような気持ちになる。思わず寄せた眉を見られたくなくて、透は頭を下げた。

「はい、あの、今日は助けていただいて、ほんまにありがとうございました。行きも帰りも大丈夫でした」

「そうか、よかった。今日のことは気にするな。当然のことをしたまでや」

「当然のこと、ですか？」

「透が僕を侮辱する奴を許せんて言うてくれたんと同じように、僕も透を苛める奴は許さへん」

　からかうのではなく静かに言われて、カッと頰が火ほ照てる。実道の声は常から甘い響きを伴ともなっているが、今は甘さに加えて確かな熱を孕はらんでいるような気がした。

　実道様も、僕を大事に思ててくれはるんや。

　飛び上がるほど嬉しいのに、やはりなぜか胸が痛い。我知らず着物の胸の辺りをつかむと、透？　と甘い声で呼ばれた。

「どうした」

「いえ、あの、もったいないです……。私なんかに、そんな……」

「私なんか、て言うなて言うたやろ」

「でも……」

　おのずと涙が滲にじんできて、透は慌てて目め許もとを拭ぬぐおうとした。

　が、直前で腕をつかまれ、引き寄せられる。

　ハッと見開いた目に映ったのは、心配そうに眉をひそめてこちらを覗き込む端整な面立ちだった。

「どうした。どっか痛いんか？」

「い、いえ、平気です」

「けど泣いているやないか」

　透の腕をつかんでいる手とは逆の手が伸びてくる。息をつめていると、親指がそっと目許を拭ってくれた。

　その固い感触に、心臓が捩よじれるように痛む。刹せつ那な、止める間もなくほろほろと涙がこぼれ落ちた。

　透？　と驚いたように実道が呼ぶ。

「も、申し訳ありませんっ……」

「何で謝るんや。昼間やっぱりあいつらに何かされたんか？」

「ちが、違います……。申し訳ありません……！」

　あふれる涙の熱さと痺れるような胸の痛みの正体に、透はようやく気が付いた。

　僕は、実道様に恋をしてるんや。

　主人としてではなく、一人の男として好いている。その逞たくましい胸に抱きしめられたいと望んでいる。今まで、男はもちろん女性にすら恋をしたことがなかった。だから恋と忠ちゅう義ぎの区別がつかなかった。

　女やったらまだしも、男で使用人の僕なんかが、小一森の跡取りの実道様にこんな邪よこしまな気持ちを持つなんて……。

　許されるはずがない。何より実道に申し訳ない。引き取ってくれて働かせてくれている光範にも、申し訳が立たない。

「どうしたんや、透。何があった」

　申し訳ありませんと何度も謝る透を見かねてか、実道は立ち上がった。つかんでいた透の腕を強く引き、自分の胸に抱き寄せる。

　透の華きゃ奢しゃな体は、実道の長い腕の中にすっぽりと収まった。自然と頰を押しつける形になった胸元から、力強い鼓動が伝わってくる。寝間着越しでも、その体の逞しさと温かさを実感できた。

　しかし歓喜よりも罪悪感が遥はるかに勝まさる。

　僕は、実道様に抱きしめてもろて、慰なぐさめてもらえるような人間やない。

　主人に汚れた思し慕ぼを抱いだく、卑しい使用人だ。

　一刻も早く離れなくてはと思うのに、体は動かなかった。実道にしがみついてしまいそうになる腕を、懸命に押おし止とどめる。

「こんなに震えて……。何で泣くんや。何か辛いことがあるんやったら言え。僕が解決したるから」
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　甘く囁いた実道が、優しく髪を梳すいてくれる。

　涙の理由を話すわけにはいかず、だからといって涙を止めることもできないまま、透はただ首を横に振った。

　この気持ちは決して実道に知られてはならない。もし知られたら嫌悪される。疎うとまれる。そうなれば、使用人としてすら側そばにいられなくなってしまうだろう。

　せめて、お側にいたい。










　実さね道みちの部屋を前にして、透とおるはじっと佇たたずんだ。朝、この部屋の扉を叩くのが日課になって約二週間が経たつが、今日ほど躊躇ためらいを覚えたことはない。

　昨夜ゆうべのこと、実道様どう思おもておられるやろ……。

　ただ涙を流す透を、実道はずっと抱きしめていてくれた。どれくらい泣いたのか自分でもわからないほど泣いた後、もう大丈夫ですと掠かすれた声で告げると、顎あごをつかまれて上向かされた。潤うるんだ視界に映った端たん整せいな面おも立だちは、ひどく物言いたげだった。が、結局実道は何も言わず、透の目め許もとに残った涙の粒つぶを親指で優しく拭ぬぐい、おやすみとだけ告げた。何があったのだとしつこく尋たずねて追いつめてはいけないと思ったのかもしれない。

　ご自分もお疲れやったのに、胸を貸してくれはって宥なだめてくれはって、実道様はほんまにお優しい。

　ますます好きになってしまう。

　自覚したばかりの実道への恋心に苛さいなまれ、ろくに眠れずに朝を迎えた透は、機械的に玄関の掃除をこなした。そして実道の部屋へと向かった。

　顔を合わせるのが気まずいのは本当だが、顔が見たいのも本当だ。それより何より、昨夜の醜しゅう態たいを謝らなければならない。

　遠慮がちに扉を叩くと、はい、と中から返事があった。

「……透です」

「ああ、入ってくれ」

　失礼いたします、と声をかけて扉を開けると、学生服を身につけた実道が窓辺に立っていた。既に開かれたカーテンから差し込む朝日が逆光になり、スラリとした立ち姿がくっきり浮かび上がって、胸が高鳴る。

「お、おはようございます」

「うん、おはよう」

「あの、実道様、昨夜は申し訳ありませんでした」

　頭を下げると、実道がつかつかと歩み寄ってきた。体を固くした透の顎に指がかかる。あ、と思ったときには顔を上げさせられていた。

「目が赤い。自分の部屋へ戻ってから、また泣いたんか？」

　心配そうに眉を寄せた実道が、顎を捕えていた手を頰へと滑すべらせた。温かな掌てのひらの感触にまたしても泣きたいような気持ちになりながら、いえ、と小さく首を横に振る。

「泣いてません」

「ほんまか？」

「はい。昨夜、実道様に受け止めていただいてたくさん泣いたので、すっきりしました。ありがとうございました」

　無理矢理笑顔を作ってみせると、実道はわずかに唇を動かした。何か言いたそうな表情は、昨夜見たそれと同じだ。

「実道様……？」

「透。僕は」

　実道が重い口を開こうとしたまさにそのとき、コンコンコン、と扉が慌ただしく叩かれた。

　透は反射的に実道から離れた。実道も我に返ったように瞬まばたきをする。

　目が合った。

　切れ長の瞳にはっきりと映っていたのは、寂しげな影。そして罪悪感だ。

　何で実道様が？

　罪深いのは透の方だというのに。

「実道様、起きていらっしゃいますか？」

　古ふる川かわの声に、はい、と実道は返事をした。今し方見たばかりの罪悪感は姿を消し、冷静な光が戻ってくる。

「起きてます」

「入ってもよろしいでしょうか」

「どうぞ」

　実道が応じると、すぐに扉が開いた。

　飛び込んできた古川は、実道の側そばにいる透に気付く。

「ああ、透、ここにいたんか。実道様、朝早はようから申し訳ありません」

「いえ、随分前に起きてましたからお気になさらず。それより何事ですか？」

　実道の問いかけに答えかけた古川だったが、一旦口を噤つぐんだ。そして透に視線を向ける。

「透、ちょっとはずしてくれ」

「あ、はい。では、失礼いたします」

　二人に頭を下げた透は、急いで部屋を出た。寝ね間ま着きや敷しき布ふを回収するのは後まわしだ。

　朝から何やろ……。

　古川の様子から察するに、良いことが起こったわけではなさそうだ。

　それに、先ほどの実道の罪悪感を湛たたえた目も気になる。何か言いかけていたのに、結局言わなかったのも気になった。

　実道様は、何を抱かかえていらっしゃるんや。










「偽者？　実道様が？」

　頓とん狂きょうな声をあげたのは杉すぎ尾おだ。

　しぃ、としまが慌てて人差し指を唇にあてる。

「声が大きい」

「おう、すまん」

　小声で話す二人を、透は茫ぼう然ぜんと見つめた。

　三人で遅い朝食をとっているのは、厨ちゅう房ぼうの片隅にある小さなテーブルである。光みつ範のりと実道の朝食が和食だったので、透たちも握にぎり飯めしと漬つけ物もの、豆とう腐ふの味み噌そ汁しるという献こん立だてだ。

　食事を始めるなり、しまが実道の他にもう一人、小こ一いち森もりの跡取りを名乗る男が現れたという話をした。なんと光範の腹違いの弟だという。それだけでも大変なことだが、男は実道は偽者だと言っているらしい。今朝、古川が慌てて実道のところへやってきたのは、その知らせが朝一番に届いたせいだ。

　しまの話を聞いた透は、作さく兵べ衛えが言っていたことを思い出した。

　知らん奴がお屋敷の周りをうろうろしとるとか、今まで付き合いのなかった人間が、急にお屋敷に出入りするようになったとか。

　作兵衛さんが言うてはったことと、何か関係があるんやろか。

　しかしなあ、と杉尾は握り飯を頰ほお張ばりつつ顔をしかめる。

「古川様が手ぇ尽くして探さはっても、男だん系けい男子はなかなか見つからんかったんやぞ。実道様かてようやっと見つかったんや。ここにきて急に旦だん那な様さまの腹違いの弟が出てくるて、おかしいないか？」

「私にもようわからんけど、そういう話をしてはったんはほんまや」

　しまは戸惑った表情で漬物を口に入れる。

　光範と古川の部屋を掃除しているのは、主にしまだ。そこで話を漏れ聞いたという。

　しまは長年小一森に仕つかえてきた女中である。光範たちも、多少のことは知られてもいいと思ったのだろう。

「しかも実道様が偽者て、何を根拠にそんなこと言うてるんやろ。実道様のご出しゅっ生しょうは岸きし上がみ子し爵しゃくのお墨すみ付つきやっちゅうのに」

　杉尾の言葉に、しまは大きく頷く。

「実道様が偽者やっちゅうことは、岸上子爵が嘘をついてはることになるもんね。今日の午後に、その弟て名乗る方と岸上子爵と、実道様のご親戚の実業家の梶かじ浦うら様がいらっしゃって話し合わはるみたい」

「旦那様の弟っちゅう人は一人で来はるんか？」

「さあ。誰かと一緒かもしれんけど、そこまではわからんわ」

　ふうんと頷いた杉尾は、先ほどから一言も発していない透に気付いたらしい。透、と心配そうに呼ぶ。

「大丈夫か？」

「え、あ、はい。大丈夫です。ちょっとびっくりして……」

　偽者と聞いて真っ先に思い浮かんだのは、実道の罪悪感に満ちた目だ。実道が何か思い悩んでいるのは間違いない。

　けど、偽者やからとか、そんな理由なわけがない。

　杉尾の言う通り、実道は光範の甥おいであると信用できる人物が保証しているのだ。

「何にしても、わしは実道様が偽者やっちゅうのは嘘やと思うわ。実道様と旦那様、よう似てはるし」

　透を元気づけようとしてくれているのだろう、杉尾の明るい物言いに、そうやねとしまも賛同する。

「お優しいとことか、私らにまでお気遣いをしてくださるとことか、旦那様にそっくりや。旦那様にご子息がいらっしゃったら、実道様みたいな方やったに違いないわ」

「ほんまにな。わしはやっぱり、その旦那様の腹違いの弟っちゅう男が嘘をついてる思う。実道様に代わって、自分が小一森の跡取りになりたいだけやろ」

「けどいったい何のために？」

　首を傾かしげたしまに、うーんと杉尾はうなった。

　問題はそこや、と透も思う。そもそも小一森はその貧しさと借しゃく財ざい故ゆえに、養子のなり手がなかったのだ。今になって進んで養子になろうとする理由がわからない。

「実道様を陥おとしいれたい輩やからがおるとか」

「それやったら、実道様が偽者やて告げ口するだけでええやないの。旦那様の弟やて名乗りをあげる必要はないんとちゃう？」

「それもそうやな」

　なんかしっくりこん。

　透だけでなく、しまと杉尾もそう思ったのだろう、沈黙が落ちた。それぞれが握り飯と漬物を咀そ嚼しゃくする音だけが厨房に響く。

　やがて口を開いたのは、一番に食事を終えたしまだった。

「まあ、私らがジタバタしてもしゃあないわ。旦那様と実道様に気持ちようすごしていただけるように、いつも以上に仕事に励はげもう」

　そうやな、と杉尾は頷く。

　そうですね、と透も頷いた。今朝、実道が見せた寂しげな影と罪悪感が脳のう裏りにちらつく。

　実道様にあんなお顔はしてもらいたない。

　念のため、作兵衛に連絡を入れようと思う。事が起こる前から小一森を案じていた作兵衛なら、きっと良い知恵を貸してくれるはずだ。










　午後から梶浦と岸上子爵、そして光範の腹違いの弟を名乗る人物がやって来るというので、実道は大学を休んだ。光範は私らで応対するさかい行っておいでと促うながしたのだが、自分のことですからと言って屋敷に残った。

　しまは掃除と洗濯に追われ、杉尾は昼食作りと、客人をもてなす準備に追われた。透はといえば、杉尾に頼まれて食材を買い出しに行った後、しまの掃除を手伝った。作兵衛と連絡をとりたかったが、片道三十分もかかる場所へ無断で出かけるわけにはいかず、もどかしい思いを抱えたまま用事をこなした。

　屋敷全体が不ふ穏おんな空気に包まれていた。昨日までの明るさは欠片かけらも残っていない。実道が来る前の寒々しさともまた違う、なんとも落ち着かない雰囲気だ。

　昼食を食べた後、実道は自室にこもってしまった。堂々となさってればええと思うのは、透の勝手なのだろう。実道は寂しさを抱えた人だ。少しでも疑いの目を向けられるのが耐たえ難がたいのかもしれない。

　ここには疑いを持つ人なんかいてへんのに。

　しまも杉尾も実道を案じていた。もちろん透も信じている。

　門を丁寧に掃はき清きよめた透は、箒ほうきを手に敷地内へと戻った。庭に乱れがないか確認しつつ歩く。やがて一階にある実道の部屋の前まで来て、無意識のうちに足を止めた。朝はよく晴れていたのに、今は生あい憎にくの曇くもり空だ。強くなってきた風がカーテンを静かに波打たせている。

　少しだけでも、お顔が見たい。

　その願いを聞き届けてくれたかのように、風が強く吹いた。大きくあおられたカーテンの隙すき間まから、机に向かって座っている実道の姿が垣かい間ま見みえる。

　実道は今まで一度も見たことがない厳しい顔をしていた。苛いら立だち、怒り、不安。どれともつかない表情が浮かんでいる。

　一人座っている様がひどく孤独に見えて、キリリと胸が痛んだ。

　お側に行って、お慰なぐさめして差し上げたい。

　しかし同時に、自分ごときが何を言っても駄目だろうとも思う。そもそも実道に邪よこしまな想いを抱いだいている分ぶん際ざいで、慰めるなどおこがましい。

　僕みたいな不ふ埒らちな人間は、ほんまはお仕つかえすることも許されんのや。

　けれど、遠くから見つめるくらいは許してほしい。

　揺れるレースのカーテン越しに見え隠れしていた実道が、ふと顔を上げた。刹せつ那な、カーテンが再び舞いが上がり、隠れる間もなく視線が合う。

　一瞬、驚いたように目を見開いた実道の唇が、透、と呼んだ気がした。ただそれだけのことで体が芯しんから熱くなる。

　何があっても僕は実道様の味方ですと叫びたい衝動に駆られ、我知らず走り出そうとした足は、しかし門から聞こえてきた馬車の音に止められた。客人がやって来たようだ。

　改めて振り返ると、カーテンは下りていた。実道の姿はもう見えない。顔を見せてくれるのではないかと淡い期待を抱いたが、その気配はなかった。

　カーテンが頑がん強きょうな鉄の壁のように思えて、唇をかみしめる。

　僕を呼んでくださったように見えたんは、僕がそうであってほしいて思てたからか……。

　実道はこれから、偽者呼ばわりしてくる男に会わなくてはいけないのだ。透の相手などしている場合ではない。

「岸上子爵、お待ちしておりました」

　古川の声が聞こえてきて、透はハッとした。玄関が見える位置まで移動する。出迎える必要はないと言われていたので、そのまま木の陰に隠れて様子を窺った。

　馬車から降り立ったのはでっぷりと太った洋装の男、岸上子爵だ。今日もしきりに額ひたいの汗を拭ぬぐっている。

「梶浦様も、ご足そく労ろういただいて申し訳ありません」

「いえ、どうぞお気になさらず。大事なことですから」

　神経質そうな尖とがった声で応じたのは、同じく馬車から降りた痩やせぎすの男だった。この男が実道の親戚、梶浦らしい。梶浦も洋装に身を包んでいた。立派な口くち髭ひげと尖った鷲わし鼻ばなが印象的だ。年は五十すぎくらいだろうか。

　何か、怖い。

　一見したところ立派な紳士だ。だからどこがどう怖いのか説明できないが、ひどく嫌な感じがした。関わってはいけない人物だと、本能が告げている。

　我知らず息をつめていると、門の方からガラガラと車輪の音が聞こえてきた。二台の人力車が玄関に横付けされる。

　降り立ったのは、着物を身につけた大柄な男だった。四十歳前後に見える。

「なんや、出迎えはおまえ一人か」

「はい、各おの々おの仕事をしておりまして申し訳ありません。私は家か職しょくを務つとめております古川です。今日の話し合いにも同席させていただきますので、よろしくお願いいたします」

「かしょくぅ？　何やそれは」

　古川に高圧的な態度をとる様子は、いかにも品がない。

「まあまあ豊とよ太た郎ろう様、そうお怒りにならんと。小一森の方にも都合というもんがおありや」

　もう一台の人力車に乗ってきた小柄な男が、大柄な男を宥める。六十に近く見えるこの男も和装だった。こまこまと動きまわる様は鼠ねずみのようだ。

　どうやら大柄な男が光範の腹違いの弟だと名乗り出た人物で、小柄な男が供ともらしい。

　この二人と、実道様は対たい峙じされるんや……。

　全身に冷や汗が滲にじんだ。

　光範はきっと実道を擁よう護ごしてくれる。古川はどうか。当主の光範より、男系男子の跡取りにこだわっていた。光範の腹違いの弟だという男の言い分が本当なら、実道よりも小一森の血は濃い。もしかしたら古川はあてにならないかもしれない。岸上子爵は先ほどの様子から考えると、頼りにならないだろう。

　結局、実道様の真のお味方は旦那様だけか。お優しいて、争いごとがお嫌いな旦那様お一人で実道様を守るやなんて、ご負担がすぎる。

　せっかくこのところ体の調子が良かったのに、また臥ふせってしまうかもしれない。

　いや。もう一人味方がいる。

　実道の親戚の梶浦だ。

　透は手に持ったままでいた箒をぎゅっと握りしめた。先ほど梶浦を怖いと感じた。しかし怖いからこそ、あの二人に対抗できるのではないか。

　怖くても何でもええ。どうか、旦那様と実道様をお守りください。










　応接室に茶を淹いれに行ったしまによると、光範の腹違いの弟だと名乗り出た男の名は、柳やなぎ豊太郎というらしい。小柄な男は柳の親戚で、柳が小一森の血筋だという証拠を持っていると言っていたそうだ。

　あの二人、ほんま感じ悪いわ、としまは怒り心しん頭とうだった。しまをまるで自分の召し使いのように扱ったという。下品なからかいも受けたようだ。

　ときに激げっ昂こうしつつ喚わめき散ちらす柳の相手をしたのは、主に梶浦だったらしい。おかげで光範と古川、そして実道も矢や面おもてに立つことはなかった。怒鳴られても少しも動どうじはらんかったと感心しつつも、しまは梶浦についてはあまり触れなかった。

　たぶんおしまさんも、梶浦様が怖いて思わはったんや。

　実業家て、皆ああいう感じなんやろか。

　中学のときの同級生にも、実業家の息子は大勢いた。木き崎ざきと一緒に透をからかった二人も、確か父親が事業を展開していたはずだ。しかし実業家本人、しかも一代で財を成した実業家は見たことがない。だから梶浦が特殊なのか、そうでないのかはよくわからない。

　ともあれ実道の味方をしてくれて、柳の相手をしてくれたことはありがたかった。

　けど、実道様もお疲れになったやろう。

　直接相手はしなくても、怒鳴り声を聞くだけで消しょう耗もうするはずだ。話題の中心が己おのれなら、尚なお更さらである。

　少しでもゆっくり休んでもらえるようにベッドを整えようと、透は清潔な敷布を手に実道の部屋へ向かった。

　太陽が西に傾いてきたというのに、まだ話し合いは続いている。客が滞在しているときにあまりばたばたするのもどうかと思って、厨房で杉尾の仕事を手伝っていたが、そうも言っていられない時刻だ。ベッドを整えるくらいはいいだろうと、しまも光範の部屋へ向かった。

　実道の部屋へ急いでいると、普段は使っていない部屋から微かすかに声が聞こえてきた。見れば、扉がわずかに開いている。

　誰や。

　足を止めた透は、扉の脇に身を潜ひそめた。

「どういうことですか。話が違う」

「まあ落ち着け。わしにも何がどうなってるんかようわからんのや」

　実道様のお声や。

　もうひとつの尖った声の主は梶浦だ。昼に聞いた声が印象的で、耳に残っているから間違いない。

　何か揉もめてはる……？

「嘘や。あなたが知らんわけない。あれは僕があなたに渡した物やないか」

「そやから、わしにもわからんて言うてるんや。あれはきっと偽物や。もし本物やったら盗まれたんかもしれん。屋敷に戻って確かめんとあかんな」

「あなたがそんなヘマをするかっ」

　実道が吐き捨てるように言って、びくりと体が震えた。

　こんな怖いお声は聞いたことない。

　しかし梶浦は欠片かけらも動じなかったようだ。それどころか、ため息をつく音が聞こえてくる。

「とにかく、あの男はわしが何とかするさかい。おまえは堂々としてたらええ」

「堂々と、ですか」

　実道はなぜか皮肉るような言い方をした。

　そうや、と梶浦は冷たく応じる。

「おまえ、わしが信用できんのか。おまえの身分を保証してるんはわしやぞ」

　実道は何も答えない。頷いたのかもしれないが、部屋の外にいる透には見ることができなかった。

「あんまり長いこと席はずすと不審に思われる。わしはもう行くからな。おまえも適当に戻ってこい」

　扉の方へ歩み寄ってくる気配がして、透は慌てて柱の陰に隠れた。幸い客間は逆方向だ。そっと覗くと、廊下に出た梶浦が遠ざかっていくのが見えた。

　安あん堵どの息を吐いた透は、今し方聞いたばかりの会話を反はん芻すうした。

　話が違うて、どういうことやろ。

　実道様が梶浦様に渡さはった物て何や？

　何で実道様は柳豊太郎ていう人やのうて、親戚の梶浦様と揉めてはるんや。

　それに、二人の間の空気に温かみが全くなかったことも気になった。僕はあくまで居い候そうろうでしたから。以前、実道はそう言っていたが、それにしても冷たすぎないか。

　実道が寂しさを抱えている理由が垣間見えた気がして、透は敷布を持つ手にきゅっと力を込めた。

　きれいにベッドを整えて、温かいお風呂をご用意しよう。それから、実道様が美お味いしいて言うてくれはった蜂はち蜜みつ入りの紅茶を淹れて差し上げよう。

　少しでも、実道の寂しさが和やわらぐように。ここに味方がいますよとわかってもらえるように。

　実道に邪な気持ちを持っている自分がそんなことを考えるのは、おこがましいとわかっている。けれどそうせずにはいられない。

　柱の陰から廊下へ出ると、わずかに遅れて実道が勢いよく部屋から出てきた。

　思いがけず鉢はち合あわせをすることになって、あ、と互いに声をあげる。

「あの、す、すんません。今、敷布を敷かせていただこうと思て」

　透は慌てて頭を下げた。

　いや、と実道は首を横に振る。

「僕こそ、急に出てきて悪かった。透」

　ふいに名前を呼ばれ、はいと返事をする。が、実道はそれきり黙ってしまった。

　そういうたら今朝も、名前呼んで何か言いかけはった。

　そっと顔を上げると、いきなり目が合った。ドキリと胸が鳴る。

　端整な面おも立だちには、やはり何か言いたげな表情が映っていた。

「実道様？」

「何でもない。仕事の邪魔して悪かったな」

　いつものように優しく微笑んで踵きびすを返した実道の背中に、あの、と思わず声をかける。

　振り返ってくれた実道の涼しげな目許には、うっすらと影が落ちていた。顔色も良くない。

「わ、私は、何があっても実道様のお味方です。実道様を信じてます」

　実道を励はげますようなことを言わなければと思うのに、何をどう言っていいかわからず、ただありのままの本心を言葉にする。

　実道はゆっくりと瞬まばたきをした。

　あ、今の言い方やと、僕一人だけが信じてるみたいや。

「もちろん、おしまさんも、杉尾さんも、実道様のお味方です」

「何でや」

　ぽつりと問われて、え、と声をあげる。

「何でて……」

「透もおしまさんも杉尾さんも、何で僕を信じるんや。僕が今までどうやって生きてきたか何も知らんやろ。岸上子爵が、僕が本物やて言うてはるからか？」

　どこか捨すて鉢ばちな物言いだった。いつもは優しい色を湛たたえている瞳が、今はひどく乾いている。

　焦しょう燥そうに駆られた透は、必死で言葉を紡つむいだ。

「も、もちろん、岸上子爵のこともありますけど、それだけやないです」

「それだけやないて、他に何があるんや」

「実道様がお優しいてまっすぐでいらっしゃるのは、皆知ってます。お優しいとこはほんまに旦那様にそっくりで、さすが旦那様のお血ち筋すじやて、おしまさんも杉尾さんも言うてました」

　透の答えに、実道は頰を歪ゆがめるようにして笑った。

「伯お父じ上うえの父親は、伯父上とは似ても似つかん酷ひどい男やったて聞いてるぞ。野心家で酷こく薄はくやったてな。性格に血のつながりは関係ない」

　淡々と紡がれた事実に、透は言葉を失った。実道の言う通りだ。

　透が小一森家へ引き取られたとき、光範の父は既に鬼き籍せきに入っていたので、その人柄は直接知らない。が、しま、杉尾、作兵衛の誰に聞いても、良い話はひとつも出てこなかった。光範はもちろん、穏やかで優しい富ふ貴き子こですら、お祖じ父い様さまのことはあんまり思い出したないんよ、と表情を曇くもらせたくらいだ。

　いや、でも、そんなことは絶対ないけど、もし実道様が偽者やったとしても、僕の気持ちは変わらん。

　目の前にいる青年が何者であっても、想うだけで泣けてくるほど恋焦こがれている。

「けど……、けど、私は、信じてます。実道様は、立派な方です」

　漸ようようそれだけを言うと、実道は目を見張った。次の瞬間、苦しげに眉を寄せて視線をそらす。

「そんなんは所しょ詮せん、きれいごとや。きれいごとは聞きたない」

　低い声で吐き捨てるなり、実道は背を向けた。

　もう一度呼び止める勇気は、とてもではないがなかった。スラリとした後ろ姿をただ見送る。胸が深い傷を負おったように鋭するどい痛みを訴えた。

　きれいごとやないのに……。

　いずれにせよ、実道を元気づけるどころか、余計に不快にさせてしまったようだ。視界が滲んできて、慌てて袖そで口ぐちで目許を拭う。

　僕が不快やて思わはるんやったら、できるだけお目にとまらんようにしよう。

　それくらいしか、僕にできることはない。










　透とおるは扉を遠慮がちに叩いた。間を置かず、はい、と応じる声が聞こえてくる。

　ああ、今日ももう起きてはる。

　ズキ、と胸が痛むのを感じつつ扉を開けると、既に学生服を身につけた実さね道みちが机に向かっていた。カーテンも開いている。

「おはようございます。失礼いたします」

「おはよう」

　短く応じた実道は、机に広げていた本をパタンと閉じた。そのまま透の方を見ずに、部屋を出て行ってしまう。

　一人残された透は涙がこぼれ落ちないように奥歯を嚙かみしめ、折おり畳たたまれた寝ね間ま着きと敷しき布ふをかき集めた。

　実道は偽者で、自分こそが次期当主だという柳やなぎが現れてから三日が経たった。どちらが本物か、あるいはどちらも本物か、それともどちらも偽者か、はっきりしないままだ。

　しまに聞いた話によると、柳は光みつ範のりの父親の形かた見みとして、舶はく来らいものの懐かい中ちゅう時計を持っていたそうだ。料亭で下働きをしていた母親から、父と思って大事にしなさいと渡されたという。

　古ふる川かわが調べたところ、料亭で柳の母が働いていたこと、そこに光範の父が何度か顔を出していたことは事実らしい。鑑定に出した懐中時計も本物だと確認がとれたようだ。しかしもちろん、時計を持っていたからといって、子供であるとは限らない。

　一昨日おとといの朝も昨日の朝も、実道はおはようと挨あい拶さつはしてくれたものの、ろくに口もきかずに部屋を出ていってしまった。帰宅してからも目を合わせてくれなかった。もちろん優しくからかわれることもなく、全身で拒絶されているようだった。

　実道の心が安らげるならそれでいいと思う一方で、たまらなく寂しかった。夜眠るときなど、ひとりでに泣けてきた。

　実道様に信頼していただけへん僕が悪いんや。少しずつでも信頼していただけるように、がんばらなあかん。

　けどこれは、僕が実道様に邪よこしまな想いを抱いだいた罰ばつなんかもしれん……。

　だとしたら、甘んじて受け入れるしかない。

　唇を嚙みしめて実道の部屋を出ると、ちょうど古川が歩いてきた。おはようございますと頭を下げて通りすぎようとしたところを、透、と呼び止められる。

「何でしょう」

「実道様のご様子はどうや」

　声を落として尋ねられ、透は小さく笑みを浮かべた。

「お元気やとは言いがたいですけど、淡々とすごしていらっしゃいます」

「何か変わったことはなかったか？」

　ちら、と三日前の実道と梶かじ浦うらのやりとりが思い出されたが、口には出さなかった。実道と梶浦は親戚といっても、心は通かよっていないようだった。揉もめることもあるだろう。

「いえ、特に何も」

　そうか、とつぶやいた古川はため息を落とした。眼鏡めがねのせいでよく見えないが、目の下に隈くまが出ている。いつもは薄いなりにきちんと整えられている頭とう髪はつも乱れていた。

　古川様も疲れてはる。

　恐らく実道と柳のどちらにも、古川が納得できる決定的な証拠がないのだ。

　このままでは、華か族ぞくを監督管かん掌しょうする宮く内ない省しょうに話をもっていかなければならなくなる。しかし大おお事ごとにしたくないのが古川の本音だろう。華族の体たい面めんを汚けがす行為があったと判断されれば、爵しゃく位いを返へん上じょうさせられることもあると聞く。

「何かあれば、お知らせしますので」

「頼んだぞ。実道様のご様子をちゃんと見とくようにな」

　はいと透は返事をした。実道が使った寝間着と敷布を抱きしめる腕に、我知らず力がこもる。

　これから何が起こるかわからない。

　けど僕は、何があっても実道様の味方や。










　翌日、透は咲き終えた藤の花をとるべく庭へ出た。枯かれてしまった房ふさを早く取とり除のぞかなければ豆ができて養分を吸い取られ、来年花がつかなくなってしまうのだ。脚きゃ立たつを持ち出し、枯れた花を丁てい寧ねいにとってゆく。

　気が付けば四月がすぎ、五月に入っていた。春は木々の成長が著いちじるしい。日毎ごとに緑が勢いを増してゆく。

　手を動かしながらも脳のう裏りに浮かぶのは、思いつめたような実道の横顔だ。今朝も一度も目が合わなかった。実道と少しも話ができないのは寂しいし、悲しい。本音を言えば、胸がかきむしられるほど辛つらい。しかし実道の世話に手を抜くことはなかった。むしろいつも以上に実道が快適にすごせるよう、心を配った。

　僕のことなんかより、旦だん那な様が心配や。

　今日、二度目の話し合いが行われる予定だったが、光範が熱を出して寝込んでしまったため中止になったのだ。

　我知らず奥歯を嚙みしめたそのとき、ガラガラガラ、と人力車の音がした。振り返ると、柳とその親戚を乗せた人力車が二台、門から入ってくるところだった。

　今日は話し合いはないはずやのに。

　一応客人なので、脚立を降りて帽子をとる。一礼してから藤ふじ棚だなの手入れに戻ると、おい！　と呼ばれた。柳が大おお股またでこちらに近付いてくる。親戚の男も後をついてきた。

　嫌な予感に襲われたが、今更隠れるわけにもいかず、透は帽子をとって二人に向き直った。いらっしゃいませ、という透の挨拶を遮さえぎるように、柳が偉そうに口を開く。

「おまえがこの庭の手入れをしてるんか」

「はい、さようです」

　ふうんとばかにしたような相づちを打った柳は、ぐるりと庭を見まわした。

「けったいな庭やな。洋風の屋敷には洋風の庭が相応ふさわしいやろう」

「さすが豊とよ太た郎ろう様、おっしゃる通りで」

　すかさず賛同した親戚の男に、柳は満足げに頷く。そして威い圧あつするように上から透を見下ろした。

「わしが当主になったらおまえみたいなガキはクビや。洋風の庭を造れる、もっと腕のええ庭師を雇やとうさかい」

　カッと頭に血が上った。自分が辞めさせられるかもしれないことに腹が立ったわけではない。早くも当主気取りの男に怒りを覚えたのだ。

　思わず言い返しそうになったのを止めるように、透、と呼ぶ声がする。

　反射的に振り向くと、着物に鳥とり打うち帽ぼうを身につけた作さく兵べ衛えがしまと共に歩いてくるところだった。手に苗なえ木ぎを提さげている。

　作兵衛は柳と親戚の男に気付いているようだったが、少しも臆おくすることなく歩み寄ってきた。透の背後に立ち、帽子をとって柳と男に向き合う。

「この子が何か失礼をしましたか？」

「な、何や、おまえは」

　落ち着き払った作兵衛とは反対に、柳と親戚の男はあからさまに怯ひるんだ。

「私は以前、小こ一いち森もりにお仕つかえしとった者もんです」

「そ、そしたら、か、関係ないやろ」

「関係はあります。この子に庭仕事を教えたんは私ですよって。何か失礼がありましたか？」

　作兵衛の声そのものに刃やいばが備そなわっていたとしたら、柳と親戚の男は一瞬で斬きられていただろう。それほどに鋭するどく、強い声だった。脇に控ひかえていたしままでもが、ビクリと体を震わせる。

「ふ、ふん、別に、何もないわ。ちょっと、声かけただけや。おい、行くぞ」

「は、はい」

　二人は尻しっ尾ぽを巻いて逃げ出す犬のように、せかせかと歩き出す。

　透は思わずほっと息をついた。

「作兵衛さん、ありがとうございました」

「いやいや、わしは何もしとらん」

　笑って応じた作兵衛に、歩み寄ってきたしまが感心の眼まな差ざしを向ける。

「何もしてへんやなんてご謙けん遜そんや、物もの凄すごい迫力やったわ！　なあ透ちゃん」

　はいと大きく頷くと、作兵衛は苦笑した。

「まあ昔とった杵きね柄づかや。それより透、山茶花さざんかの苗持ってきたぞ。獅し子し頭がしらや。紅あか紫むらさきの花が咲く」

「ありがとうございます、あの、作兵衛さん」

　とても作兵衛を訪ねたいと言い出せる雰囲気ではなくて、結局連絡をとらないままになっていたのだ。ここ数日で起こった出来事を話そうとすると、宥なだめるように肩を叩かれた。

「しまさんから全部聞いた。大変やったな」

「いえ、そんな……。僕、何の役にも立たんかって……」

　安あん堵どのあまり滲にじんだ涙を袖そで口ぐちで拭ぬぐう。

　すると、まあ！　としまが声をあげた。

「役に立たんて、そないなこと思おもてたん？　透ちゃんが一所懸命実道様にお仕えしてるん見て、私とスギさんがどんだけ励はげまされてるか！　実道様もきっと励まされてはる」

「ありがとうございます、けど、実道様は僕のことなんか……」

　口ごもった透に、いいえ、としまはきっぱりと首を横に振る。

「実道様は透ちゃんを信頼してはる。旦那様とお食事をされてるときに透ちゃんの話になって、透みたいな真面目で一いち途ずな子がずっと側そばにいてくれるやなんて、僕は幸せですておっしゃったんやで。私がにこにこしてるのにお気付きになって、照れくさいから透には言わんといてくださいてお顔を赤あこうしはった。あれは実道様の紛まぎれもないご本心やったと私は思う」

　本当だろうか。本当だとしたら、これほど嬉しいことはない。

　けど、今どう思てはるかはわからん……。

　そんなんは所しょ詮せん、きれいごとや。きれいごとは聞きたない。

　実道の吐き捨てる物言いを思い出してうつむいた透の肩を、作兵衛が再びぽんと叩いた。

「透、おまえはようやってる。庭もきれいに整えてくれてるしな。今回のことは、何より旦那様のご負担になってるんが気がかりや。わしなりにちょっと調べてみるわ」

　お願いします、としまと共に頭を下げたそのとき、コ、コ、コ、と馬車が屋敷に入ってくる音がした。三人揃そろって振り返る。

　岸きし上がみ子し爵しゃくの馬車ではない。子爵のそれよりも一回り小さい。が、栗くり毛げの馬はたいそう立派だ。よく手入れされているのが一目でわかる。

　中へは入らず、玄関先で何やらこそこそと話していた柳と親戚の男の前に、馬車が横付けされた。御ぎょ者しゃが降り立ち、扉を開ける。

　出てきたのは、上等な洋服に身を包んだ梶かじ浦うらだった。柳たちを一いち瞥べつし、頭を下げる。

　二人は梶浦をにらみつけた。が、完全に気け圧おされているのがわかる。

　梶浦様、怒ど鳴なったり脅おどしたりしはらへんのに、やっぱり怖い感じがする……。

　眉を寄せつつ、透はしまに尋ねた。

「今日は話し合いは中止になったんと違ちごたんですか？」

「うん、中止になった。梶浦様は古川様と話しに来はったんや。けどさっきの二人のことは何も聞いてへんかったさかい、ひょっとしたら勝手に押しかけてきたんかもしれん」

「旦那様がお休みになってるのに……」

「きっと古川様が追い返さはるわ。古川様は旦那様のご負担になるようなことは絶対にしはらへんから大丈夫や」

　しまとひそひそと言葉をかわしていると、隣にいた作兵衛が低くうなった。

「どうかしましたか？」

「いや……。あれは誰や」

　作兵衛の老おいてなお力強い瞳は、屋敷の中へ入っていく梶浦を捕らえている。

「実道様のご親戚の梶浦様です。手て広びろう事業をされてるてお聞きしてます」

　しまの答えにふうんと相づちを打った作兵衛だったが、太い眉を寄せて思し案あん顔がおになる。

　透は作兵衛を見上げた。

「梶浦様を知ってはるんですか？」

「知ってるというか……。昔ちょっと関わった奴によう似てるんや。けど他人の空そら似にかもしれんしな」

　確信が持てないらしく、作兵衛はまたうなった。が、すぐにただ考えていても埒らちがあかないと割り切ったらしい。よっしゃ、と大きく頷く。

「そいつのことも今どうしてるか、一緒に調べてみるわ。透、この苗、前に教えた通り日当たりのええとこへ植えろよ」

「はい。わざわざ持ってきてくださってありがとうございます。大事に育てます」

　作兵衛から苗を受け取り、頭を下げる。

　うんと頷いた作兵衛は、しまに向き直った。

「旦那様のお顔を拝見できるやろか」

「ちょっとご様子を見てくるさかい、待っといてください。作兵衛さんの顔見たら、きっと旦那様もお元気になられる思うわ」

　ニッコリ笑ったしまに、そうですねと透も笑顔で同意する。跡取り問題で疲れている光範にとって、信頼の置ける作兵衛の来らい訪ほうは力になるに違いない。

　いそいそと歩き出したしまを見送った作兵衛は、うーんとまたしてもうなった。どうしても梶浦のことがひっかかるらしい。

「その梶浦様と似た人、どんな人やったんですか？」

「うん？　ああ、当時はかなり若かったけど、冷れい酷こくで豪胆で、野心家やったな」

「どんな仕事をしてはったんですか？」

　純粋に疑問だったので尋ねると、作兵衛は我に返ったように瞬きをした。透を見下ろし、ばつが悪そうに頭をかく。

「まあ、あれや。旦那様に拾ひろてもらう前のわしの知り合いっちゅうことで察してくれ」

「あ……、はい、すんません……」

　つまり、裏社会の人間ということだ。

　けど梶浦様は実道様のご親戚やろ。裏社会の人間てどういうことや。

　いや、でも作兵衛さんみたいに、足を洗わはった後で大たい成せいしはったんかもしれん。

　そう思いなおしたものの、ざわざわとした不穏な気持ちは消えなかった。










　柳とその親戚の男は、光範が臥ふせっているというのは方便で、自分たちは体ていよく追い払われたのではないかと思ったらしい。そうはいくかと押しかけてきたようだ。光範が本当に寝込んでいるとわかって一旦はおとなしくなったものの、梶浦が来ていた事実に、抜け駆けだとまたいきり立った。

　が、梶浦に光範ではなく実道に会いに来たのだと言われ、反論のしようがなくなったのか、あるいは梶浦の持つ威圧感に恐れをなしたのか。文句を言いながらも帰っていった。

　梶浦はといえば、本当に光範には会わず、しまの言っていた通り、古川と少し話しただけで帰宅した。

　横になっていた光範に活力を与えたのは作兵衛だ。長年仕えてくれた元使用人の顔を見て、光範はおおいに喜んだ。そして自分も具合が悪いのに、作兵衛の腰を気遣った。作兵衛は光範に会えた嬉しさと、変わらない優しさに感激して涙ぐんでいた。

　僕も、旦那様にとっての作兵衛さんほどやのうても、実道様に必要とされたい。

　光範と作兵衛を見守りながら、透はそう思った。実道への邪な恋は叶うはずもないし、叶ってはいけないものだ。自分勝手だと承知の上で、せめて使用人として信頼されたいと思う。

　帰宅した実道は相変わらず透の目を見てはくれなかったが、もう泣かなかった。

　とにかく、精一杯お仕えしよう。

　それしか信頼を得る方法はない。

　あまり眠れていないらしい実道のために、夜食に温めた牛乳を持っていこうかと考えていたとき、光範の部屋へ行くようにと古川に言われた。

　旦那様が僕をお呼びになるて珍しい。

　中学を卒業する前は進路のことをよく話したが、最近は実道の世話もあって忙しく、ゆっくり言葉をかわす機会はなかった。

　静かに扉を叩くと、はい、と光範の声が聞こえてくる。

「透です」

「ああ、お入り」

　失礼いたします、と声をかけてそっと扉を開ける。

　光範はベッドの上に起き上がっていた。昼間、作兵衛と話したせいか、朝より少し顔色が良くなった気がする。しかしやつれた印象は拭えない。

「あの、旦那様、今日はもうお休みになった方が……」

「大丈夫や。作兵衛が帰った後ずっと寝てたさかい、目ぇが冴さえてしもてな。その椅子にお座り」

　優しく促うながされ、はいと返事をした透はベッドの脇に置かれた椅子に腰かけた。ふと、小一森に来たばかりの頃のことを思い出す。

　三日に一度は旦那様のお部屋に呼ばれて、学校であったこととか、父さんと母さんと姉さんのことをお話ししたっけ。

　光範に話を聞いてもらうのは、富貴子やしま、杉すぎ尾お、作兵衛に聞いてもらうのとは、少し違っていたように思う。両親と姉の思い出を共有できる人だったからかもしれないが、不思議と心が安らいだ。

「最近いろんなことがあって、透と話をしてへんかったからなあ。ちょっと話したい思て」

　光範は柔らかな笑みを浮かべて透を見つめた。

「作兵衛が辞めて庭やら屋敷の手入れをするんは透一人になったけど、仕事はどうや？　きついことないか？」

「大丈夫です。まだ作兵衛さんみたいにはできませんけど、お庭の仕事は楽しいです。それに私一人になったて言うても、困ったときにはおしまさんと杉尾さんが助けてくれはりますし、作兵衛さんも助じょ言げんしてくれはりますから、なんとかやれてます」

「そうか。そらよかった」

　光範は何度もゆっくり頷いてくれる。

　じんわりと胸が温かくなるのを感じつつ、透は頭を下げた。

「お気遣いありがとうございます。あ、今日、作兵衛さんが山茶花の苗を持ってきてくれはったんです。今植わってるのは白い花だけやから、赤いのも植えたい思て。獅子頭ていう名前で、紅紫の花が咲くそうです」

「獅子頭か。勇ましい名前やなあ」

「はい。けど花は可か憐れんやて聞きました。明日、場所をよう考えて植えるつもりです」

　僕がやりたいんや。自分が植えた花が咲く思たら、楽しみが倍ばい増ぞうするやろ。

　ふいに実道の言葉が耳に甦よみがえってきた。そういえば、山茶花の苗は実道と一緒に植えるはずだったのだ。

　けど、目ぇも合わしてくれはらへん今の状況では無理や……。

　胸が引ひき絞しぼられるように痛んでうつむくと、透、と優しく呼ばれた。

「実道のことやけどな。おまえに味方になってやってほしいんや」

　透はハッとして顔を上げた。

　微笑ほほえんだ光範は、まっすぐに透を見つめる。

「これから先、実道をいろいろ言う人が出てくるやろう。けど、誰が何を言うても、実道自身が透に辛つろうあたったとしても、実道の側にいてやってほしいのや。おまえにとっては酷こくで、勝手なことを言うてるて重々わかってるけど、頼む」

「旦那様……！」

　頭を下げた光範が実道を心の底から案じていることが伝わってきて、透は思わずベッドの方へ身を乗り出した。

「そんな、頭を上げてください。私はいつどんなときでも実道様のお味方です。お側にいるてお約束します。けど、私なんかがお側にいても、実道様は……」

　ここ最近の実道の冷たい態度と、己おのれの邪な恋心を思い出して口ごもると、透、とまた優しく呼ばれた。

「おまえやないとあかんのや。実道の安らぎになれるんは、おまえしかいてへん」

「え……？」

　不思議な確信を持った口調に小さく声をあげたそのとき、扉が静かに叩かれた。

　はい、と光範が応じる。

「実道です。お呼びですか？」

　聞こえてきた声に体が強こわ張ばる。咄嗟に光範を見ると、大丈夫や、という風に頷いてくれた。

「お入り」

「失礼いたします」

　扉が開き、寝間着を纏まとった実道が現れた。が、光範の側にいる透に気付いて歩みを止める。

　端整な面おも立だちに戸惑いと気まずさ、そしていつかも見た罪悪感が交こう錯さくした。目が合ったのも束つかの間ま、すぐにそらされてしまう。

　やっぱり僕では、実道様のお力にはなれん。

　うつむいて拳こぶしを握りしめると、実道、と優しく呼ぶ光範の声が耳に届いた。

「透と話しなさい」

「……話、ですか」

「そうや。透は優しいだけやのうて強い子や。おまえを受け止めてくれるやろう」

　思いもかけない光範の言葉に、透は驚いて顔を上げた。穏やかに笑んだ光範は、ベッドに置いていた透の手を柔らかく叩く。大きな掌てのひらは乾いていて温かい。

　つい先ほど、頼む、と頭を下げた光範の姿が脳のう裏りに浮かんだ。

　旦那様があんな風に僕に頭を下げはったこと、今までいっぺんもなかった。

　じっと見つめた先で、光範は実道に話しかける。

「話をしたないんやったら話さんでもええから、一緒にいなさい。透はおまえの味方や」

「伯お父じ上うえ、私は」

「ほら、透。行きなさい。実道を頼むな」

　何事か反論しようとしたらしい実道を遮って、光範は透を促した。

　はいと頷き返した透は、拒絶されることに怯おびえ、縮ちぢこまりそうになる体を叱しっ咤たして立ち上がった。そして実道の下もとへと一歩一歩、ゆっくり歩み寄る。

　すると、突っ立っていた実道の方がうろたえたように後あと退ずさった。が、部屋の外へ逃げ出しはせずに透と向き合う。

　ようやく視線が交わった。実道の眉がぎゅっと強く寄せられる。

　実道様、お辛つらそうや……。

　僕のせいか。僕が信じられへんから？

　萎なえてしまいそうになる気持ちを、透は懸命に奮ふるい立たたせた。

　けど旦那様は、実道様の安らぎになれるんは僕しかいてへんておっしゃった。

　まっすぐに見つめると、実道は小さく息を吐いた。

「わかりました。行くぞ、透」

　はい、と返事をした透は、踵きびすを返した実道の後に続いた。肩越しに振り返った先にいた光範は、微笑んで頷いてくれる。

　深く頭を下げて扉を閉め、先に歩き出していた実道の後を追った。追いついても、実道は何も言わない。振り向きもしない。

　それでも黙ってついて行くと、実道の歩く速度が少しずつ緩ゆるやかになってきた。

　もしかして、僕に合わせてくれてはる……？

「透」

「は、はい」

　久しぶりに名を呼ばれて、ドキリと心臓が跳ねる。

　悲しそうやけど、蜂はち蜜みつみたいに甘い声や。

　その声だけで胸が焼け焦こげる。

「悪かった」

「え……？」

「おまえが、悪いわけやないんや。おまえは何も悪わるない。悪いのは僕や」

　自じ嘲ちょうする物言いを聞いていられなくて、そんな！　と透は思わず大きな声を出した。

「実道様は何も悪いことありません！　私があかんのです。私が……」

　どんなことがあっても味方だと思ってもらえるだけの信頼を得ることができなかった。しかも使用人で男なのに、実道に恋をしてしまった。どちらも透の落ち度だ。

　再び沈黙が落ちる。が、実道が歩く速さは、透に合わされたままだった。

「もうちょっと、時間くれるか」

　ぼつりと問われて、透は首を傾げた。実道より頭ひとつ分背が低い透から見えるのは、広い背中だけだ。表情はわからない。

「時間、ですか？」

「そうや。今の僕には、おまえと正面から向き合う勇気がない」

　勇気、と透は口の中だけでくり返した。

　実道が何に思い悩んで己が悪いと言ったのかはわからない。

　けど、僕を無視するんをやめようとしてくれてはることは確かや。

「はい、待ちます。待ってる間も、私は実道様の味方です」

　嘘うそ偽いつわりのない本心を口にすると、実道の肩が揺れた。会話はそれきり途と絶だえる。

　しかし透が落ち込むことはなかった。実道の歩く速度が、変わらずにゆったりしていたからだ。安堵する一方で、もどかしさと痛みを覚える。

　ちょっとだけでも、僕に話してくれはったらええのに……。

　実道を苦しめているものを全て取り除きたいと、透は心から思った。

　そのためなら、命すら惜おしくない。










　翌日は土曜で、実さね道みちは昼頃に帰ると言って大学へと出かけていった。

　朝起こしに行ったとき、実道はここ数日と同じように、既に起きて学生服を身につけていた。が、しっかり透とおるの目を見ておはようと言ってくれた。すぐにそらされてしまったけれど、それだけで充分だった。

　剪せん定ていを終えた白い山茶花さざんかと、作さく兵べ衛えが持ってきてくれた赤い山茶花の苗なえを、透はぼんやり見つめた。赤い山茶花は白い山茶花の東側に植えることにした。そちらの方が日光によく当たるからだ。今も柔らかな春の日差しがたっぷりと降ふり注そそいでいる。

　実道様がお帰りになったら一緒に植えたい。

　今の実道なら、きっと一緒に植えてくれるはずだ。

　お帰りを待とうと決めた透は、しまに頼まれていた棚たなの修理をするべく屋敷へ戻ることにした。

「もうちょっとだけ待っててな」

　作兵衛が持ってきてくれたときのまま、心細げにしている山茶花の苗に声をかけたそのとき、ガラガラガラ、という人力車の音がした。柳やなぎとその親戚が乗った二台の人力車が玄関に横づけされる。

　また何しに来たんや……。

　光みつ範のりの体はまだ本調子にはほど遠いため、今日も話し合いはなしだと古ふる川かわに聞いた。昨日と同じく、またしても勝手に押しかけてきたらしい。

　ともあれ前回絡からまれた経けい緯いがあるので、透はすぐに植え込みの陰に隠れた。

　柳さんも実道様も本物やったらどうなるんやろ……。

　より男系の血が濃こい柳が爵しゃく位いを継つぐのか。

　華か族ぞくの体たい面めんを汚けがす行為があったと判断された場合、爵位を返へん上じょうさせられるというのが本当だとしたら、どちらにせよ小こ一いち森もり家は終わってしまう気がする。まだ跡取りと決まったわけでもないのに威い張ばり散らし、使用人をないがしろにするような輩やからが、華族としての体面を保たもてるとは思えない。

　植え込みから顔を出すと、二人は既に屋敷に入った後だった。ほっと息をついた次の瞬間、大声で言い争う声が聞こえてくる。古川と柳の声だ。

　透は咄とっ嗟さに駆け出した。

「実道を跡取りにするてどういうことや！」

「で、ですから！　旦那様がそうお決めになったんです！　もうあなたにはお会いになりません！」

　漏れ聞こえてきた言い争いに、え、と走りながら声をあげる。

　旦那様、実道様を跡取りにするて決めはったんか？

　やっぱり実道様が本物で、柳さんは偽にせやったてことか。

　しかし昨夜ゆうべはそんな話は出なかった。いつそのことがわかったのだろう。

「ふざけるな！　わしはおふくろが子し爵しゃくからもろた時計を持ってるんやぞ！　これが偽物やて言うんか！」

「に、偽物やとは、申し上げておりません。しかし、それとこれとは話が違いますっ」

　玄関にたどり着いた透が見たのは、古川につかみかかっている柳だった。親戚の男はおろおろしている。

「どう話が違うんや！　わしの方が小一森の血は濃いんや！　こんな書き付けひとつよこしただけで済む思おもたら大間違いやど！」

　柳は握りしめていた白い紙を古川に突きつける。どうやら実道が跡取りだと記しるした光範の手紙らしい。

　古川は真っ青になりながらも、必死の体ていで口を開いた。

「し、しかし、旦那様のお考えは、その手紙の通りです。小一森の跡取りは実道様や。どうぞ、お引き取りください！」

「何やと！　おまえでは話にならん！　子爵を出せ！」

「どないしたんや」

　正面にある階段の上から光範の声がした。怒鳴り声に驚いて様子を見に来たらしい。

　あかん、旦那様、今お顔を出されたら。

　案あんの定じょう、古川を放り出した柳は雄お叫たけびをあげながら階段へ向かった。その手には、いつのまに取り出したのか短刀が握られている。

　考えるより先に飛び出した透は、階段を駆け上がろうとする柳の背中にしがみついた。ガクンと柳の体が傾かしぐ。

「旦那様、お逃げください！」

　二階にいる光範に向かって叫ぶと同時に、このガキ！　と怒鳴られた。柳が引ひき剝はがそうとしてくるのに必死で抗あらがう。麦わら帽子がはね飛ばされたが、かまっていられない。

　透！　と呼ぶ光範と古川の声が耳をついた次の瞬間、物もの凄すごい力で振り払われた。

「透！」

　実道様の声や。

　そう思うと同時に、ドン、と何かが背中にぶつかった。衝撃はかなりあったものの、痛みはほとんど感じない。全身を温かいものが包み込んでくれたおかげで、尻しり餅もちをついても痛くなかった。







[image: ]







　何が起こったのかわからなくて、反射的に閉じた目を恐る恐る開けると同時に、ピリピリピリピリ！　と笛ふえの音が辺りに響き渡った。刹せつ那な、玄関から複数の巡じゅん査さがなだれ込んでくる。

　呆あっ気けにとられている透の目の前で、柳とその親戚は捕らえられた。必死になって暴れるが、なにしろ巡査の数が多い。あっという間に後ろ手に縛しばられる。

「くそう、何や！　どうなってるんや！」

「わしは、わしは関係ない！　わしは何もしてへん！」

「うるさいぞ、黙れ！」

　若い巡査に怒鳴られた柳と親戚の男は、屋敷の外へ連れ出されてゆく。

　そこへ、騒ぎを聞きつけたらしい杉尾としまがやって来た。大勢の巡査を見て驚きつつも、光範の姿を見つけて慌てて駆け寄る。

　巡査たちが敬けい礼れいをして出ていく中、上の階級らしい男がこちらに向かって敬礼した。

「君の勇気に感謝する」

　透がぽかんとしている間に、男は古川にも敬礼した。

「ご協力、感謝いたします」

「は、はあ……」

　古川はへたり込んだまま茫ぼう然ぜんと頷く。立ち上がろうとするものの、腰が抜けていて動けないようだ。

「小一森子爵、お騒がせをいたしました。また後ほどお話を伺うかがいに参さん上じょういたしますので、よろしくお願いいたします」

「あ……、はい、ご苦労様です」

　古川と同じく茫然と頷いた光範に向かって一ひと際きわ気合の入った敬礼をした男は、折り目正しいまわれ右をして部下たちを追っていった。

「透！」

　耳元で聞こえてきた声に驚いて、肩越しに背後を見上げる。

　そこにあったのは、実道の凜り々りしく端整な面立ちだった。

　大学へ行ってはったんと違ちごたんか？

　さっきの大勢の巡査は何やったんや。まるで柳さんが暴れはるて知ってたみたいやった。

　わからないことだらけで混乱していると、透、とまた心配そうに呼ばれた。

「どっか打ったか？　どっか痛いんか」

　矢や継つぎ早ばやに問われ、ようやく実道が抱きとめてくれたのだと自覚する。

「あ、も、申し訳ありません……！」

「何が申し訳ないんや。怪我したんか、してへんのか、どっちや」

　咄とっ嗟さに離れようとするが、実道の腕が許してくれない。焦あせっていると、光範も階段を駆け下りてきた。透のすぐ側そばに膝をつき、必死の形ぎょう相そうで覗き込んでくる。

「大丈夫か、透。痛いとこがあるんやったら言いなさい」

「や、あの、平気です、ほんまに。実道様が、受け止めてくれはりましたから」

　笑みを浮かべてみせたものの、光範はもちろん実道も納得しなかったようだ。二人そろって眉をひそめる。

「伯お父じ上うえ、念のために医者にみせましょう。どこか打ってるかもしれません」

「そうやな、医者を呼ぼう。ここから一番近い部屋いうたら」

「私の部屋です。私が運びます」

　立ち上がろうとした実道を、待ちなさい、と光範が止める。

「おまえは大丈夫なんか？」

　実道はわずかに目を見開いた後、はいとしっかり頷いた。

「大事ありません。ちゃんと受け身をとりました。日頃から柔じゅう術じゅつで鍛きたえてますから、透一人くらい受け止めたところでどうということはありません」

　ほっと息をついた光範は、ありがとうと実道に礼を言った。そして今度は透に向き直り、改まったように頭を下げる。

「ありがとうな、透」

「いえ、そんな、頭を上げてください。私、結局何の役にも立たんかったのに……」

「いや、おまえがいてへんかったら、伯父上は刺さされたかもわからん」

　きっぱり言い切ったのは実道だ。次の瞬間、軽々と透を腕に抱いて立ち上がる。

「さ、実道様！　自分で歩けますから！」

「ええから、おとなしいしとけ」

「でも……！」

「おとなしいしてくれ、透」

　切ないような、ひどく熱っぽい声が耳に注そそがれる。

　透はハッとしてすぐ側にある実道の顔を見つめた。こちらを見つめる切れ長の瞳には、やはり熱が滲にじんでいる。ズキ、と胸が甘く痛んだ。

　今だけ、今だけや。

　そう自分に言い聞かせ、透は実道の肩にしがみついた。

　実道がほっと息をついたのが、密着した体を通して直接伝わってくる。それは泣きたくなるほど温かく、確かな振しん動どうだった。










　医者が呼ばれたものの、透はやはり怪我をしていなかった。ついでに、と実道も診療を受けたが、こちらもどこも何ともなかった。具合を悪くしたのは古川だ。ぎっくり腰になってしまったらしい。

「あの、実道様、私、自分の部屋に戻ります」

　実道の部屋のベッドで上体を起こした透は、そわそわしながら言った。

　が、脇わきにある椅子に腰かけた実道ににらまれる。

「あかん。ここで休め」

「でもさっき、お医者様もどっこも怪我してへんておっしゃって……。実際、痛いとこもないですし……」

「けどまだ動揺してるやろ。人が刺されそうになるんを見るだけでも滅めっ多たにあることやないのに、刺されそうになったんは伯父上や。動揺して当然や」

「でも……」

　確かに動揺している。今のこの状況が、どこか非現実的な感じがするのはそのせいだろう。

　が、透は実道のベッドにいることにも激しく動揺していた。

　こんなに実道様が近くにおられて、実道様のにおいがするベッドに横になれるわけない。

　邪よこしまな恋心があふれ出してしまう。

　うつむいてかけ布団をつかんだ手を、実道の手に握られた。かと思うとベッドに乗り上げてきた実道に、強く抱きしめられる。

「さ、実道様……？」

「心臓が、止まるか思おもた……」

「あの、実道様、ほんまにもう、私は大丈夫ですから……」

　さっき、抱き上げてもろたときに今だけて決めたんや。離れなあかん。

　なんとか逃のがれようとするが、実道の筋肉質な腕はびくともしない。それどころか、ますます強く抱きしめられてしまう。

　大きな背中に腕をまわしてしまいそうになるのを抑おさえるため、透は懸命に言葉を紡つむいだ。

「あ、あの、実道様、今日はお帰り早かったんですね。大学は……」

「大学にいたときに、柳の正体が警察に追われてる犯罪者やて梶かじ浦うらさんから連絡が入ってな。警察に知らせるように言われて、急いで帰ってきたんや」

「や、柳さんが犯罪者て、何をしはったんですか？」

「直接の罪は、伯父上を刺そうとしたことやろうけど、もともと恐きょう喝かつ、暴行、窃せっ盗とう、その他諸もろ々もろの罪で逮捕状が出てたらしい。あの親戚の男も、柳ほどやないけど似たようなもんや。伯父上の腹違いの弟ていうのも、全くの嘘やったみたいやな」

「大旦那様の懐中時計も、盗んだものやったんですね……」

　懐中時計は本物だったのだ。だとしたら、柳がどこかで盗んだとしか考えられない。

　ともあれ、小一森の跡取りは実道だということがはっきりした。

「やっぱり、実道様が本物やったんですね。よかった……」

　光範がいつ柳が偽者だと知ったのかはわからないが、恐らく昨夜、透と話した時点で既に実道を跡取りにすると決めていたのだ。だから側にいてやってほしいと頼んだのだろう。これでもう、実道が心を痛める必要はない。

　我知らず安堵のため息をつくと、実道の腕の力が緩ゆるんだ。なぜか実道が永遠に離れてしまうような気がして、咄とっ嗟さにしがみついてしまう。

　あ、と思ったときには遅く、再び強い力で抱きしめられていた。

「透」

「は、はい……」

「おまえを失うかもしれん思たら、心臓が凍りついた。罪悪感に縛しばられて、肝かん心じんのおまえをないがしろにして、僕はどうしようもない阿あ呆ほや。どうやったらおまえと一緒にいられるか、おまえと向き合えるか、もっと、ちゃんと考えるべきやった」

　真しん摯しに言いつのる実道に、透は息を飲んだ。

　今のおっしゃりようやと、実道様が僕を好いてくれてはるみたいに聞こえる……。

　まさか、そんなことがあるわけがない。

「おまえが好きや、透」

　耳に直接注ぎ込まれた低く甘い声が、瞬またたく間に全身に染み渡り、ああ、と透は心の内で悲鳴に似た声をあげた。

　実道様も、僕に恋心を抱いだいててくれはる……！

　疑いの余よ地ちはなかった。なにしろ少しの隙間も許せないという風にきつく抱きしめてくる体から、実道の熱い想いがひしひしと伝わってくるのだ。全身が歓喜のあまり震える。

　けど、あかん。

　実道は小一森を継つぐのだから。

「わ、私も、実道様をお慕したいしています」

「それは、主人としてか？」

「はい……、はい、そうです」

「嘘つくな。こないに震えてるくせに」

「それは……」

「透」

　切ない声で呼ばれて、胸の奥が甘く痺しびれた。

「頼む。ほんまのことを言うてくれ。僕はおまえが愛いとしい。おまえを僕だけのものにしたい。おまえは？」

　僕も、あなたが好きです。

　体中から湧わき上あがってきたその言葉が、唇をこじ開けようとする。が、透は懸命に堪こらえた。自由にならない腕を捩よじり、もがく。

「い、いけません……。実道様は、子爵になられるお方です。良い家のお嬢様とご結婚なさって、お子様を儲もうけられないと……」

「僕が金を儲けて小一森の借しゃく財ざいを全部返す。事業を始めて軌き道どうに乗せたら、跡取りなんかいくらでも見つかるはずや。僕の子である必要はない」

「でも……」

「伯父上にかて直系の跡取りはいてへん。おまえは伯父上が子爵の役割を果たしてへんて言うんか？」

「そんな、旦那様はご立派な方です……！」

　思わず反論すると、透、とあやすように優しく、しかし熱っぽく呼ばれた。

「僕が聞きたいのは、おまえの本心や」

「わ、私は……」

　歯を食いしばったのが伝わったのか、実道はわずかに上体を離す。燃えるような情を映し出した瞳に見下ろされ、透は視界が涙で滲むのを感じた。

　泣いたらあかん。好きて言うてるんと同じになってしまう。

　眉み間けんに力を入れたまさにそのとき、実道に唇を塞ふさがれた。咄とっ嗟さに逃のがれようとしたものの、顎あごをつかまれて固定される。同時に、温かく濡れた感触が口こう腔こうに入ってきた。

「んっ、んう……！」

　実道の舌が、口内を味わい尽くすように忙せわしなく這いまわる。

　初めての感触に、透は目め眩まいを感じた。

　実道様のあのきれいな形の唇が、僕の唇に重なってる。ケーキを召し上がるときにちらっと見えた赤い舌が、僕の口の中にある。

　だめだ、と思う一方で、もっと、と思う。

　熱い、蕩とろける、もっとして。

　気が付いたときには実道にしがみつき、濃のう厚こうな口づけに応こたえていた。柔らかな舌が絡からみ合あう。きつく舌を吸われ、唾だ液えきを啜すすられる。逆に注そそがれた唾液を、こくと喉のどを鳴らして飲み込む。

「ん、ん、……ぅんっ……」

　息が苦しくて、喉の奥から断続的に甘えた声が漏れた。しかしやめようとは欠片かけらも思わなかった。夢中で実道を味わう。

　やがてくたりと力が抜けた体を、ベッドに優しく押し倒された。その拍ひょう子しに唇が離れる。

「は、あ、はぁ、は」

　激しく息を吸っている間に、着物の前を大きく広げられた。

　薄っぺらい胸を恥じる暇もなく、首筋や鎖さ骨こつに口づけられる。ちゅ、ちゅ、と音をたてて実道が吸いつく度たび、白い肌に桃色の痣あざが刻きざまれた。

　実道様の印しるしが、僕の体に。

　そう思うだけで喜びと興奮はいや増す。

「あ、あ、さね、実道さま」

　呼んだ声は、自分でも驚くほど甘く蕩けていた。

　それに応えるように透の脇腹や肩をまさぐった実道は、胸の頂いただきにある桃色の尖とがりに嚙かみつく。

「いっ、いたい」

「痛いだけか？　気持ちようないか？」

　先端を舌先で強く擦こすられながら、もう片方の乳首を指先でつまんで揉もまれ、びくびくと体が跳ねた。

「あ、わか、わかりません……」

「わからへん？　自分のことやのにか」

「せやかて、僕……、初めてで……」

　透はまだ誰とも床とこを共にしていない。早そう熟じゅくな級友の中には、廓くるわで筆ふで下おろしを済ませたと自慢する者もいたが、透は廓へ行ったことはなかった。性欲をあまり感じなかったため、自じ慰いもほとんどしなかった。そういった類たぐいの話をすることすら、ひどく恥ずかしく思っていたので、知識も乏とぼしい。痛みに似た快感の存在を、今、初めて知ったのだ。

「誰ともしたことないんか。触られたこともない？」

「は、はい……。接せっ吻ぷんも、実道様が、初めてです……」

　正直に答えると、乳首をきつく吸われた。もう片方の乳首は押おし潰つぶすようにして弄いじられる。

「あっ、は、あ」

　透は喉を反そり返かえらせて喘あえいだ。その拍子に、下した帯おびの中で己の欲望がはしたなく起たち上あがっていることを自覚する。

　恥ずかしくて申し訳なくて膝ひざを閉じようとしたものの、実道の方が一瞬早かった。股もも引ひきの中に、大きな手が躊躇ためらうことなく入ってくる。

「あ、いけません、実道様、いけません……！」

「何でや。こんなに濡れてるのに」

　実道の手が、布地の上から透の劣れつ情じょうをやんわりとつかむ。

　あん、と我知らず漏れた甘い声に、全身から火が出たような気がした。羞しゅう恥ちと快感で、ぽろぽろと涙がこぼれる。

「お、おやめください……！　実道様の、きれいなお手が……、汚れてしまいます……！」

「僕は、おまえが思おもてるようなきれいな男やない」

　自じ嘲ちょうを滲にじませた獰どう猛もうな物言いをしたかと思うと、実道は透の高ぶりを激しく揉みしだいた。

「あぁ……！　そんな、あかん、あきません、やぁ……！」

「きれいなんはおまえや、透。僕が、きれいなおまえを汚すんや」

「あっ、ん、も、放して、はなしてください、お願い……！」

　他人に施ほどこされる初めての愛あい撫ぶに翻ほん弄ろうされるばかりの透には、実道が何を言っているのか聞き取れなかった。あっという間に極まってしまう。

　強烈な快感が生じて、透は悲鳴に近い声をあげた。迸ほとばしったものが下帯をしとどに濡らすのがはっきりと感じられる。

　体のどこにも力が入らなくてぐったり四し肢しを投げ出し、荒い息を吐く。すると間を置かず、下帯ごと股引を引き抜かれた。布地が皮膚に擦れる感触にすら感じて、あぁ、と嬌きょう声せいをあげてしまう。

　肩口にかろうじてひっかかった着物と、右の足だけに残った足た袋び。身につけているものがそれだけになってしまった透の体を、実道の熱を帯おびた視線が這いまわる。

　まだ日は西に傾きかけたばかりだ。カーテンも開いたままである。差し込んでくる柔らかな日差しが、固く尖った乳首や一度達したというのに欲情したままの性器、じっとりと湿った淡い叢くさむらを照らし出している。

　上じょう気きし、汗ばんだ体の隅々にまで実道の視線を感じて、透は羞恥のあまり震えた。

「あ、だめです、見てはだめ、こんな、ぼく……」

　無駄だと承知していながら両手で劣情を隠そうとすると、やんわりと払いのけられた。腿ももの内側を熱い掌てのひらでつかまれ、大きく割わり拡ひろげられる。

「や、いやっ」

「ああ、なんちゅう可か愛わいらしいて、いやらしいんや」

　熱っぽい視線を透の性器に注そそいだ実道は、それを躊躇うことなく口に含んだ。

「実道様……！　あ、あ、ぁあっ！」

　他人から与えられる快楽、それも、恋しくてたまらない人に与えられる快楽を覚えたばかりの体に、口こう淫いんは刺激が強すぎた。放してくださいと訴うったえる間もなく、すぐに達してしまう。

　は、は、と息を吐きながら、透はぼんやりと視線を下ろした。

　いつのまにかシャツを脱ぎ、逞たくましい上半身をさらした実道は、まだ透の劣情を咥くわえたままだった。男らしく突き出た喉のど仏ぼとけがゆっくりと上下する。

　僕のを、飲まはった……。

　薄れ掛けていた羞恥が一気に戻ってくる。

「あ……、も、申し訳ありません、僕、粗そ相そうを、あ、ぁん」

　一際色めいた声を漏らしてしまったのは、実道が達したばかりの劣情を柔らかな舌で愛あい撫ぶしたからだ。二度出してなお芯しんをもった透のそれを、じっくり味わうように舐なめまわす。

　快感の海に浸ひたりきった体では、我慢などできない。透はひっきりなしに甘い嬌声をあげ続けた。

「あぁ、あか……、も、やめ、おやめ、ください……！　や、いやっ……」

　すすり泣いて首を横に振ると、実道はようやく唇を離す。

　透の性器は、実道の愛撫を受けて再び限界近くまでそそり立っていた。実道が内腿を甘く嚙み、吸いついて印を残すと、連動したように震えて雫しずくをこぼす。

　やめてくださいと懇こん願がんした手前、最後までしてくれとは言えない。

　しかし今更欲望を鎮しずめることはできなくて、あ、あ、と声をあげながら身み悶もだえる。

「どうしてほしい、透」

　久しぶりに聞く、意地が悪いのに優しい問いかけに、胸の奥がじんと痺しびれた。同時に、とろとろと先端から蜜みつが滴したたり落ちる。

「ん、ん、さ、さねみち、さま」

「透がしてほしいように、してやる」

　痛いくらいの視線を劣情に受けて、透はいやいやと首を横に振った。己の欲望を慰なぐさめようと無意識のうちに伸ばした手は、しかし実道に捕えられてしまう。そして今度は、脚の付け根の際きわどいところに吸いつかれた。

「ぁあっ……、や、はなして、はなしてください」

「違うやろ。触ってほしいです、や」

「そんな、あきません、そんな……！」

「我慢するな。おまえが触ってて言うてくれたら、僕はいくらでも触ったる。舐めてほしいんやったら、おまえのこの可か愛いらしいていやらしいのが蕩けてなくなるくらい舐めて、いくらでもいかしたるから。僕に、どうしてほしい、透」

　甘く誘い込む口調で言われ、ちゅ、と先端に口づけられた次の瞬間、透は陥かん落らくした。

　理性の糸が儚はかなく切れ、淫みだらな欲望が身も心も支配する。

　何も考えられない。ただ、はち切れそうになっている欲を吐き出してしまいたい。

　涙で滲んだ目では実道の顔はよく見えなかったが、透はその欲を叶えてくれる唯一の人をひしと見上げた。

「さわ、さわって、ください……。さねみちさまに、いっぱい、さわってほしい……」

　腰をくねらせて強ね請だると、実道が息を飲む気配がした。間を置かず大きな掌が透のそれを包み込み、望み通りに激しく擦られる。

「あっ、あぁっ……！」

　透は歓喜の声をあげ、一瞬で果てた。

　ぐったりと力を抜いて指先にまで浸しん透とうした快楽に浸っている間に、両の膝を立てられる。それだけでも刺激になって、艶なまめいた声をあげてしまう。

「よう言えたな、偉いぞ」

　はあはあと胸を喘がせながら見上げると、実道が微笑んだのがわかった。

　ああ、実道様が笑わろてくれはった。

　嬉しくてたまらなくて、透もうっとり微笑む。

　すると、実道は熱いため息を落とした。

「僕だけやぞ、透。おまえが色っぽい顔するんも、淫らに乱れるんも、僕の前だけや。約束できるな？」

　独占欲を漲みなぎらせた物言いに、はいと迷うことなく頷く。

「お約束、します……。実道様、だけです……。僕には、実道様だけ……」

「約束やぞ。おまえは、僕のもんや」

　今度は囁くように言われたかと思うと、尻の谷間に指先があてがわれた。そして今まで一度も、誰にも開かれたことのない固い蕾つぼみを探られる。

　その動きが何を意味するのかを透が理解する前に、実道の長い指は一息に奥深くまで入り込んできた。

「ぁあ……！」

　掠かすれた悲鳴をあげ、透は体を強こわ張ばらせた。経験したことのない圧あっ迫ぱく感かんと異物感に、息がつまる。

「大丈夫や、怖いことない」

「でも、でも、そんなとこ、汚い……っ」

「おまえの体に汚いとこなんかない。それにな、ここにも気持ちええ場所があるんや」

「ほ、ほんま、ですか……？」

「ああ、ほんまや。今、探したるさかい」

　優しく言われてこくりと頷く。そんなところに気持ちよくなる場所があるとは思えないが、実道が言うのだから本当なのだろう。

　中に入っていた実道の指が、少しずつ動き出した。透が放はなったもので濡れているらしく、案外滑なめらかだ。

　が、息苦しさはどうしようもなくて、透はシーツをきつく握りしめた。ん、ん、と嬌声ではなく苦痛の声が漏れてしまう。

「もうちょっと、我慢や」

「は、はい……」

　頷いたそのとき、内ない壁へきを探るように撫でていた実道の指先がある部分を強く押した。

　刹せつ那な、痛みにも似た強烈な快感が腰を直撃し、全身が跳ねる。

「あっ……！」

「ここか？」

「いっ、いたい、やめて、いたいっ！」

「痛い？」

　心配そうに尋ねた実道が、指の動きを止める。強い刺激がなくなって安堵するかと思いきや、途端にひどく物足りなくなった。

　内壁がびくびくと痙けい攣れんしているのがわかる。もっと、と強ね請だっているのだ。

　透はすすり泣きながら腰を揺すった。

「やぁ、やめたら、いやっ……。して、してください」

「してええんやな？」

「はい、はい……、さ、さっきみたいに……、ぐりぐり、て……」

　してくださいと言い終える前に、実道の指は愛撫を再開した。今度は先ほどよりも動きが激しい。

　またしても痛みと紙かみ一ひと重えの強い快感が襲いかかってきたが、透はもう止めなかった。かわりに感じたままの声をあげて乱れる。

「気持ちええやろ？」

「ん、はい、あ、い、いい、です……、きもち、い、あぁ」

　耳に届くくちゅくちゅという卑ひ猥わいな音が、実道に愛撫されている尻の谷間から漏れていると覚さとったときには、指は三本に増えていた。下半身がどろどろになっていて、己がまたしても極まってしまったことに気付いたものの、いつ達したのかはわからなかった。それほどに、内側から与えられる快感は強い。

「あぁ、さね、さねみちさま、もう、ぼく、ぼく……！」

　焼け焦げるのではないかと心配になるほど熱くなった内部が、淫らに蠢うごめいている。実道に愛撫されるだけでなく、三本の指を包み込んで収しゅう縮しゅくする。己の体がこんなに淫らにいやらしく変化するなんて知らなかった。

　実際には短かったのかもしれないが、透にとっては充分すぎるほど長い時間、強い快感が続いて気を失いかける。ちょうどそのとき、全ての指が強引に引き抜かれた。

「あっ……！」

　高い嬌声をあげた透は、内部が激しく収縮するのを感じた。今の今までそこにあった実道の指を求めて、狂おしいほどうねる。

「さねみちさま、さねみちさま……」

　自分の意志ではどうにもできなくて、ぽろぽろと涙をこぼしながら愛しい人の名を呼ぶと、両の膝の裏を強い力で持ち上げられた。指で散さん々ざんかき乱されたその場所に、濡れた熱があてがわれる。

　実道様の、凄く大きい。それに熱い。

　僕でこんなにしてくれはって嬉しい。

「入れるぞ、透」

　低く掠れた声が囁いた。

　はい、と透は頷く。怖くはなかった。実道のものになるのに、何を恐れる必要がある？

「いれて、ください……。さねみちさまの、ぼくに……」

　震える唇で促すと同時に、実道の熱が押し入ってきた。

「あ、あーっ……！」

　実道の侵入に合わせて、透の喉から長く尾を引く嬌声があふれる。

　入にゅう念ねんに解ほぐされていたせいだろう、いっぱいに拡がった透のそこは、初めてにもかかわらず情じょう人じんの劣情を拒こばむことなく受け入れた。内臓を押し上げられるような凄すさまじい圧迫感は確かにあったが、蕩けんばかりになっていた内側を硬いもので擦られる快感、そして何より実道とつながった歓喜が勝まさる。その証拠に、既に何度も精を放った性器が、またしてもゆるゆると高ぶっていた。

　熱い。溶けそう。

　全てを透の中に収めたらしい実道が、く、と喉を鳴らす音が聞こえてきた。その息遣いは火のように熱く、嵐のように激しい。

「透、透……。平気か……？」

　優しい問いかけに、透はきつく閉じていた瞼まぶたをうっすらと開けた。涙で滲んだ目でも表情を読み取れるほどごく近い距離に、実道の顔がある。

　端整な面立ちは上じょう気きし、汗ばんでいた。むき出しの肩や胸に、大人の男の色気が漂ただよっている。

　燃もえ盛さかる情欲と愛しさを等分に映し出した瞳に射抜かれ、透は身震いした。きゅう、と無意識のうちに実道を締めつけてしまう。

「っ……！　こら、締めるな……」

「も、申し訳、ありません……。でも、ぼく、なんも、してません……。からだ、が、かってに……、あ、あん！」

　実道が軽く腰を揺さぶったので、透は甘い声をあげてのけぞった。

　透、と掠れた声で呼ばれ、嚙みつくように口づけられる。実道は透の唇を貪むさぼりながら、少しずつ動き出した。

「んっ、ン、んーっ……！」

　力強く脈打つもので幾度も突き上げられるうちに、自然と唇が離れる。

「は、はぁ、あ、ん」

　きつく吸い上げられていた舌を突き出したまま喘ぐと、また唇を塞がれた。もちろん、実道は腰を動かしたままだ。つながった場所からは、ひっきりなしに卑猥な水音があふれている。

　口の中を思う様犯されながら、尻を猛たけ々だけしい雄おすで蹂じゅう躙りんされ、透は快感の渦うずに巻かれた。揉みくちゃにされて苦しくて、しかし一方で信じられないほど気持ちよくて、ひどく感じてしまう。無意識のうちに腰が淫らに揺れた。

「ん、う、い、あ、あ、あっ……」

　次第に激しくなる律動のせいで断続的に唇が離れ、実道の口の中に放ったはずのよがる声が室内に響く。

「透、透……！」

　熱を帯びた声で呼ばれたかと思うと、実道の動きが更に激しさを増した。先ほど見つけられたばかりの感じる場所を、何度も強く突いてくる。

「あぁ、あっ、やっ、あぁ……！」

　実道に貫つらぬかれる度に揺れ動いていた性器が己の腹に強く擦れ、呆あっ気けなく弾はじけた。もはや薄い淫いん水すいしか出なかったが、内部を擦られながらの放出は目のまわるような快感を透に与える。

「あ！　も、や、いやぁ……！」

　感じすぎて辛くて、透は思う様揺さぶられながら首を横に激しく振る。

「透……！」

　切せっ羽ぱつまった声で呼ばれると同時に、奥深くまで貫かれた。刹那、実道が絶頂を迎える。
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「あぁっ……、あ、あ……」

　勢いよく迸ほとばしった熱で満たされる感触に、透は連続して嬌声をあげた。

　実道様が、僕の中でいかはった。

　そのことを全身で実感して、歓喜と安堵の熱いため息を落とす。

　嬉しい。幸せや。

　こないに幸せでええんやろか……。

　うっとり喘いでいると、実道が倒れ込んできた。汗ばんだ筋肉質な体が直接肌に触れて、あぁ、とまた色めいた声が漏れてしまう。

　深いため息を落とした実道は、ゆっくりと髪を梳すいてくれた。

「大丈夫か……？」

「はい……」

「気持ちよかったか」

　尚も透の髪を撫でながら、実道は優しく問いかけてくる。

　快感の余よ韻いんが色濃く残る体では、緩やかな愛撫すらも刺激になって、や、と透は甘い嬌声をあげた。

「まだ、さわったら、あきません……」

「うん？　何でや」

「また、気持ちよう、なってしまいますから……」

　震えながら言うと、実道が嬉しそうに笑う気配がした。

「気持ちええんやったら、かまわんやろ」

　からかう口調で言いながら、実道は更に透の髪を柔らかく撫でた。唇の端や頰や鼻の頭に接吻され、あ、あ、と声が漏れてしまう。実道を受け入れたままの場所も艶めかしく収縮する。

　密ひそやかではあるが、くぷ、くちゅ、という淫いん猥わいこの上ない水音が生しょうじた。実道が放ったもので濡れそぼった己の内部が蠢いていることがはっきりとわかって、激しい羞恥が襲いかかってくる。

「さね、実道様、おやめください……！　や、あ、ぁんっ」

　実道の熱がみるみるうちに力を取り戻すのを体で直接感じて、透は背中を弓なりに反らした。

　透、と実道が低くうなるように呼ぶ。獰猛な獣けものの声だ。

「このまま、もう一回さしてくれ」

「いや、いやです、だめ……！」

「何でや。おまえの中は、してて言うてるぞ」

　実道の言う通りだ。透の内部は意志とは関係なく、猛たけった実道を愛撫し始めている。

「そ、そやかて……、このまま、実道様に、お、お尻の中、擦られたら……。ぼ、僕、また、いってしまいます……。あんなに、何回も、何回も、いったのに……、こわい……」

　ぐずぐずと泣きながら言う。実道が怖いのではなく、際さい限げんなく乱れる己が怖かった。

　今までこんなに何度も高ぶったことはない。これほど感じたこともない。初めてなのに淫らにすぎる体を、実道は嫌けん悪おしないだろうか。

　すると、透、と今度は優しく、愛しげに呼ばれた。

「僕を感じていくんや、怖いことなんかない。大丈夫や。僕は、おまえがいくとこを何回でも見たい。見せてくれ、透」

　だめ、という制止の言葉は、実道が動き出したために嬌声へと変わる。

　一度目よりも濃のう密みつな快楽の海に、透は溺おぼれた。










「この辺りでええか？」

　青く晴れ渡った空の下、実道が白い山茶花の東側にシャベルの先を置く。

　はいと透が応じると、実道は早速シャベルで地面を掘り返し始めた。肘ひじまでめくり上げられた袖そでから覗く腕は逞たくましく美しい。

　すぐ側の芝しば生ふの上に腰をおろした透は、うっとりとその様を見つめた。まるで良りょう家けの子し女じょのように下半身を毛布で包くるまれているのは、透ではなく実道の意志だ。

　実道は僕一人でやると言ったのだが、透が側で見ていたいと我わが儘ままを言った。そもそも、山茶花の植えつけは透の仕事である。本当なら、実道にこんな下働きは絶対にさせない。もともと実道に見ていてもらって、透がシャベルを使うつもりだった。

　けど、今日は特別や。

　なにしろ昨日、激しく抱かれたせいで、ゆっくり歩くだけで精一杯なのだ。少し熱もある。

　実道に思う様揺さぶられて二度目の欲を受け止めた透は、気を失うようにして眠った。次に目を覚ましたときには、既に夜が明けていた。

　どろどろに汚れていた体やベッドは、清潔で乾いていた。実道が始末をしてくれたのだ。申し訳ありませんと謝ると、既に起きて透の寝顔を眺めていたらしい実道は、泣き腫はらした瞼に柔らかな口づけをくれた。

　謝るな。初めてのおまえに無茶したんは僕や。

　今日が日曜で大学が休みなのをいいことに、食事の世話から着替えの世話まで、実道が全てやってくれた。自分でしますと断ったが、実道は許さなかった。

　僕がしたいからするんや。おとなしいしとけ。そう言って心底嬉しそうに透の面倒をみた。

　結果的に実道の部屋に籠こもりきりになってしまい、光範や古川、しま、杉尾が不審に思わないかと心配になったが、実道がうまくとりなしてくれたらしい。大おお捕とり物ものがあった昨日の今日だ。逆に皆、透を心配してくれたという。

　他の人らはようわからんけど、伯父上は僕と透のこと知ってはるみたいやった。

　実道の独り言に近い物言いに、え、と透は声をあげた。実道は苦い笑みを浮かべて頷いた。

　実道を頼むな。そう言って優しく微笑んでくれた光範を思い出し、胸が痛んだ。

　ああ、旦那様、申し訳ありません。

　今だけ。実道様の縁談が決まるまでの間だけ、僕にこの凜り々りしいて優しい人を独占させてください。

　あと一年か二年、長くても三年で、きっと実道には縁談が舞い込むはずだ。そのときがきたら身を引く覚悟はできている。これは、期限つきの秘密の恋だ。

　期限がくるまでに、実道様の不安とか寂しさを少しでも癒いやして差し上げたい。

　実道が抱えている罪悪感の正体は、いまだにわからない。透と向き合う勇気がないと言った理由も、実道は本当のところを語っていない。

　作兵衛が言っていた梶浦の正体も気になる。暴行や窃盗といった荒あら事ごとをくり返していた柳が、なぜ裕福とはいえない小一森家の跡取りになろうとしたのかもわからない。

　はっきりしない事柄はいくつかあるが、柳も捕まったことだし、おいおい明らかになるだろう。とにもかくにも、実道が本物だとわかってよかった。

　こうやってお側にいられるだけで、充分幸せや。

「こんな感じでええか？」

　シャベルを止めて振り返った実道に、はいと頷く。笑顔で頷き返してくれた実道は、今し方掘ったばかりの穴に肥料をまき、脇に置いておいた紅紫の花をつける山茶花の苗を植えつけた。そしてたっぷりと水をやる。

「よし、できた」

「ありがとうございます。すんません、僕の仕事やのに」

「それは言いっこなしや」

　ばつが悪そうに頭をかいた実道は、透の横に腰を下ろした。そして透の額に躊躇うことなく己の額をあてる。

「ちょっと熱い気ぃするな。しんどないか？」

「平気です」

　いかにも昨夜たっぷりと睦むつみ合あった情人同士らしい仕し種ぐさに頰を赤らめて応じると、実道はほっと息をついた。そして再び山茶花に目を遣やる。

「秋がくるんが楽しみやな」

「はい」

「赤と白の山茶花、一緒に見るぞ、透」

　愛しげな眼まな差ざしを受けてズキリと胸が痛む。

　しかし透は懸命に笑って、はいと返事をした。
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　早朝の空気に混じるわずかな冷たさに気が付いたのは、ここ数日のことだ。肌を焦こがすようだった太陽の光も、少し弱まったように思える。蟬せみの声は勢いを失い、夕暮れ時にカナカナと蜩ひぐらしが鳴くようになった。

　夏が、終わろうとしていた。

　季節は移ったが、室むろ田た透とおるの使用人としての仕事は変わらない。

　朝、玄関の掃除を終えたら、透が仕つかえる小こ一いち森もり子し爵しゃくの跡取りで、秘密の情じょう人じんでもある実さね道みちを起こすのだ。実道が朝一番に顔を合わせるのが自分だと思うだけで、いつも胸が高鳴る。

　頰が緩ゆるんでいるのを感じつつ、透は扉を叩いた。が、返事はない。

　まだ眠っているのか、眠っているふりをしているのか。実道はよく寝たふりをして透をからかう。もう一度扉を叩いてから、透は静かに中へ入った。

「失礼いたします」

　声をかけるが、やはり返事はない。ベッドに横たわる長身も動かない。

　カーテンを開ける前に、透はそっと実道を覗き込んだ。

　端整でありながら、うっすらと髭ひげの生はえた精せい悍かんな寝顔に、性しょう懲こりもなく胸がしめつけられる。

　実道様はやっぱり、お美しいて凜り々りしい。

「ん……」

　視線を感じたのか、実道が小さくうなり、透は我に返った。今日は日曜だから大学は休みだ。急ぐ必要はないとはいえ、もうけっこうな時刻である。そろそろ起きてもらわなくては。

「実道様、朝です。起きてください」

　そっと声をかけると、実道の眉が寄った。そんな悩ましげな表情にも見み惚とれてしまう。

「透……？」

「はい。おはようございます」

「もうそんな時間か……」

「はい。そろそろ起きられた方がええかと思いまして」

「そうか……」

　布団から出てきた筋肉質な腕が、ふいにこちらに伸びてくる。かと思うと手首をつかまれて引き寄せられた。不意打ちだったので、そのまま実道の上に倒れ込んでしまう。

「さ、実道様」

　慌てている間に、実道は透の頰を大きな掌てのひらで包み、額ひたいや頰、鼻先に口づけてきた。

「あ、実道様、いけません」

「何でや」

「もう起きられんと……」

「ちょっとぐらいええやろ。透が足りてへんのや」

　でも、と言いつつも本当は少しも嫌ではなかったので形ばかり抗あらがう。透の本心を見み透すかしているかのように、実道は接せっ吻ぷんの雨を絶え間なく注そそいだ。

　嬉しくてくすぐったくて、この上なく幸せで、──幸せであればあるほど苦しくなる。

　この恋が、そう遠くないうちに終わるとわかっているからだ。

　実道は透より五つ年上で、この九月に京都帝国大学法科大学の最高学年に上がったばかりである。来年の夏には卒業だ。きっと良りょう家けの子し女じょとの縁談が降るように舞い込むだろう。そうなれば、実道との仲は解消だ。

　小一森家は明治の初期から大正を二年数えた今日まで続く由ゆい緒しょ正しい公く家げ華か族ぞくだが、跡取りがいなかった。代々の当主が積み重ねてきた借金まみれの貧しい家に養子のなり手はなかなか見つからず、探し始めて一年ほどが経たった頃に、ようやく現当主の光みつ範のりの異母兄弟の息子である実道が見つかった。

　その実道が次期当主となるべく屋敷にやってきたのは、五ヵ月半ほど前のことである。美しく優しく、強い実道に透はごく自然に惹ひかれていった。初恋だった。両親を疫えき病びょうで亡くした後、親戚の実業家に世話になっていた実道には寂しい影があり、なんとかして差し上げたいとおこがましいことを考えたりもした。

　そんな矢先、実道は偽者で、己おのれが本当の跡取りだと名乗る男が現れた。結局、その男こそが偽者で警察に逮捕された。騒動の最中、怪我をしかけたところを助けてもらったのをきっかけに、実道と秘密の恋仲になった。告白されたときのことを思い出すだけで、いまだに全身が甘く痺しびれる。

　本当は、男の使用人が次期当主と恋仲になるなど、たとえ関係の解消を前提にしていたとしても、あってはならないことだ。女なら妻にはなれなくても、子を産んで共に暮らせなくはないが、男ではそれも叶わない。ただ実道の汚お点てんになるだけである。

　加えて、小一森の現当主である光範にも申し訳が立たない。なにしろ光範は、教師だった透の父の中学時代の同級生というだけで、両親と姉を疫病で亡くし、一人ぼっちになってしまった透を引き取ってくれた恩人なのだ。どういうわけか光範は透と実道の仲を暗黙のうちに認めてくれているが、一刻も早く関係を解消した方がいいのは間違いない。

　そうとわかっていながら、実道の愛を手放すことができないでいる。

　僕は、我わが儘ままで自分勝手や。

　実道に恋をして、輝くような喜びや体が芯しんから溶かされるような甘い熱を知った。しかし同時に、己の耐たえ難がたい醜みにくさも自覚した。

　こんな僕を知ったら、きっと実道様は嫌にならはる。

　罪悪感や自責の念は常に透の中に存在し、心身を縛しばりつける。が、実道に愛いとしげに接吻されて愛撫されると、それらは一時的に解ほどかれる。今、この瞬間の大きな喜びに、意識の全てを持っていかれてしまうのだ。それがまた後に後悔と自己嫌悪の元となるのだが、愛いとしい人を拒絶することなど、初めての恋に溺おぼれる透にはできない。

　もはや形すら抗わずに優しい接吻をうっとり受けていると、少しは満足したのか、ほう、と実道はため息を落とした。

「先々週は会食で遅おそなったし、先週の日曜は柔じゅう術じゅつの試合があったし、昨日は付き合いで遅なってしもたからな。このところろくにおまえに触ふれてへん。今日くらいゆっくり可愛がりたい」

　実道は大学を卒業後、小一森家の借金を返済して暮らしを豊かにし、他家から養子をもらいやすくするために事業を起こすつもりでいる。そうして望まない結婚などせず、透と共に暮らしていくつもりでいるらしい。だから勉学に励はげむだけでなく、学生である今のうちから学友や光範の伝つ手てを頼り、様々な集まりに顔を出しているのだ。

　もし実道様が事業に成功されたら、余計に縁談が来るやろうと透は思う。中には断れない話も出てくるに違いない。

　が、口には出さないことにしている。今はまだ、実道と睦むつみ合あって暮らす夢を見ていたい。

　実道は接吻するだけでなく、透の頰や耳を確かめるように撫でた。

「僕のや。僕の透」

　甘い囁きに、じんと胸の奥が痺れる。

　このまま全てを委ゆだねてしまいたいが、そうはいかない。

「実道様、あの、杉すぎ尾おさんが、朝食の準備をしてくださってますから……」

　小一森に長年仕えてきた料理人の名を出すと、柔らかな愛撫と口づけがようやく止まる。

「ああ、そうか。それは起きんとあかんな」

　名な残ごり惜おしげに透の頰を撫でた実道は、耳元に唇を寄せてきた。

「朝食が終わったら、僕の部屋に来れるか？」

　耳に直接注そそがれた声には色と熱が滲にじんでいた。それらはたちまち髪の毛の先から足指の先にまで浸しん透とうし、透の体を芯から熱くする。

「はい……、参ります」

「仕事は大丈夫か」

「はい。おしまさんに頼まれてた仕事もお庭の仕事も、昨日のうちに済ませましたから。途中で用事ができん限り大丈夫です」

　実道と秘密の恋仲になってから、透は以前にもまして仕事に励むようになった。そうでなければ光範はもちろん、代々小一森家に仕え家か務むを取り仕切ってきた家か職しょくの古ふる川かわ、古こ参さんの女中のしま、杉尾に顔向けができない。

　一所懸命に仕事をすることが透なりの贖しょく罪ざいだと理解しているのか、やはり二人の関係に後ろめたさを感じているのかはわからないが、実道も僕を優先しろとは言わない。

「遅なってしもても待ってるからな」

　低く響く声で囁いた実道は、透の耳に嚙かみついた。

　あ、と思わず漏れた声は、既に濡れていた。

　朝食の後、この部屋で何をするのか、透は知っている。

　日が高いうちから実道に抱かれる期待と興奮で、早くも息が乱れそうになる。初恋もまだだった頃、ほとんど性欲を感じなかったのが嘘のようだ。

　実道に恋をしてから、心だけでなく体も浅ましくなってしまった。実道が休みだった先月、挿そう入にゅうの回数こそ少なかったものの、三日とあけずに情熱的な愛撫を施ほどこされたせいで、ますます体が淫みだらに変化した気がする。

　恥ずかしい……。

　咄とっ嗟さにうつむきかけた顎あごを、実道にすくい上げられた。端整な面おも立だちに、優しげでありながら淫いん蕩とうな笑みが浮かぶ。

　ああ、僕が欲情してることわかってはる。

「二週間ぶりやな」

「はい……」

「楽しみや」

　はいと応じた声は羞しゅう恥ちに震えながらも、やはり甘く掠かすれた。










　幸い誰にも用事を頼まれることはなく、透は実道の部屋へ向かった。

　おしまさんも杉尾さんも古川様も、僕と実道様の関係を知ってはるんやろか。

　透にはよくわからない。三人には何も言われたことはないが、もしかしたら古川は気付いているかもしれないと思う。

　古川に次期当主についてよく知りたいと言われ、定期的に実道の言動を報告しているのだが、実道と恋仲になった後は、本当に簡潔にしか話せなくなってしまった。古川が不審に思ってもおかしくない。

　ただ、当主である光範が、実道と透が二人きりでいるときは決して邪魔をしないようにと三人に言い含めているのは事実だ。当主を心から信頼し、慕したっている使用人たちが、その言葉を疎おろそかにするはずがない。恐らく今日も実道が休みであることを考慮して、透に時間を与えてくれたのだ。

　気を遣つかわせて申し訳ないと思う。けれど実道に恋こい焦こがれる気持ちはどうしても止められない。

　胸が高鳴っているのを感じつつ扉を叩くと、返事が聞こえる前に扉が開いた。

　着物姿の実道が現れる。

「実道様」

「透」

　強い力で腕をつかまれ、あっという間に中へと引きずり込まれた。頑がん強きょうな扉が背後で閉まる音が聞こえると同時に、唇を塞ふさがれる。

　躊躇ためらうことなく濡れた感触に歯し列れつを割られ、口内を舐なめまわされた。腰を抱き寄せられ、長身の実道に上から覆おおいかぶさるように口づけられる。敏感なところも、そうでないところも、実道に愛撫されれば、ひどく感じてしまう。

　ああ、溶けてしまいそうや。

　互いの唾だ液えきが混じりあう淫いん靡びな水音にすら感じて、透は逞たくましい胸にしがみついた。自然と喉のどの奥から色めいた声が漏れ出る。

「ん、ん……」

　その声に煽あおられたのか、実道の手が襟えりの合わせ目から侵入してきた。大きな掌が直接肌を這い、全身が跳ねる。薄い胸を飾る突起を難なく見つけ出した指先が、存在を確かめるようにそれをつまんで捏こねる。

　初めて触られたときはむず痒がゆいような心ここ地ちがして、気持ちがいいのか悪いのかわからなかった。けれど実道に幾度も抱かれた今は、快感だとはっきりわかる。しかもそこは、確実に敏感になってきているのだ。

「んん、ふ、ぅんっ……」

　まだベッドにたどり着いてすらいないのに、早くも下帯の中で性器が反応し始める。立っていられない。

　かく、と膝ひざから力が抜けたが、腰にまわった実道の腕がしっかり体を支えてくれた。が、唇は離れてしまう。

「は、はぁ、あ、は……」

　口づけの合間に息を継ついでいたものの、感じ始めた体では到とう底てい足りなくて、透は忙せわしなく喘あえいだ。そうしている間に膝の裏に実道の腕がまわり、軽々と抱き上げられる。くたりと体を預けると、実道は眉を寄せた。

「透、ちょっと痩やせたか？」

「いえ……、そんなこと、は……」

「ちゃんと食べてるか」

「はい……」

　頷いてみせたが、嘘だった。実道との別れを思うと食欲がなくなるのだ。もともとそれほどたくさん食べる方ではなかったが、最近は更に少食になってしまっている。

「おまえは色が白いし華きゃ奢しゃやから、これ以上痩せると儚はかない感じがして気がかりや。ちゃんと食べなあかんぞ」

　先ほどの濃のう厚こうな口づけのせいだろう、甘く掠かすれた声で心配そうに言いながら、実道は透を柔らかくベッドに下ろした。

　実道様、僕のこと大切に思おもてくれてはる。

　嬉しくて微笑ほほえむと、のしかかってきた実道の頰に朱しゅが走った。大きな掌で透の頰を包み、撫でさする。

「こら。ちゃんと聞いてるか？」

「はい、はい……。聞いてます……。食べます、ちゃんと……」

「約束やぞ」

　はいと返事をした唇に、再び実道のそれが重なった。差し入れられた舌に、夢中で己の舌を絡ませている間に、緩んでいた着物の前を大きく広げられる。胸の尖とがりだけでなく、露あらわになった肩や腹にも大きな掌が這いまわった。

「んん、ん」

　実道に思う様貪むさぼられている口の中はもちろん、愛撫された場所全てが熱くてたまらない。ただでさえ反応していた劣れつ情じょうがますます高ぶる。

「透……」

　口づけを解いた唇が熱っぽく呼んだかと思うと、首の付け根の辺りをきつく吸い上げてきた。着物の衿えりでぎりぎり隠れるそこに、実道は己の所有印を残したがる。連続して鎖さ骨こつや肩、胸、乳首にも吸いつかれ、あ、あ、と色めいた声が漏れた。

　実道様の印しるしが、僕の体についていく。

　そう思うだけで歓喜と快感が襲いかかってくるのは、初めて抱かれたときと少しも変わらない。

　紅く色づいた乳首に歯をたてられ、無意識のうちに揺らした腰に、実道の手がかかった。緩んでいた帯がシュッと音をたてて引き抜かれる。休む間もなく股もも引ひきの紐ひもが解ほどかれ、些いささかか乱暴に下した帯おびごと剝はぎ取とられた。

「あ、ぁん！」

　すっかり立ち上がった性器が布にこすれる感触に、嬌きょう声せいをあげてしまう。

「もうこんなにしてたんか……」

　露わになった下半身に実道の視線を痛いほど感じて、透は思わずぎゅっと目を閉じた。

　カーテンは閉まっているものの、朝からよく晴れているせいで、室内は午前の明るい光に仄ほのかに照らされている。桃色に上じょう気きした肌はもちろん、淡い茂みや、震えて立ち上がり、あまつさえ雫しずくすら滲ませている細身の性器は、実道の目にはっきりと映っているはずだ。

　浅ましい。はしたない。

「や、そんな、見たらいやです……！」

「うん？　何が嫌や。こんなにいやらしいて可か愛いらしいて、きれいやのに」

　低い囁きが聞こえると同時に、性器が温かく濡れたものに包まれた。

　ハッと開けた目に飛び込んできたのは、劣情を口に含んだ実道の姿だった。恐れ多いのでそれだけはやめてほしいと、初めて抱かれたときから今まで幾いく度ども訴うったえてきた行為だ。

「やっ……、おやめください、そんな、実道様、いけません……！」

　実道の頭に手を伸ばして必死で止めようとするが、気に入りの飴あめを味わうように執しつ拗ように舐めまわされては力など入るはずがない。髪をかきまわすだけに終わってしまう。

「あっ、あっ、も、いく、はな、はなしてっ……、ぁあ！」

　堪こらえきれず、透は実道の口の中で果てた。

　実道は透の劣情を口に含んだまま、放たれたものをゆっくりと飲み下す。

　男らしく突き出た喉のど仏ぼとけが上下する様を、透は喘ぎながら見つめた。

　実道はいつのまにか諸もろ肌はだを脱いでいた。ひきしまった上半身は上気し、汗に濡れている。

　僕のを口でしてくれはっただけで、こんなに欲情してくれはった。

　その歴れき然ぜんとした事実に、背筋から腰にかけて寒気にも似た甘い痺れが走る。

　再び立ち上がろうとしている劣情に気付いたのか、実道は透をくわえたまま悪いた戯ずらな視線を向けてきた。舌先でちろちろと透の先端を舐める。

「や、おやめください……！　そんな、したら、ぼく……！」

　燃えるような羞しゅう恥ちと情けなさ、そして恐れ多いと言いながら性懲りもなく感じてしまう己が怖くて涙がこぼれる。

　すると、実道はようやく口を離した。透、と優しく甘く呼ばれ、指先で涙を拭ぬぐわれる。

　見上げた先にあったのは、端整な面立ちに浮かぶ愛しげな笑みだ。

「悪かった。けど、こうやっておまえのを口で可愛がってやれるんは、僕がいるときだけやろ。おまえが一人でするとき、物足りんて感じてほしいんや。やっぱりどうしても、僕がほしいて思おもてほしい」

「ひ、一人でなんか、しません……」

　ぐずぐずと泣きながら言うと、実道は目を見開いた。

「この二週間、いっぺんもしてへんのか」

「は、はい……、してません……」

「しとうならんかったか？」

「あの、実道様に、抱いていただきたいとは、思いました……。実道様が、恋しかった……。でも、一人では……」

　透、と熱っぽく呼ぶ甘い声。食らいつくように見つめてくる情欲の滲んだ強い瞳。情熱的な愛撫を施す大きな掌や熱い唇、温かく濡れた舌。透をすっぽりと包んでくれるひきしまった胸。体の奥深くまで入り込んでくる猛たけ々だけしい熱の塊かたまり。

　それらがないのに自みずからを慰なぐさめたところで、寂しさがつのるばかりだ。

　本当のことを言っただけだったが、実道は殊こと更さら熱い息を吐き出した。

「そうか……。二週間も抱いてやれんで悪かった」

「そんな……。僕が、欲張りなんです……。あ、ん、こうやって、実道様に……、ぁん、抱いて、いただけるだけで、幸せやのに……」

　言葉が途切れがちになるのは、広げた内うち腿ももに実道が絶え間なく吸いついてくるせいだ。愛しげな接吻は、脚の付け根の敏感な場所にまで施される。

　先ほどまで実道の口に含まれていた性器から蜜みつがあふれ、透は全身を震わせた。甘い声が漏れるのを止められない。

　その様子を間近で見ていた実道が、透、と熱を帯おびた声で呼ぶ。

「僕はほんまは、毎日でもおまえを抱きたいんや。おまえに僕のを飲み込ませて、何も考えられんくらい感じさせて啼なかせたい。僕以外の誰にも見られんように、腕の中に閉じ込めときたい」

　独占欲と情欲を漲みなぎらせた物言いに、息が乱れた。性器だけでなく、既に幾度も実道を受け入れてきた体の奥が、火を灯ともされたかのように熱くなる。

「は、あ、うれし……、嬉しい、です……」

　身み悶もだえながらも正直な気持ちを口にした次の瞬間、両腿の裏を強い力で持ち上げられた。脚を大きく開かれ、膝が敷しき布ふにつくまで折りたたまれる。

　実道を受け入れる場所が外気にさらされるのがはっきりとわかった。早くも期待で綻ほころびかけている蕾つぼみに、強い視線が突き刺さる。

「ああ、もうこんなに動いて……。そないに僕がほしかったんか、透」

　とびきり甘くて獰どう猛もうな問いかけに耳を犯され、透は頭を振った。なんとか止めようとする意志とは反対に、そこはひくひくと蠢うごめく。恥ずかしくてたまらなくて、きつく目を閉じる。

「や、いやっ……」

「僕がほしいないんか？」

「あ、ほし、ほしいです……、けど、僕、こんな……、はしたない……！」

「はしたないことなんかあるか。おまえにも見せてやりたいくらい、健けな気げで可か愛いらしい」

　言うなり、実道は蕾に指を押し入れた。膏こう薬やくを使っているのか、あるいは透の体が既に快楽に蕩とろけているせいか、想像していたよりもずっと滑なめらかに奥まで入ってくる。

「あ、あっ……」

「熱いな……。それに、絡からみついてくる……」

　掠れた声でつぶやきながら、実道は指を動かした。たちまち透が最も感じる場所を見つけ出し、押おし潰つぶすように愛撫する。

　透は高い嬌声をあげて背を反そらせた。初めて指を入れられたときにはあった凄すさまじい圧迫感は、今はもうない。息苦しくはあるが、それよりも与えられる快感の方がずっと強烈だ。宙に浮いた腰が淫らに揺れる。そうして動いたせいで、触れられていないのにすっかり立ち上がった性器が自らの腹に強く擦こすれた。

「あっ、あか、あきません……！　やっ……！」

　勢いよく迸ほとばしったものが己の腹や胸、顎の裏にまで飛び散る。

　が、内部を解ほぐす指の動きは止まらない。くちゅくちゅという卑ひ猥わいな音が耳をつく。

「あっ、あっ、もう……、あ、あんっ」

　絶頂の余よ韻いんに浸ひたる間もなく強烈な快感を続け様に与えられ、嬌声を恥じる理性はもはやなかった。感じすぎて苦しいのに、体はもっとと強ね請だる。

　もっともっと感じさせて。溺おぼれさせて。

　そして今だけでも、近いうちにくる別離を忘れさせて。

「さね、さねみち、さま……、あ、さねみち、さま……」

　嬌声の合間にくり返し名前を呼ぶと、中を思う様蹂じゅう躙りんしていた指が唐突に引き抜かれた。敏感になった体にはそれすらも刺激になって、高い嬌声をあげてしまう。

　失ったものを求めて激しく収しゅう縮しゅくする蕾に耐えかね、透は足指の先で敷布をかき乱した。腰が自然と艶なまめかしくくねる。

「や、いやっ……、なか、あつい……」

　我知らず下半身に伸ばした手を柔らかく振り払われたかと思うと、両脇に腕を入れられ、強い力で抱き上げられた。

　突然の体勢の変化に、あぁ、とまた声が漏れる。のけぞった体はしかし、実道の腕に引き戻された。

「あっ、やぁっ……！」

「僕にしがみつけ、透」

　優しげでありながら情欲を滲ませた声で命じられ、透は考えるより先に目の前にある実道の首筋にしがみついた。支えてもらっているとはいえ、体が宙に浮いたままでは心こころ許もとない。実道の体を挟むようにしてどうにか膝を立てる。

　それを待っていたかのように、実道の手が脇腹から尻へと移動した。小ぶりの双ふたつの丘を熱い掌が割り広げる。

「入れるぞ」

　低く掠れた声で言うなり、露わになった谷間に猛たけったものが押し当てられた。それは間を置かずに透の中へ入ってくる。

「は、はあ、あ、あ」

　下から入れられる初めての体勢にどうしていいかわかなくて、透はただ実道にしがみついた。

　実道が尻を支えてくれていたため、挿入はいつになくゆっくりと行われる。緩かん慢まんな動きのせいか、あるいはいつもと角度が異なるせいか、実道の劣情がより大きく太く感じられた。

　熱く蕩けた場所を押し開かれる強烈な快感、そしてまたしても高ぶってきた己の性器が実道の硬い腹に擦れる感触に、すすり泣く。

「あ、あか……！　さねみちさまの、おなかが……、ぼくので、よごれて……！」

「そんなん、気にするな。少しも汚れてなんか、いてへん。おまえは、どこもかしこも、きれいや」

　実道が荒い息を吐きながらも、うっとり答える。

　そうこうしているうちに、尻に強こわい茂みの感触があたった。ようやく侵入が止まる。

　実道が熱いため息を落とした。

「ちゃんと、全部、入ったぞ……」

　つながった部分を指先で愛撫され、や！　と透は掠れた嬌声をあげた。声を出したせいで、腹の中で力強く脈打っている実道を否いやが応おうにも意識させられる。

　ああ、僕の中に実道様がおられる。

　体の奥深くまで隙間なく、愛しい人で満たされている。

　そう思っただけで、痺れるような快感が背筋を貫つらぬいた。実道を包み込んでいる内ない壁へきが淫らにうねる。同時に、実道の腹に擦られて限界近くまで膨ふくらんだ性器から、とろとろと蜜がこぼれ落ちた。

「く、う……」

　低くうなった実道は、透の尻をつかんでいた掌に力をこめた。それがまた刺激になり、腰がおのずと動き出す。
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「さね、さねみち、さま、あ、ぁんっ」

「透、透……！」

　下から激しく突き上げられ、透は身も世もなく乱れた。つながった場所からあふれる粘ねん着ちゃく質しつな水音と、ベッドがきしきしと揺れる音、実道の嵐のような息遣い、そして己の色めいた嬌声がひとつになって室内に行き渡り、部屋中が淫靡な空気で満たされる。

「あっ、あっ、ひ、ぁあん！」

　張りつめていた性器に軽く触れられただけで、透は達した。初めてのときに比べれば我慢できるようになったが、実道より圧倒的に早く極きわまってしまう。

　しかし二度目の絶頂と同じく、射精の快感に浸っている暇はなかった。実道はまだ圧倒的な質量と熱を保たもっており、透の中を激しい動きで犯し続けていたからだ。

「おまえは、僕のや、透……。僕だけのもんや……！」

　透は感じたままの声をあげて身み悶もだえた。あまりに強い快感に意識を失いかけ、しかしまた快感によって覚かく醒せいさせられる。己の放ったものと滴したたる汗で、どこもかしこもどろどろだ。

「はぁっ、あ、は、も、あぁ……！」

　意識しないうちに受け入れた熱の塊を締めつけると、く、と実道が喉を鳴らした。

　刹せつ那な、体の奥で実道が絶頂を迎える。

「あっ、あ、ん」

　勢いよく迸ったものでたっぷりと潤うるおされる感覚に、透は幾度も嬌声をあげた。実道にだけ許した体の奥深い場所を、実道のもので満たされるこの瞬間の喜びは、また格別だ。

　僕の体と心は全部、実道様のものや。

　くたりと目の前にある逞たくましい体に上半身を預けると、実道が熱いため息を落とした。

「透……」

　愛しげに呼んだ唇が首筋に口づけてくる。ちゅ、ちゅ、と密ひそやかだが淫靡な音が聞こえてきて、あ、あ、と透は甘い声をあげた。

「さねみちさま……」

　まだ整わない息の合間を縫ぬって掠かすれた声で呼ぶと、体内に留とどまったままだった実道の劣情が再び力を取り戻すのがわかった。

「あぁっ……」

　堪えきれずに嬌声をあげた透の腰に腕をまわした実道は、華奢な体をしっかり支え、つながったままベッドに横たえた。実道が放ったもので潤ったそこが、ぐちゅ、と卑猥な音をたてる。

「あ、あん」

「もう一回、してもええか？」

　色めいた声をあげてしまった透の頰を撫でながら、実道が優しく尋ねてくる。しかし見下ろしてくる獰猛な視線は、獲え物ものを前にした肉食獣のそれだ。

　僕をほしがってくれてはる。

　背筋に甘い痺れが走ると同時に、実道を受け入れた場所が無意識のうちにきつく締まる。

「んっ、あぁ……！」

　透はまた艶めいた嬌声をあげた。一瞬息をつめた後、熱いため息を吐き出した実道をひしと見上げる。

「して……、してください……。もっと、して、ほしいです……」

　震える唇を懸命に動かして答えると、透、と低い声で呼ばれた。間を置かず、実道の熱が再び激しく動き出す。

　透は実道が与えてくれる至し上じょうの快楽に溺れた。










　ふ、と意識が浮上して、透は腫はれぼったくなった瞼まぶたを持ち上げた。視界に飛び込んできたのは高い天井である。使用人の部屋のそれとは違う。

　ああ、僕、また気を失うしのうてしもたんや……。

　ベッドに横たえられ、たっぷりと時間をかけて責められた。自身が何度いったかは覚えていないが、実道が放ったものは二度受けとめた。あまりに感じすぎて、泣きながらひっきりなしに嬌声をあげ続けた後の記憶がない。

　実道の劣情を包み込んで愛撫していた場所は、まだひどく熱をもっている。全身がだるくて重いが、幾度も達してどろどろになっていた体はさっぱりしていた。敷布も着物も新しいものに替えられている。実道が処理をしてくれたようだ。

　しかしその実道はベッドの上にいない。

　どこへ行かはったんやろ。

　急に不安になって、透は視線をめぐらせた。

　実道は窓辺に立っていた。着物を羽は織おった立ち姿は色めいている一方で、凜々しく美しい。

　思わずほっとつきそうになった息を、透は飲み込んだ。

　整った横顔は憂うれいを帯びていた。寂しそうにも辛つらそうにも、苦しそうにも見える。情人とたっぷり睦み合った後とは思えない、厳しい顔つきだ。実道は小一森家にやってきたときから、時折こうした顔をする。

　祖父の正体がわからない環境で育ったからか。あるいは両親を疫病で亡くした後、裕ゆう福ふくとはいえ心の通わない親戚の下もとで暮らしたせいか。それとも他に理由があるのか。とまれ実道の中には寂しい影が存在する。

　その影は透と恋仲になってからも、ふとした瞬間に顔を出す。消して差し上げたいという思いとは裏腹に、実道との距離が縮ちぢまれば縮まるほど、影の存在の大きさを実感させられる。

　僕では消して差し上げられへんのやろか……。

　唇を嚙みしめたそのとき、ふと実道が顔を上げた。透が目を覚ましていることに気付いて頰を緩める。

「起きたか」

「はい、申し訳ありません……」

　応じた声は散さん々ざん喘あえいだせいで、甘く掠れた。赤面しながらも起き上がろうとすると、実道がベッドに駆け寄ってくる。

「しんどいやろ。まだ起きるな」

　柔らかく肩を押され、ベッドに戻された。実道はそのまま透の脇に腰を下ろし、手の甲で透の頰を優しく撫でる。

「おまえがあんまり可か愛いらしいて色っぽいさかい、手加減できんかった。この前も同じことして謝ったのに、結局また無茶させてしもたな。悪かった」

「いえ、そんな……。抱いていただけて、嬉しかったです」

　慈いつくしむような愛撫が嬉しくて、透は自ら実道の手に頰をすり寄せた。

　実道は愛しげに目を細め、こら、と柔らかく叱る。

「僕がおまえを抱きたいから抱いたんや。抱いていただくて言い方はするな」

「でも……」

「僕が悲しいなるからするな。ええな？」

　大きな掌で透の頰を包み、覗き込んできた実道は眉を寄せていた。本当に悲しげな表情に胸が痛んで、はいと頷く。実道はほっと息をついて安あん堵どの笑みを浮かべた。

　僕なんかの返事で、こんなに安心してくれはる……。

　幸せなのにひどく切なくて、胸が痛む。

「さっき杉尾さんに昼食を運んでもろたんや。もう少し休んだら食べような」

「はい、ありがとうございます。あの、実道様はもう召し上がったんですか？」

「いや、まだや。透と一緒に食べる」

「え、そんな。先に召し上がってください」

「嫌や」

　子供のような物言いだったが、声こわ音ねは愛しい者を甘やかす大人の男のそれだ。見下ろしてくる眼まな差ざしもとびきり甘い。

「一人で食べるより、おまえと食べた方が旨うまいからな」

　はい、と透は頰を染めて小さく頷いた。

　嬉しいけど恥ずかしい……。

　本当は、使用人は決して主人と一緒に食事をとらない。しかしつい半年ほど前まで平民として暮らしてきたせいか、あるいは透だけが特別なのか。床とこを共にした後の実道は、平気で一緒に飲み食いする。が、透は恐れ多いと感じるし、羞恥を覚える。

　実道様は僕のたった一人の愛しい方やけど、やっぱりご主人様でもあるから。

　いずれは、ただ実道に仕えるだけの使用人に戻るのだ。恐れ多いと感じる心は残っていた方がいい。

　ズキリとまた胸が痛んで、思わず眉を寄せる。それをごまかすために軽く咳せき払ばらいをすると、実道はベッドの脇わきにある台の上のグラスを手にとった。

「喉渇かわいたやろ。水飲むか」

「あ、はい。申し訳ありません」

　起こそうとした体を、柔らかくベッドに押し戻される。

「実道様？」

　どうしたのかと呼んだ透の目の前で、実道は水を口に含んだ。

　実道様も喉が渇いてはったんか。

　そう思って、男らしく突き出た喉仏にぼんやり見惚れていると、あっという間に実道の端整な面立ちが眼前に迫せまった。唇が斜めに重なり、少しずつ水が流し込まれる。

「……っ、ん」

　透は素直に水を飲んだ。実道の唇の柔らかな感触と、口内を満たす冷たい液体が、火ほ照てった体にひどく気持ちがいい。

　ゆっくり唇が離れ、あ、と透は微かすかな声をあげた。実道の口づけも水も、まだ足りなかったのだ。透の気持ちを察したのか、実道は悪戯な笑みを浮かべる。

「もっとほしいか？」

「っ……、はい……」

「ほしいんは水か？　それとも僕か」

「……ど、どっちも……。水も、実道様も、ほしい、です……」

　今は快感で我を忘れているわけではない。にもかかわらず、情事の最中にしてくださいと交わりを乞こうたときと同じように浅ましい欲に逆らいきれず、透は羞恥に震える声で強ね請だった。

　すると実道は、なぜか痛みを堪えるようにきつく眉を寄せた。が、すぐにグラスをあおり、些いささか強引に口づけてくる。

　透が注がれた水を全て飲み終えても、実道の唇はしばらく離れなかった。










　地面から顔を出している細かな雑草を、透とおるは丁てい寧ねいに取り除いた。夏の間は取っても取っても次々に生えてきた草も勢いを失ったようだ。麦わら帽子のつばの向こうに広がる空は、晴天だった朝とは打って変わって薄い雲に覆おおわれている。そのせいか、余計に緑がくすんで見えた。

　柘ざく榴ろはとうに橙だいだいの花を散らし、たわわに実った果実も収しゅう穫かくを終えた。八月に咲いた萩はぎの花は、今まさに終わりを迎えようとしている。かわりに実をつけ始めたのは棗なつめだ。春に実さね道みちと一緒に植えた紅あか紫むらさきの山茶花さざんかも順調に根を張り、小さな蕾つぼみをつけつつある。和洋折せっ衷ちゅうな小こ一いち森もり家の庭にも、秋の訪おとずれは顕けん著ちょだ。

　実道は今日、柔じゅう術じゅつの道場には寄らず、講義が終わったらすぐに帰ると言っていた。それもこれも、透を気遣ってのことである。

　体をつないだ翌日の実道は、ひどく心配性になる。できるだけ力仕事はするな、庭の仕事もするなと言う。実際、実道とたっぷり睦むつみ合あった証あかしである甘い痛みや痺しびれは日を跨またいでも消えるものではなく、どうしても動作が緩かん慢まんになってしまう。

　時間に余裕を持たせるため、透がいつもより早く起きて玄関の掃除をしているのを知ったとき、実道は僕がかわりに掃除をすると言い出した。本気でやるつもりだとわかって、透は慌てて首を横に振った。

　掃除は私の仕事です。早起きするくらい、何ともありません。

　すると実道は心配そうな、それでいて心底困った顔をした。

　ほんまは、おまえを抱くんをやめるんが一番ええんやろうけどな。

　え、と思わず声をあげた透の額ひたいに、実道は口づけをくれた。

　そんな顔するな。僕がおまえを抱かんといられるわけがないやろ。これでもかなり我慢してるんや。おまえには辛つらい思いをさせてまうけど、堪かん忍にんしてくれ。

　いえ、そんな、少しも辛いことありません。

　頰を染めて応じた言葉は本心だった。愛いとしい人と肌を合わせることで得られる幸福感と、痺れるような快感を知った今、抱いてもらえないのは何より辛い。

　僕はどこまでも卑いやしいて浅ましい。

「ああ、山茶花に蕾がついてきたな。棗の実ぃも生なってきた。秋やなあ」

　穏やかな声がして、草むしりに集中していた透はハッと顔を上げた。光みつ範のりがゆっくりと歩み寄ってくる。透は慌てて立ち上がった。

「すみません、旦那様。気付きませんで」

「かまわんかまわん。私こそ邪魔して悪かったな。作業続けて」

　はいと頷き、透は再びしゃがみ込んだ。

　旦那様、お顔の色が随分と良うならはった。

　光範は体が弱く、寝たり起きたりの生活だったが、偽にせの跡取り騒動を経へて実道を正式に次期当主にすると決めてからは、体調が良いようだ。細々と続けてきた大学の講師の仕事も、以前よりたくさん受けている。

　ほんまにご安心なさったんやろう。

　今現在の華か族ぞく令れいでは、女じょ系けいの跡取りは認められない。娘一人しか恵まれず、その娘も平民に嫁とつぎ、奥方もとうに亡くした光範は、爵しゃく位い返へん上じょうもやむなしと考えていたようだ。実道という立派な跡取りを迎えたことが、当主の体と心に安あん寧ねいをもたらしたのは間違いない。

　その大切な次期当主様を、僕は汚けがしてしもた……。

　黙って庭を眺める光範を、透はそっと見上げた。光範には少しも威い張ばったところがなく、透たち使用人のことも優しく気遣ってくれる。両親と姉を亡くしてから今日まで、どれだけ助けられ、支えられたかわからない。

　それやのに僕は、恩を仇あだで返すような真ま似ねをして……。

　鉛なまりを飲んだような重く冷たい心地がして、息苦しくなる。

　本当なら叱しっ責せきされ、引き離されてもおかしくない。それなのに、光範は実道との関係を黙もく認にんしてくれているばかりか、変わらず優しく接してくれる。そのことがまた苦しい。

「今年もしまが作ってくれる棗の甘かん露ろ煮にがたくさん食べられそうやなあ」

　穏やかに話しかけられ、はい、と透は慌てて返事をした。庭に生なる棗を甘露煮にするのが、しまの毎年の恒こう例れい行事だ。

「楽しみです」

「私も楽しみや。今年は富ふ貴き子こだけやのうて、作さく兵べ衛えの家にもお裾すそ分わけしてやろう」

　富貴子は光範の一ひと粒つぶ種だねの名だ。作兵衛というのは、透の前に屋敷や庭の手入れをしていた使用人である。腰を悪くして引退し、今は娘と一緒に暮らしている。

「私、富貴子様と作兵衛さんにお届けします」

　応じつつも、透は光範の目を見ることができなかった。

　今だけでなく、このところずっと透が視線を合わせないと気付いているだろうに、光範はただ穏やかに微笑ほほえむ。

「頼むな。今年は杉すぎ尾おもジャムを作る言うて張り切ってたさかい、それも届けてやってくれ」

「ジャムて、手作りできるんですか？」

「できるらしい。ただ、ジャムを作るためには大量の砂糖がいるそうや。今年は砂糖をたくさん買えたみたいやからな」

　若い頃に西洋料理を学んだ杉尾は珍しい調理方法をたくさん知っているが、実道がやって来るまでは貧しさ故ゆえに、その腕が存分に振るわれる機会は少なかった。しかし現在の小一森家には、実道の親戚である梶かじ浦うらからの援助がある。おかげで暮らしは豊かになった。

　最近の実道様は、梶浦様の援助を快こころよう思おもてはらへんみたいやけど……。

　両親を亡くした後、世話になった親戚とはいえ、梶浦と実道の間に温かな情がないことは、傍はたで見ていればわかる。

　しかしそもそも梶浦の援助を固こ辞じした古ふる川かわを、僕が世話になる分やから受け取ってくれと説とき伏ふせたのは実道だ。今になってなぜ不快に思うのか。

　実道様のお心には、まだまだ僕にはわからんことがたくさんある。

　正直に言うと寂しい。いっそ全てをさらけ出してほしいと思う。

　一方で、実道に生しょう涯がい仕つかえることはできても、伴はん侶りょとして寄り添えるわけではない自分がそんなことを望むのは、恐れ多いとも思う。

「最近の実道は心身共に満たされてるみたいやな。勉学も捗はかどっているみたいや」

　ちょうど実道のことを考えていたので、ドキリと心臓が跳ねた。

「おまえが側そばにいてくれてるからや、透」

　厭いや味みでも何でもない優しい口調に、跳はねたばかりの心臓が痛む。

「そんな、申し訳ありません……」

「何で謝るんや。おまえは何も悪いことはしてへん。これからも実道をよろしく頼むな」

「旦那様……」

　どう答えていいかわからなくて途方に暮れていると、透ちゃん、と呼ぶ声がした。

　裏の出入り口から出てきたのは、ふっくりとした体を着物に包んだ中年の女性だ。小一森家唯ゆい一いつの女中、しまである。

「旦那様、こちらにおられたんですか。寒さむなってきましたよって中へお入りください」

　しまの言うように、吹きつけてきた風はひんやりしていた。薄かった雲はいつのまにか分厚くなり、ゴロゴロと遠くで雷が鳴っている。一雨くるようだ。

「それから透ちゃん、実道様に傘かさを届けてくれへんやろか。今朝ええ天気やったさかい、持っていかはらへんかったやろ。どうも通り雨では済まへん感じやよって」

「はい。わかりました」

　胸の高鳴りを光範としまに悟さとられないよう、透はできる限り静かな口調で答えた。実道に早く会えるというだけで、どうしようもなく心が浮き立つ。

　ああ、僕はまたこんな、浅ましい……。

　罪悪感と歓喜の板いた挟ばさみになっていると、透、と光範に優しく呼ばれた。

「気を付けて行ってきなさい」

「はい……」

　応じた声は力なく掠かすれた。










　小一森の屋敷から京都帝国大学の法科大学まで、実道は路面電車で通かよっている。透も路面電車に乗って大学へ向かった。

　門の前で実道を待つことにした透は、学生帽越しに天を見上げた。雨はまだ降り出していないものの、鈍にび色いろの空は今にも泣き出しそうだ。風も冷たさと勢いを増している。

　傘、お持ちしてよかった。

　自分が差す和わ傘がさと実道の洋傘を、改めてそろえて持ち直したそのとき、君、とふいに声をかけられた。

　振り向いた先にいたのは、がっちりとした体格を着物と袴はかまで包んだ男だった。学生帽は帝大のものだ。帝大生といえども、皆が夏用のシャツとズボンを持っているわけではない。ほとんどの者が冬用の学生服しか持っておらず、夏場は着物ですごすのだ。

「誰かを待ってるんか？」

「はい。私は小一森子し爵しゃくにお仕えする者です。小一森実道様に傘をお届けにあがりました」

　帽子をとって応じると、そうか、と男は頷いた。

「今いま村むら……、いや、今は小一森やったな。奴と俺は同じ道場で鍛きたえてる同どう門もんや」

　いまむら、と透は心の内でくり返した。初めて聞く苗みょう字じだ。梶浦とは養子縁組をしていたわけではなさそうだから、引き取られる前の苗字のままでいたのかもしれない。

　実道様は、前は今村実道様やったんや。

　小一森に来る前の実道のことが少しだけわかって、じわりと胸が熱くなる。

　そういうたら僕、実道様がお小さい頃のこと何も知らん。

　疫えき病びょうで亡くなったという両親をはじめ、祖母についても実道はなぜか語らない。

「小一森は昼に外へ出たきり戻ってきてへんぞ」

　太い眉を寄せた男に、え、と透は思わず声をあげた。

「どこへ行かれたかご存じありませんか？」

「いや、わからん。ちょうど弁当を食い終わった頃に梶浦とかいう親戚を名乗る男が来て、馬車でどこかへ行ってしもた。午後の講義には間に合うように戻ってくるて言うてたのに、出てったきりや」

「梶浦様が……」

　梶浦の立派な口くち髭ひげと尖とがった鷲わし鼻ばなを思い出し、苦にがいものが込み上げてきた。どこが、と問われると困るのだが、透は梶浦が怖い。なぜか関わりたくないと思ってしまう。

「あの、梶浦様は大学によう訪ねてこられるんですか？」

「いや。俺は初めてお見かけした」

「梶浦様は、どんなご様子でしたか」

「特に慌ててる様子はなかったけど、不機嫌そうやった。小一森も負けへんぐらい不機嫌やったさかい、お互い様やけどな」

　何やろう、急な用事でもあったんやろか。

　偽の跡取り騒動があった後も、梶浦は月に一度は小一森を訪たずねてくる。光範や古川と会った後、必ず実道とも顔を合わせて帰るから、用事があるのなら、そのときに話せばいい。

　透が不安げな表情になったのを見てとったのだろう、男は気遣うように尋ねてきた。

「小一森から連絡はなかったんか」

「はい、私がお屋敷を出たときは何も……」

「そうか。どこへ行ってしもたんやろな」

　もし急用があったとしても、実道はもう小一森家の人だ。光範や古川にも知らせがあって当然だが、誰も何も言っていなかった。

　けど、実道様はご学がく友ゆうに午後には戻るて言わはったんや。

「あの、私、もう少し待ってみます。ご親切にお声をかけてくださってありがとうございました」

　頭を下げた透を、男はなぜかまじまじと見つめた。

　透もつられて自分の服装を見下ろす。中学のときにかぶっていた学生帽に着物、股もも引ひき、下げ駄たという格かっ好こうだ。屋敷を出るときに股引についていた草を払ったが、取り切れていなかったかもしれない。

　焦あせって股引だけでなく袖そでの辺りにも目を配っていると、唐突に男が口を開いた。

「ひょっとして君は透君か」

「あ、はい。室むろ田た透です」

「やっぱりそうか。なるほど、小一森が変わるわけや」

　感心したような物言いの理由がわからなくて首を傾かしげると、男は快かい活かつに笑った。

「俺は是これ沢さわ昭あき彦ひこ。小一森と同じ法科大学の学生や。小一森の親友、て言いたいとこやけど、奴は全力で否定するやろうから好こう敵てき手しゅて言うておく。ちなみにこの前の柔術の試合で、俺は小一森に勝った」

　分ぶ厚あつい胸を張った男──是沢に、はあと頷く。あまり自分のことを話さない実道だが、大学の同級生にさる大だい名みょう家けの家か老ろうだった士し族ぞくの出で、やたら暑苦しい男がいると言っていた気がする。きっと是沢を指していたのだろう。ぞんざいな言い方から逆に、二人がざっくばらんな友人関係にあるとわかって、微笑ましいような羨うらやましいような気持ちになった。

「君が透君やったら、放っとくわけにはいかんな。構内を案内しよう」

「いえ、そんな」

「遠慮はいらん。さあさあ」

　背中を押されて歩き出した足を止めるように、是沢！　と呼ぶ声が聞こえてきた。

　振り返った先にいたのは実道だ。白いシャツとズボンが、スラリと伸びた長身によく映はえている。

「何をやってるんや。透、こっちへ来い」

　ぐいと強く腕をひかれ、透は実道にぶつかるようにして抱きとめられた。

「さ、実道様」

　ここは外だ。通りを行きかう人だけでなく、門を出入りする学生たちも多い。慌てて離れようとするが、実道はしっかり透の肩を抱く。

　その様子を見ていた是沢は、にやりと笑った。

「俺は何もしてへん。透君がわざわざ傘を届けに来てくれたのにおまえがいてへんから、ちょっと構内を案内しよう思おもただけや」

「ほんまか？」

　実道は是沢にではなく、透に尋ねる。

　肩を抱かれたままでいることが恥ずかしくて真っ赤になりながらも、透は大きく頷いた。

「はい、ほんまです。私がここで実道様をお待ちしてたとこへ、是沢様がお声をかけてくれはったんです。実道様は昼に大学を出たきり戻ってこられてへんて教えてくれはりました」

「ほれみぃ、俺が嘘をつくわけがないやろう。そもそも、俺が透君にどんな悪さをするっちゅうんや」

　是沢が威張って答えたそのとき、ぽつ、と地面に水滴が落ちた。ぽつぽつと続けて空から雨粒が降ってくる。

　透は慌てて実道に洋傘を差し出した。

「実道様、これを。是沢様、使用人の物で申し訳ないんですけど、どうぞお使いください」

　自分がさすために持っていた和傘を差し出すと、是沢は目を丸くして首を横に振った。

「いやいや、それやと透君が濡れてしまうやろ」

「私は濡れてもかまいませんので」

「ええわけあるか。こないに冷たい秋の雨に濡れたら体に悪い」

　すかさず否定したのは実道だった。洋傘を素早く広げ、再び透を抱き寄せる。

「是沢、それはおまえが使え。透は僕と一緒に帰るから平気や」

「実道様、私は大丈夫ですから。あの、どこかで雨宿りでもして、それから戻ります」

　幼い子供や老人ならともかく、良い年をした男の使用人が主人とひとつの傘に入るなんて許されない。実道に妙な噂が立っては困る。

　なんとか逃のがれようとするものの、実道の鍛きたえられた体はびくともしなかった。

「何を言うてるんや。同じとこへ帰るんやから、一緒に帰ったらええやろ」

「でも……」

　真っ赤になった透は、和傘をさした是沢の視線を感じた。

　ああ、是沢様が変に思てはる。

　その是沢は何を思ったのか、お、とふいに声をあげた。門から出てきた袴に下げ駄たの男に、高たか橋はし、と声をかける。大きな和傘をさした男が立ち止まったのを確認してから、是沢はこちらに向き直った。

「あの男と俺は同じ家に下宿してるんや。奴に入れてもらうわ。透君、ありがとう。小一森をよろしく。小一森、また明日」

　一息にそこまで言うと、是沢は透の手をとって傘の柄えを握らせた。そして雨の中、高橋に向かって駆け出す。

　おい、なんだ是沢、あっちへ行け。どうせ同じとこへ帰るんや、入れろ。喧けん々けん囂ごう々ごうと言い合い、揉もみ合あいながらも並んで歩み去っていく二人を、半なかば啞あ然ぜんとして見送る。

「あいつ……」

　実道の苦々しいつぶやきをかき消すように、ざああ！　と急に雨が強くなった。

　我に返った透は、慌てて和傘を掲かかげた。そして肩を抱いたままの実道の手にそっと触れる。
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「あの、実道様、お手を……」

「僕と一緒の傘に入るんは嫌か」

　珍しく不機嫌な物言いに、そんな！　と慌てて首を横に振る。

「私は使用人ですから、実道様と同じ傘に入るわけにはまいりません」

「外から見たらそんなんわからんやろ」

「実道様のお召めし物ものと私の恰かっ好こうを見たら、すぐにわかります」

　ある程度裕福な家の出である帝大生ですら、実道のように上から下まで洋服で身を包んでいる者は少ないのだ。そんな珍しい洋装の男と、着物を尻しり端ば折しょりにして股引を穿はいた典型的な労働者の恰好をした男が、対等な関係であるはずがない。

「実道様は、小一森家の跡取りでいらっしゃいますから……」

　意識しないうちに声が震えてしまい、透はうつむいた。自分と実道は、あくまで主人と使用人なのだ。実道の部屋で二人きりですごすときは、罪悪感を覚えながらも食事を共にすることができるが、外にいる今は、ひとつの傘に入ることなど絶対に許されない。

　肩を抱く実道の手に、一瞬ぎゅっと力がこもった。

「……僕は、ほんまは跡取りなんかやない」

　低く掠れた、苦しそうな声が聞こえてくる。

「実道様……？」

　どうしたのかと呼ぶと、実道は目を伏せた。

　そこに暗い影を見つけて息を飲んでいる間に、肩からそっと手が離れ、間を置かずに体も離れる。

　和傘を傾けたままだったので、たちまち激しい雨が降ふり注そそいだが、それよりも実道との間に空いた距離が気になった。

　主人と使用人らしく離れてほしいと言ったのだから、これでいい。

　そやけどなんでか、凄く遠くに離れてしまわはった気がする。

　それに実道様、お辛そうや。

「おい透。何をやってるんや、傘をさせ」

　慌てたように実道の腕が伸びてきて、和傘をしっかりと立ててくれた。しかし雨が遮さえぎられると、実道はまた離れていく。

　思わずひしと見上げると、実道は悪いた戯ずらっぽく微笑んだ。

「我わが儘まま言うて悪かった。傘、持ってきてくれてありがとうな。そしたら帰ろか」

「はい……」

　透は歩き出した実道の後に続いた。透を気遣ってだろう、実道は常よりゆっくりと歩いてくれる。にもかかわらず、目の前を歩く実道の背中がやはり遠くに感じられ、透は必死で足を動かした。

　そういえば、梶浦がどんな用事で訪ねてきたのか聞いていない。先ほど実道の端整な面立ちに暗い影が差したのは、梶浦に何か言われたことが原因だろうか。










　実道と連れ立って屋敷に戻った透は、杉尾が夕食を作るのを手伝った。梶浦から連絡はなかったか杉尾としまに尋ねたが、答えは否いなだった。

　実道様だけに何かを話さはったんや。

　屋敷に戻ってからの実道はいつも通りだった。光範や古川を前にしても怯ひるむことはなかったし、しまや杉尾にも笑顔を見せていた。注意深く見ていたが、傘の下で過よぎった暗い影は一度も表に出てこなかった。

　風呂や着替えの世話をする透に対しても、実道はいつも通り優しかった。ありがとうと礼を言ってくれたし、雨の中歩いたから冷えただろうと気遣ってもくれた。

　けど、やっぱり何か違う気ぃする……。

　勘としか言いようのない感覚だった。今、実道に一番近いところにいるのは、恐らく透だ。だからこそわかる。

　夜がふけ、透は日課に従したがって実道の部屋へ向かった。遅くまで勉学に励はげむ実道に夜食を差し入れるのだ。杉尾が作った大きな握にぎり飯めしと茶を載せたトレイを手に、ゆっくりと歩く。

　何があったんか、直接お尋ねしてみよう。

　聞いたところで透にはどうすることもできないだろうが、一人で抱え込んでいるよりは良いのではないか。

　静かに扉を叩くと、はい、と返答があった。

「透です、お夜食をお持ちしました」

「ああ、ありがとう。入ってくれ」

　失礼いたします、と声をかけて扉を開ける。

　実道は机に向かっていた。ひきしまった体に風呂あがりの浴衣ゆかたを纏まとった姿は、何度見ても凜り々りしくて色っぽい。

　見み惚とれそうになる視線を引き離した透は、机の上にたくさんの本が積み上げられていることに気付いた。

「あの、こちらに置きましょうか」

　ベッドの脇わきにある台に目を向けると、いや、と実道は首を横に振った。

「こっちへ持ってきてくれ」

　はいと頷いた透は、実道が本を退どけてくれた場所に握り飯が載った皿と湯ゆ呑のみを置いた。役目を終えた手を、ふいに実道につかまれる。

　珍しいことではない。部屋で二人きりになり、なおかつ透に急ぎの用事がないとき、実道は必ずといっていいほど透に触れる。そうして髪や手や頰に、戯たわむれのような愛撫を施ほどこすのだ。

　指の関節に口づけられ、透は小さく震えた。

「っ、実道様、おやめください……」

「何でや」

「私の手ぇ、荒れてますから……。かさかさして、痛いでしょう」

「全然痛いことない。細うて白うて、きれいな指や」

　ちゅ、と音をたてて指の関節を吸われ、びくびくと体が跳ねる。体の端々にまだくすぶっている昨日の快感の名な残ごりに、火がつきそうになる。実道の柔らかな吐息にすら感じてしまって、透は羞しゅう恥ちに頰を染めた。

「実道様」

　咎とがめる意味を込めて呼んだが、実道は口づけをやめない。

　やっぱり実道様、おかしい。

　戯れの愛撫は、あくまでも情じょう人じんの間で行われる遊びごとだった。こんな風に情欲を煽あおるやり方をされたことはない。

「あ、ど、どうかなさったんですか？」

「どうもしてへん」

「でも、今日……、ん、梶浦様と会われたて聞きました……」

　吐息まじりに言うと、ようやく実道の唇が指から離れた。

「是沢から聞いたんか」

「はい……。梶浦様が凄すごく不機嫌やったて、言うてはりましたけど、何かあったんですか？」

　透の問いかけに答えず、実道は整った眉を寄せた。すっきりとした形の良い唇も引き結ばれる。

　何かに耐えるような苦しそうな表情に、透は胸をつかれた。

「あの、僕にできることがあったら言うてください。何でもしますから」

　嘘偽いつわりのない本心を口にする。

　すると実道は透の手を握ったまま、まっすぐに見上げてきた。

「そしたら、僕と一緒の傘に入れ」

「え……？　でも、それは……」

「僕が小一森の跡取りで、おまえは使用人やから無理、か」

　なぜか自じ嘲ちょうする口調で言った実道は、横を向くと同時に透の手を放した。支えを失った手が、だらりと脇に落ちる。

　ああ、また実道様が遠い。

　手を伸ばせばすぐ触れられる距離にいるのに、永遠に触れられないところへ行ってしまったような気がして、透は焦あせった。

「あの、実道様、僕にできることは限られてますけど、ほんまに何でもしますから。それに、旦那様かて力になってくれはります。実道様は、旦那様の大事な甥おい御ごさんですから」

　実道は正式に小一森の養子となった。だからここは「大事な跡取り」と言うべきだったかもしれない。が、透は敢あえて甥という言葉を使った。実道が跡取りという言葉を否定的に捉とらえている気がしたからだ。

　しかし実道の纏う空気が和やわらぐことはなかった。それどころか、ますます重く冷たくなってしまう。

「実道様……？」

　甥という言い方が気に障さわったのだろうか。

　不安になって呼ぶと、実道は小さく息を吐いた。こちらに向き直り、微笑む。

「何でもない。大丈夫や。心配かけて悪かったな」

　実道が無理をしているように思えて、透は笑顔になれなかった。

　眉を寄せている透に気付いた実道は、頷いてみせてくれる。

「ほんまに、伯お父じ上うえにご相談するようなことやないんや。大丈夫やから心配するな」

　軽く腕に触れられて、透はようやくはいと返事をした。ズキリと胸が痛む。

　結局、梶浦様と何を話したかは教えていただけへんのや……。

　実道の深いところまで踏み込むことは許してもらえていない。その事実がどうしようもなく辛く、歯がゆかった。










「どうしたんや、透とおる」

　ふいに声をかけられ、え、と透は声をあげた。目の前にコック服を着た小太りの男、杉すぎ尾おが立っている。

「どうて、何がですか」

「さっきからため息ばっかりついてるぞ」

「そうでしたか？」

「そうや」

　心配そうに眉を寄せた杉尾は、透の横にある椅子に腰かけた。そして透が皮をむいた馬ば鈴れい薯しょを手にとる。

「おお、きれいにむけたな。透は手先が器用やからコックに向いてるぞ」

　ニコニコと笑う杉尾が元気づけようとしてくれているのがわかって、透は申し訳ない気持ちになった。普段通りに振る舞っているつもりだったのに、知らないうちに本心が出てしまっていたらしい。

「すんません、杉尾さん」

「うん？　何がや。こっちこそようけ手て伝つどうてもろてすんませんや。実さね道みち様がたくさんお食べになるんはもちろん、嬉しいことに最近は旦那様もよう召し上がるさかい、前より時間がかかるようになったよって。下ごしらえが早はようできて助かるわ」

　ふいに出てきた実道の名前に胸が痛んだのを押し隠し、透はただ微笑ほほえんだ。

　実道が梶かじ浦うらと会っていた日から五日が経たった。その間、梶浦が小こ一いち森もり家に何かを言ってくることはなかったし、実道が光みつ範のりに相談した様子もなかった。表面上はいつも通りの日常である。

　が、ひとつだけ変わったことがある。実道が触れてこなくなったのだ。二人きりの部屋で距離が近くなっても、指先にすら触らない。

　もっとも、冷たくされるわけではない。話しかければ答えてくれるし、労ねぎらいの言葉もくれる。が、触れられないだけでなく、視線が合ってもすぐにそらされてしまう。透には、実道ができる限り遠ざかろうとしているように感じられた。

　跡取り騒動が持ち上がったときも目を合わせてくれなくなったが、あのときは実道への恋心に気付かれたせいか、もしくは信頼を得られていなかったせいだと思った。

　しかし今は、避さけられる理由が思い当たらない。

　──いや、思い当たらんなんて嘘や。

　理由ならある。恐らく実道は、次期当主としての自覚を持ったのだ。汚お点てんにしかならない男の使用人との関係を、そろそろ終わりにしようと考えても不思議はない。

　もしかしたら梶浦に透との関係を察知され、一刻も早く清算するようにと忠告されたのかもしれなかった。そう考えれば、わざわざ大学にいる実道を訪たずねてきた梶浦が不機嫌だったのも、透に強要などしたことがない実道が一緒の傘に入るように強く言ってきたのも、その後、遠くに感じられたのも納得がいく。

　いつかこんな日がくるとわかっていた。覚悟していたつもりだった。

　けど実際に実道様と離れんとあかんようになったら、こんなに辛つらい……。

　胸が痛い。息ができない。

　ここ数日、しまや杉尾の仕事をいつも以上に進んで手伝っているのは、とにかく手や体を動かして働いていないと、寂しさと悲しさに襲われて泣いてしまいそうになるからだ。

　今日は土曜だが、実道は道場に寄るため帰りが遅くなるらしい。明日の日曜も出かけると言っていた。

　僕と一緒にいたないからお出かけされるんやと思うのは、考えすぎやろか。

「今日はクロケットを作るさかい、透もたくさん食べてくれよ」

　透の沈んだ様子をどう思ったのか、杉尾が励はげますように言う。

「クロケット、ですか」

「そうや。まあ本場のクロケットと違ちごて、馬鈴薯を使つこた新しいクロケットやけどな。コロッケっちゅうやつや。旨うまいぞ」

　杉尾が胸を張ったそのとき、厨ちゅう房ぼうの扉が慌ただしく叩かれた。顔を見せたのは眼鏡をかけた小柄な男、家か職しょくの古ふる川かわだ。

「ああ、透もここにいたんか。ちょうどよかった。杉尾さん、急で悪いんやけど、今日の夕食二人分多く作ってほしいんや。透も手伝いを頼むぞ」

「お客さんですか？」

　杉尾の問いに、古川は頷いた。

「ああ。岸きし上がみ子し爵しゃくと梶浦様が来られることになった」

　ふいに出てきた梶浦の名に、ギクリと体が強こわ張ばる。

　そうですかと頷いた杉尾だけでなく、古川も嬉しそうではなかった。梶浦に漠ばく然ぜんとした恐怖を感じるのは、透だけではないらしい。

　実道様が僕とちゃんと距離を置いてるか、見に来はるんやろか……。

　ともあれ梶浦が来ている間は、できるだけ実道に近寄らないようにしなくては。

　頼んだぞ、と言い置いて去る古川を見送った杉尾は、小さく息を吐いた。

「こんなこと言うたらあかんのやろけど、わしはどうも梶浦様が苦手やわ……。実道様のご親戚とは思えん」

　おしゃべり好きで明るい杉尾が、珍しく憂ゆう鬱うつそうな声を出す。透は曖あい昧まいに笑って頷いた。

　確かに梶浦は、得え体たいのしれない恐ろしさを感じさせる男だ。が、実道を小一森家の跡取りに相応ふさわしい道に引き戻そうとしているのなら、この上なくまっとうである。

　実道様にとっては、僕の方がずっと害がい悪あくや。










　岸上と梶浦がやってきたのは、実道が道場から帰ってくる前だった。夕食の準備はなんとか間に合った。杉尾が最後の仕上げにかかり、することがなくなった透は、ベッドを整えるべく、敷しき布ふを手に実道の部屋へ向かった。

　実道と恋仲でなくなるのなら、よりいっそう仕事に励まねばならない。せめて信頼の置ける使用人として仕つかえたいと思う。それが唯ゆい一いつ、透が実道の側そばにいられる方法だ。

　実道の部屋は午前に掃除をして窓を開けておいたため、さらりとした清潔な空気に満ちていた。窓から差し込む橙だいだいの光は、早くも夕暮れの気配を漂ただよわせている。

　ただでさえ痛んでいた胸が秋の寂しい気配に侵おかされ、ちりちりと疼うずいた。夏の終わりと共に、実道との恋も終わるのだ。

　唇を嚙かみしめた透は、実道と幾いく度ども睦むつみ合あったベッドに歩み寄った。思い出されるのは実道に体の奥深くまで貫つらぬかれ、思う様揺さぶられる淫みだらな喜びだけではない。

　行為が終わった後、まどろんでいるときにもらった優しい口づけや愛撫。おまえが好きやと囁く甘い声。まっすぐに見つめてくる熱情にあふれた瞳。劣れつ情じょう抜きで、ただ愛いとしげに抱きしめてくる腕。それらが鮮あざやかに甦よみがえってくる。

　この五ヵ月ほどの間の実道との恋の思い出は、ほとんどがこの部屋にあるのだ。

　涙がこぼれそうになるのを堪こらえながら敷布を広げていると、開け放っておいた扉が叩かれた。ハッとして振り返る。

　そこに立っていたのは立派な口くち髭ひげをたくわえた洋装の男──梶浦だった。

「梶浦様、いらっしゃいませ」

　全身に冷や汗が噴き出すのを感じつつ、透は手を止めて頭を下げた。

　やっぱり怖い……。

　ただ見られているだけなのに胃の腑ふが縮ちぢむようだ。

「あの、実道様はまだお帰りになってません」

　声が震えないように注意して、漸ようようそれだけを言う。

　梶浦はといえば、何を考えているのかわからない無表情のまま頷いた。

「知ってる。私は君に用があるんや」

「わ、私に……？」

　ああと応じた梶浦は室内に足を踏み入れ、扉を閉めた。逃げ出そうにも、扉は梶浦の向こう側だ。

　透が息をつめたことに気付いたのか、梶浦は小さく笑う。

「実道に、随分と可愛がられてるようやな」

　揶や揄ゆする物言いが、透と実道の関係を知っていると伝えてくる。

　怖くて恥ずかしくて何も言い返せずにうつむくと、下げ卑びた視線が体に纏まとわりついてきた。

「貧ひん相そうな使用人か思おもたら、それなりに可か愛いらしい顔してるやないか。肌も生なま半なかな女より白うてきれいや。わしは女の方が好きやけど、おまえみたいなおぼこを男なしでいられんように仕込むんはおもしろそうやな」

　嗜し虐ぎゃくを滲にじませた笑みを浮かべながら、梶浦はこちらへ歩み寄ってくる。透は反射的に窓の方へ後あと退ずさった。が、すぐに追いつかれる。

　嫌や、怖い……！

　どうにかかわそうとしたものの、部屋の隅に追いつめられてしまった。伸びてきた梶浦の手を振り払おうとしたが、あっさりと封じられ、着物越しに性器を鷲わし摑づかみにされる。

「やっ、おやめください……！」

「ガキくさいこれ、実道にどんだけ弄いじられたんや。何回いかされた？」

「や！　いやっ、離せ……！」

　乱暴に揉もみしだかれ、全身に鳥肌が立つほどの嫌けん悪おが生しょうじる。透は必死で腕を突っ張り、身をよじった。

　しかし梶浦の手は止まらない。今度は尻を乱暴につかむ。

「ここに、実道をどんだけ銜くわえ込こんだんや。あいつの摩ま羅らはよかったか？　うん？」

「やめっ、いや！」

　どうにか梶浦の腕から逃のがれることができたが、足がもつれた。

「あ……！」

　転んだ透に、梶浦はゆっくりと歩み寄ってくる。這って逃げようとした肩をつかまれ、強引に仰あお向むかされた。しゃがんだ体勢でこちらを睥へい睨げいする男と目が合う。そこにあったのは冷酷なまでの無表情だった。

「これ以上何もされたなかったら、事業を起こそうなんてくだらんことを考えるなて実道に言うとけ。あいつは帝大を卒業したら東京に出て、貴族院の議員になるんや。そのために小一森の養子になったんやからな」

　一旦言葉を切った梶浦は、ゆっくり立ち上がった。

「わしはおまえと実道の仲をどうこうは言わん。勝手にしたらええ。けどもし実道がわしに逆ろうたら、おまえのその小さい尻に仰ぎょう山さんの男が突っ込むことになるぞ。世の中は実道みたいな優しい奴ばっかりやない。さて、おまえはどないなるやろな」

　口元だけを歪ゆがめるようにして笑われ、背筋に悪お寒かんが走った。単なる脅おどしではない。この男は本当にやる。

　怖い人だという直感は間違っていなかった。以前、作さく兵べ衛えが梶浦は裏社会の人間だった可能性があると言っていたが、当たっているのかもしれない。

　がくがくと全身が震え出したそのとき、唐突に扉が開いた。

　現れたのは実道だった。床に倒れ込んでいる透と、威い圧あつするように立つ梶浦を見て大きく目を見開いたかと思うと、矢のような速さで駆け寄ってくる。躊ちゅう躇ちょすることなく梶浦を突き飛ばし、透を背に庇かばった。

「貴き様さま、透に何をした！」

　よろめいた梶浦に、実道は嚙みつくように怒鳴る。

　梶浦は怒る様子もなく、実道を冷めた目で見やった。

「今のとこは何もしてへん。おまえが妙な気を起こさんかったら、これからもその使用人は無事や」

「……っ！」

　何か言い返そうとした実道だったが、結局は口を噤つぐんだ。ギリ、と奥歯を嚙みしめる微かすかな音が聞こえてくる。

「自分がどういう立場にいるんかよう思い出せ。おまえの可か愛わいい使用人に、何もかも話してもええんやぞ。今のおまえには、子し爵しゃくに話すより堪こたえるんやないか？」

　透に背を向けている実道の表情は見えない。が、肩が揺れたのははっきりと見て取れた。

　その反応を見て、梶浦は満足げに唇の端を上げる。

「子爵の前でボロを出すなよ」

　言い捨てて踵きびすを返した梶浦は、振り返ることなく部屋を出て行った。

　思わず安あん堵どの息が漏れた次の瞬間、梶浦に触られた感触がまざまざと甦よみがえってきて、あ、と小さく悲鳴をあげてしまう。震えが止まらない。

　刹せつ那な、実道が勢いよく振り返った。そしてここ数日、ずっと触れなかったことが嘘のように、強く腕をつかまれる。

「あいつに何をされたんや」

「だ、大丈夫、です……」

　実道に心配をかけまいと、どうにか笑顔を作ろうとするが、うまくいかない。

　案あんの定じょう、実道は眉をきつく寄せた。

「こんなに震えてるのに大丈夫なわけあるか。殴られたんか？」

「いえ……」

「まさか、体を触られたんか」

　この問いにも首を横に振ろうとしたが、できなかった。震えが増したのを隠すために、己おのれで己の体を押さえるのが精いっぱいだ。

　全てを悟さとったらしい実道は、透をきつく抱きしめてきた。
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「透……！」

「実道様……！」

　もはや何も考えられず、透は実道にしがみついた。

「すまん、透。僕が悪かった。怖かったやろ。もう大丈夫やからな」

　大きな掌てのひらが何度も何度も背中を撫でてくれる。既に体に馴な染じんだ愛しい体温と匂いに包まれ、浅くなっていた呼吸が少しずつ落ち着いてくる。

　嬉しい。実道様に抱きしめられてる。

　震えながらもそんな愚おろかなことを考えてしまう。扉は開いたままだ。誰かが前を通りかからないとも限らない。離れなくてはと焦あせる一方で、離れたくないとも思ってしまうのは、恐怖が理性を奪っているからか。よりいっそう強く、ひきしまった体に縋すがりつく。

　透がひどく怯えていると思ったらしく、実道もありったけの力で抱きしめてくれた。

「くそ、あの野郎……！」

　初めて聞く低い罵ば声せいが体を通して直接伝わってきた。烈れっ火かの如ごとき激しい怒りを感じて、身震いする。

　実道様が僕のことで、こんなにお怒りになるなんて。

「透、あいつに何を言われた」

「何も……」

「嘘つくな。正直に言え」

　憤ふん怒ぬと独占欲とが混じりあった口調で問われ、透は熱にうかされたように答えた。

「実道様に、事業を起こすなて言えて、言われました……」

　そうだ。実道は貴族院の議員になるために小一森家に入ったと梶浦は言っていた。

　体が芯しんから凍こごえるような恐怖と、それを上まわる大きな歓喜のせいで止まっていた思考が、ゆっくりとまわり出す。

　帝国議会は衆議院と貴族院によって構成されている。確か予よ算さん先せん議ぎ権けんは衆議院にあったが、他は同格だと学校で習った。

　しかし二院には、議員の資格や選出の方法に決定的な違いがある。

　衆議院議員は三十歳以上の日本国籍を持つ男子であれば、基本的に誰でも立候補できるのに対し、貴族院は皇族・華か族ぞく・勅ちょく任にんといった特権階級によって構成されている。公こう爵しゃくと侯こう爵しゃくは自動的に終しゅう身しん議員となるが、当主の互ご選せんで選ばれる伯はく爵しゃく、子爵、男だん爵しゃくの任期は七年。しかも貴族院は衆議院と違って解散がない。

　将来、恋仲でなくなっても使用人として実道を支えていきたいと思った透は、新聞や雑誌に目を通すようになった。それらを読んでいると、今現在の貴族院のみならず帝国議会全体に大きな影響力を持っているのは、子爵で構成されている会派だとわかる。実道が小一森子爵となって貴族院議員に当選すれば、その会派に属することになるだろう。

「実道様、実道様はほんまは、貴族院の議員になるつもりでいてはったんですか……？」

　背中を撫でてくれていた手がぴたりと止まった。

「……何でそう思う」

「梶浦、様が……、実道様は東京で、貴族院の議員になるんやて、おっしゃって……」

　梶浦は実道に実業家になってほしくないのだ。議員になってほしいと望んでいる。否いな、望むなどという生易しいものではない。逆らえば、透は無事ではいられないと脅おどしたのだ。

　なんでや。

　平民出身の梶浦は、親戚に華族がいるという「箔はく」がほしかったのではなかったのか。実道がどんな職業を選ぼうが、子爵になるのは間違いないのに、何が不満なのだろう。実道が実業家の道を選んだら、商売敵がたきになるからか？

　わからない。わからないが、実道が実業家を志こころざしたのは小一森に来てからであることは知っている。透との関係を続けるために、実道が選んだ道だ。

　しかしもし実道に以前からの夢があるのなら、望んだ道を歩んでほしい。

「あの、実道様がほんまは議員になりたいて思てはるんやったら、そちらへ」

「違う」

　進まれたら、と続けようとした言葉を、実道は強い語調で遮さえぎった。

「僕はもともと議員になりたいわけやなかった。僕がこの家に来て、ほんまにしたかったことは……」

　甘く響く声が、次第に苦しげに掠かすれてゆく。そしてとうとう最後には消えてしまった。

　実道様が、ほんまにしたかったこと。

　重大な秘密がそこにあるような気がして、それは何ですかと尋ねようとしたとき、実道は透の肩をつかんだ。そしてそっと体を離す。

「実道様……？」

　不安になって呼んだが、実道は答えずに立ち上がった。しかも透から顔を背けてしまう。

「怖い思いさせて悪かった。おまえのことは、僕が絶対に守るさかい」

　絞しぼり出だすような物言いだった。

　言葉自体はこの上なく嬉しいものだったのに、少しも喜べない。

　何で僕を見てくれはらへんのや。何でそんな辛そうな顔をしはるんや。

　なぜ今、再び透に触れようとした手を握にぎり拳こぶしに変えたのか。

　知りたくてたまらなかったが、あまりに実道が苦しそうで聞くことができなかった。










　翌々日の月曜、透とおるは光みつ範のりの許しを得て作さく兵べ衛えを訪たずねることにした。腰を悪くした作兵衛は屋敷を去り、瓦かわら職人と結婚した娘夫婦と孫と共に暮らしている。もともと月に一度は様子を見に行くよう、光範に言われていたのだ。

　作兵衛は若い頃、道をそれていたことがあり、光範に救われて堅かた気ぎになったという。その関係で、裏社会の事情にも通じている。梶かじ浦うらが裏社会の人間ではないかと言ったのも作兵衛だ。似た人物を見たことがあるらしい。詳しく調べてみると言っていたが、まだ何も知らされていない。作兵衛には子も孫もある。まっとうな生活を送る中で裏社会に探りを入れるのは大変だろうと思い、ただ待っていた。

　けどもうのんびりしてられん。

　一昨日おととい、梶浦と岸きし上がみは食事をとっただけで帰っていった。梶浦は透を脅おどしたことなどまるでなかったかのように振る舞った。

　梶浦から庇かばってもらって以降、実さね道みちとは最低限の会話しかしていない。しかも実道は、透が視界に入ることすら恐れるように顔を背そむける。

　しかし透は落ち込まなかった。泣くこともなかった。泣いてなどいられない。

　なぜなら、実道がひどく辛つらそうに見えたからだ。どうやったら実道様の辛さを取り除いて差し上げることができるやろうと、そればかり考えた。

　こちらを見てくれないのは、透との関係を清算しようとしているからだと思っていた。が、土曜の出来事を振り返ると、もしかしたら他に原因があるのかもしれない。

　おまえの可か愛わいい使用人に、何もかも話してもええんやぞ。今のおまえには、子し爵しゃくに話すより堪こたえるんやないか？

　梶浦の言葉から、実道が梶浦に弱みを握られていることが窺うかがえる。

　実道様には、僕に知られたら困る秘密があるんや。

　その秘密は光範に知られても困るらしい。誰にも打ち明けられないことが、実道が透を遠ざける原因になり、同時に、ひどく辛そうな顔をする原因にもなっているのではないか。

　秘密を知るのは怖い。恐らく知らないままでいた方がいいのだろう。

　けどそれでは、実道様がいつまでもお辛いままや。僕はどんだけ苦しいても我慢するけど、実道様が苦しまれるんは嫌や。

　一刻も早く実道を苦しみから解放するために、作兵衛に梶浦の情報をもらいたい。

　透は杉すぎ尾おが作った焼き菓子の包みをしっかりと胸に抱き、路面電車の駅へと歩いた。曇くもり空ぞらに吹きすさぶ冷たい秋の風と、久しぶりの洋装が緊張を高める。

　気ぃ付けて行っておいで。作兵衛によろしくな。

　優しく微笑ほほえんでくれた光範の顔が脳のう裏りに浮かんだ。梶浦に脅されたことは、光範はもちろんしまや杉尾、古ふる川かわにも話していない。

　秘密を知るんは僕だけでええ。

　実道だけでなく、小一森家の誰にも苦しんでほしくない。

　電車はまだかと視線をやると、ちょうど立派な馬車が通りすぎるところだった。馬車はなぜか速度を緩ゆるめ、道の端に停まる。

　通りにいた者たちが何となく注ちゅう視しする中、馬車の扉が開いた。降り立ったのは洋装の大柄な少年だ。続けて洋装の初老の男も降りてくる。坊ちゃま、お待ちを、と焦あせって声をかけるが、少年は振り返らない。

　こちらに歩み寄ってくる少年が中学の同級生だと気付いて、透は眉をひそめた。小一森家よりかなり家か格かくが上の公く家げ華か族ぞくである木き崎ざき伯はく爵しゃくの三男だ。いつも数人の取り巻きを連れており、おとなしい透を率そっ先せんしてからかって意地悪をした。

　以前なら、すぐに視線をそらしたかもしれない。あるいは気付かないふりをしたか。

　しかし透は木崎の目を見て軽く会え釈しゃくをした。今、周囲で起こっていることを考えれば、この元同級生など少しも怖くない。

　すると木崎は驚いたように目を丸くした。初老の従じゅう者しゃを従したがえ、こちらに向かってまっすぐ歩いてくる。

「どこへ行くんや」

　とうとう目の前までやってきた木崎にぶっきらぼうに問われ、透は体を硬くした。以前にも、作兵衛の家へ行く途中に絡からまれたのだ。

　あのときは、実道様に助けていただいた。

　今度は僕が実道様のお力になる番や。

「お使いに」

　短く答えた透を、木崎につき従ってきた初老の男がじろじろと眺める。透がかぶっている帽子が中学のものだと気付いたらしく、肩の力を抜いた。

「おまえに話したいことがあったんや。急ぎやなかったら、ちょっとだけ時間をくれ」

「でも僕、急いでるから……」

　木崎に頼みごとをされたことなどなかったので、内心で動揺しつつも首を横に振る。

　すると木崎ではなく初老の男が眉を寄せた。

「君、坊ちゃまがどういうご身分のお方かわかってるやろう。断るてどういうことや」

「やめろ、口を出すな」

　従者を一いっ喝かつした木崎は、武ぶ骨こつな顔をこちらに向けた。

「小一森家の存そん亡ぼうにかかわることや。少しでええから話がしたい」

　真剣な眼まな差ざしと物言いに、揶や揄ゆや意地の悪さは感じられなかった。思わず大柄な木崎をじっと見上げる。

　口を開いたのは、またしても従者の男だった。

「坊ちゃま、児こ島じまにいろいろと調べさしてはったんは、まさか小一森家のためやったんですか？　子し爵しゃくごときがどないなろうと、坊ちゃまがお気にされることや」

「黙れ。それから俺を坊ちゃまて呼ぶな。名前で呼べて言うたやろ」

「は、申し訳ございません。しかしぼっ……、幸ゆき正まさ様、入にゅう営えいされる前の大切な時期に、些さ事じにお心を砕くだかれるのはどうかと。東京におられる旦那様のお耳に入ったら、どない思われるか」

「黙れて言うたんが聞こえんかったんか」

　透は二人のやりとりを黙って聞いていた。従者の様子から、木崎が家の者に小一森家の周辺について調べさせたのは間違いないようだ。どういう意図で調べたのかはわからないが、今はとにかく、どんな細かいことでも知りたい。

「あの、少しやったら大丈夫です」

　ようやく従者を黙らせた木崎に向かって言う。

　木崎はなぜか一瞬、嬉しそうな顔をした。しかしすぐ厳しい表情に戻る。

「使いに行く先まで馬車で送る。その間に話そう」

「え、でも、そしたら木崎君がお屋敷に戻るのが遅れてしまうやろ」

「用事は済ませたからかまわん。服はっ部とり、寒いのに悪いけどおまえは御ぎょ者しゃ台だいに乗ってくれ。室むろ田たと二人で話がしたい」

　坊ちゃま！　とまたしても呼びそうになった男だったが、木崎ににらまれて渋々口を噤つぐんだ。それを確かめ、木崎は透を馬車の方へと誘ゆう導どうする。歩きながら作兵衛の家の住所を伝えると、わかったと頷いてくれた。

　待機していた御者が扉を開けてくれる。ありがとうございますと礼を言ったものの、馬車になど乗ったことがないのでまごまごしていると、木崎が手を差し出してきた。

「先に乗れ」

「あ、うん。ありがとう」

　中学の頃に散さん々ざんからかわれたのが嘘のような紳士的な振る舞いに驚きながら、透は木崎の手につかまって馬車に乗り込んだ。

　木崎は作兵衛の家の住所を御者に告げ、慣れた仕草で透の隣に腰かけた。扉は御者が閉める。内装は外観と同じく豪ごう奢しゃだった。さすがは伯爵家所有の馬車だ。

　馬車がゆっくり動き出すと同時に、木崎が口を開いた。

「話したいことは二つある。まずは岸上子爵のことや」

「岸上子爵？」

　思いもかけない名前が出てきて、透は思わず鸚おう鵡む返がえした。

　ああと木崎は頷く。

「岸上家はつい一年ほど前まで借金で首がまわらんようになってた。それやのに今は相当な贅ぜい沢たくをして暮らしてる。事業を始めて金が入ってきたわけでもないのに、借金は全額きれいに返済されてた」

「そんな、どうやって……」

「これは噂やけど、梶浦商会から相当な金が出てるらしい」

　ギクリと体が強こわ張ばる。梶浦商会は梶浦が経営する会社だ。

　木崎はここからが本題だというように、こちらに身を乗り出した。

「それから、小一森に養子に入った男やけどな。元は公く家げ華族の綾あや川かわ子爵の子息らしい」

「綾川？　今いま村むらやのうて？」

「ああ。とはいうても綾川家は十年ほど前に絶たえてる。投資に失敗して莫ばく大だいな借金を背せ負おた挙あげ句く、土地も屋敷も取られて子爵は自じ尽じん。夫人も三み月つき後に病死。到とう底てい華族としての体たい面めんを保たもてる状態やのうなって爵しゃく位いを返へん上じょうしたそうや。一人息子の実道は家か令れいに引き取られたらしい。その家令の名前が今村や」

「ちょっと、ちょっと待って」

　透は熱心に言いつのる木崎を遮さえぎった。一いち時どきにもたらされたたくさんの情報に混乱する。

　つまり、実道は光範の甥おいではないということか？

　ばかな！　実道は光範の甥だと岸上子爵が証明しているのだ。

　しかし岸上子爵は、梶浦から大金を受け取っている。

　──口止め料、か。

　全身から血の気けがひいた。心臓がどくどくと不穏な音をたて始める。

　透が黙り込んだのをどう思ったのか、木崎は再び口を開いた。

「今話したことを調べるだけで、随分と手間と時間がかかってしもた。父か兄の命令やったら、もしかしたら簡単やったかもしれんけどな。とにかく、圧力がかかってることは間違いない」

「圧力……」

「そうや。金で買ばい収しゅうされた輩やからが警察やら宮く内ない省しょうにまでいて、綾川家の成り行きを隠そうとしてる。梶浦が金の力で綾川実道を小一森子爵の甥に仕立て上げて、養子に入らせたのは間違いないやろう。綾川実道も梶浦の仲間や。気ぃ付けた方がええぞ」

「まさか……、そんなこと……」

　つぶやいた声は掠かすれた。

　跡取り騒動が起こったとき、光範の異い母ぼ弟ていを名乗る男は自分こそが本物の跡取りで、実道は偽者だと言った。その男自体、異母弟でも何でもなくただの犯罪者だということがわかり、結局は警察に逮捕されたのだが。

　あの男だけやのうて、実道様も偽者やった……？

　実道様が嘘をついておられるなんて、信じられへん。

　しかし実道には、光範にも透にも知られたくない秘密がある。

　そこから先を考えたくなくて、透はきつく目を閉じた。

　もしかしたら、また木崎にからかわれているのではないか。なにしろ中学の頃は毎日のように意地悪をされたのだ。手の込んだ悪質な悪いた戯ずらかもしれない。

　ちらと木崎を見み遣やると、武骨な顔には真剣な表情が映っていた。透をからかうときに必ず浮かべていた薄ら笑いは欠片かけらもない。それどころか、やけに熱が籠こもった口調で続ける。

「綾川家の子息ていうことは元華族や。小一森の養子になれんことはない。けど偽いつわりを言うて養子に入ってるんやから、ろくな輩やないやろう。悪だくみがあるとしか思えん。万が一資格のない者が養子になったてわかったら、小一森家は爵位を返上せなあかんことになるかもしれんさかい、小一森子爵にお知らせしよう思た。けど、うちの家令に首を突っ込むなて止められてしもたんや。そやからせめておまえに話しときたかった。ええか、室田。綾川実道を信用するな。そいつはおまえを騙だましてる悪党や」

　透は言葉を失った。

　木崎君は、嘘は言うてへん。

　子爵ごときと見下す従者を黙らせたのは、他ならぬ木崎だ。今の木崎に他意はないのだろう。

　けど、全部ほんまかどうかはわからん。

　透、と呼ぶ優しく甘い声。愛いとしげに見つめてくる涼やかな双そう眸ぼう。

　それらが偽りだったとは思えない。──どうしても思いたくない。

　そもそも伯爵家の者が調べたからといって、全てが真実だとは限らないではないか。勘違いがあるかもしれないし、偽の情報をつかまされている可能性もある。鵜う呑のみにするのは危険だ。

　そうや。実道様ご本人にお尋ねしてみんと、ほんまのことはわからん。

「おい室田、大丈夫か？」

　蒼そう白はくになって黙り込んでしまった透に、木崎が我に返ったように声をかけてくる。

　初めて聞く気遣う物言いに驚いたせいで、ほんの少しだが冷静さが戻ってきた。

「平気……。あの、ありがとう」

「何が」

「いろいろ、調べてくれて……。けど何で？　木崎君には関係のないことやろ」

　じっと見つめると、木崎はふいと顔を背そむけた。

「礼を言われる筋合いはない。俺はあと二ふた月つきほどで入営する。士し官かん候こう補ほ生せいとして一年半すごしたら、すぐ陸軍士官学校へ入学や。そうやすやすと帰ってはこれん。気がかりなことは、今のうちに済ませておきたい思おもただけや」

　なぜ気にかけてくれたのかという質問の答えになっていない気がしたが、そう、とだけ透は応じた。

　木崎の父と兄は軍人だ。木崎にとって軍隊は未知の世界ではない。とはいえ自身が軍隊に入るとなれば、不安もあるし緊張もするだろう。きっと覚悟もいる。

　入営を間近に控ひかえ、今更ながら透をからかったことを悔くいたのかもしれない。あるいは、立派な将校に相応ふさわしい振る舞いをしようと決意したのか。

　いずれにせよ、透を思いやってくれたことには違いない。

「軍隊生活は士官候補生にとっても過か酷こくやて聞きます。どうぞ体に気ぃ付けて励はげんでください」

　頭を下げて言うと、木崎は言葉につまったようだった。やがて視線をそらしたまま、小さな声で言う。

「──ああ。室田も元気で」

　木崎はもう、透をからかった以前の木崎ではない。

　僕は悪い意味で、前の僕やのうなった。

　今の透は実道なしでは生きていけない。

　木崎家が調べたことは間違いだと、否、間違いでなくてものっぴきならない事情があるのだと、実道に言ってもらいたかった。

　そして、おまえへの気持ちはもちろん本物やと囁いて、きつく抱きしめてもらいたい。










　透は作兵衛の家の近くで馬車を降りた。木崎はわざわざ馬車から降り、まるで良りょう家けの子し女じょにするように手を貸してくれた。ほんまにありがとうと最後にもう一度礼を言ったが、木崎は何も応こたえなかった。

　風呂敷包みを胸に抱き、透は早足で作兵衛の家を目指した。頰にあたる風は冷たい。今にも泣き出しそうな曇くもり空ぞらが不安を煽あおる。

　せっかくここまで来たのだから作兵衛にも話を聞きたい。もしかしたら木崎が教えてくれたこと以外に、何か知っているかもしれない。たとえば、実道は本当に光範の甥で、何かを企たくらんでいる梶浦に利用されているだけだとか。そもそも綾川子爵の子息は実道ではなく、まったくの別人だとか。

　こぢんまりとした二階建ての家が見えてきた。小さな門をくぐり、戸に向かって声を張る。

「こんにちは、ごめんください」

　すると、中からバタバタと荒い足音がした。刹せつ那な、乱暴に戸が開く。

　驚いて一歩引いた透の前に現れたのは、作兵衛の娘だった。娘は透の顔を見るなり、肩をがっくり落とす。

「ああ、透さん……」

　へなへなと土間に座り込んだ娘の顔は、なぜか青いのを通り越してどす黒くなっていた。

「何かあったんですか？」

　尋常ではない様子に悪い予感がして、娘の肩に手を置いて尋ねる。

　すると、お母ちゃんと呼ぶ子供の声が聞こえてきた。次の瞬間、奥の部屋から幼い兄弟が飛び出してくる。

「お母ちゃん、お母ちゃん、大丈夫？」

「あの、どなたですか」

　弟が母に縋すがりつくのをそのままに、十くらいに見える兄らしき少年がキッとにらんでくる。透は慌てて少年と目線を同じにした。

「僕は室田透といいます。小一森子爵のお使いで来ました」

「小一森の……」

　目を見開いた少年は、母親の肩を揺さぶる。

「お母ちゃん、警察があかんのやったら小一森の旦那様に助けてもらおう！　旦那様は凄すごくお優しい方やて祖じ父いちゃん言うてた！　きっと助けてくれはる！」

「黙りなさい、将しょう太た。旦那様にお知らせしても余計なご心配をおかけするだけや。お父ちゃんと祖父ちゃんのお友達が探してくれてるさかい、待つんや」

「けど、このまま祖父ちゃんが見つからんかったら……！」

　二人のやりとりと聞いていた透は、思わず口を挟んだ。

「作兵衛さんに何かあったんですか？」

「はい、いえ、あの……、一昨日おとといの夕方に出かけたきり帰ってこんのです」

　遠慮がちに言った娘に、透は息を飲んだ。

　二晩も帰ってはらへんのか。

　作兵衛は梶浦の身辺を探っていたはずだ。まさか捕まったのか。

「警察に届けてへんのですか？」

「はい。もし帰ってこんかっても、三日は警察に行くなて父に言われてたもんやさかい……。今までにも一晩くらい帰ってこんことはようあったんです。馴な染じみのお店で酔よい潰つぶれてたり、古い付き合いの方の家で呑んでそのまま泊まったり……。けど今回はどこにもお邪魔してへんし、お店にも行ってへんみたいで。いつもは次の日の昼には帰ってくるのに、今日もまだ帰ってこん……！」

　不安でたまらなかったのだろう、娘は堰せきを切ったように言葉を紡つむぐ。

　透は怯おびえ、混乱しそうになる自分を叱しっ咤たした。一番不安なのは作兵衛の娘と孫たちだ。透まで己おのれをなくすわけにはいかない。

　今、どうすべきか考えるんや。

　作兵衛が三日は警察に行くなと言ったのは、たとえ捕まっても、その間にどうにかして帰ってこられるかもしれないと思ったからではないか。警察沙ざ汰たになれば、光範に心配や迷惑をかけてしまう。だからできる限り大おお袈げ裟さにしたくない。──光範を何より大事に思っている作兵衛なら、そんな風に考えるはずだ。

　けど旦那様はきっと、すぐに警察へ知らせなさいておっしゃるはずや。

　光範は使用人を大切にする人だ。ましてや作兵衛は三十年以上にわたって誠せい心しん誠せい意い仕えてきた。その作兵衛の危機に、光範が黙っているはずがない。

「警察に知らせてください」

　透の励ます口調に、え、と娘は声をあげる。

「でも、父が……」

「作兵衛さんには僕が叱られますから」

　頷いてみせたそのとき、帰ったぞ、と背後で声がした。振り返ると、着物を尻しり端ば折しょりにした男が門から入ってきたところだった。

「あんた！　お父さんは？」

「まだ見つからん。ひょっとしたら帰ってはるかもしれん思おもていっぺん戻ってきたんや」

　お父ちゃん！　と口々に叫んで飛びついてきた息子二人をしっかり受け止めた男は、透に気付いて会釈をした。

「どなたさんですか」

「初めまして。僕は室田透といいます」

　立ち上がって頭を下げた透を追いかけるように、作兵衛の娘が口を開く。

「小一森家でお父さんと一緒に働いてた透さんや」

　ああ、と納得した声をあげた男は透を注ちゅう視しした。何を思ったのか、息子二人を再び見下ろす。

「将太、健けん太た、お母ちゃんと一緒にうちの中へ入っとけ。透さん、ちょっと」

　男は息子たちを妻の方へ押しやった後、透を庭へと促うながした。妻と子がこちらを気にしながらも家へ入ったのを確かめてから、声を落として尋ねてくる。

「義ち父ちが梶浦ていう男を探ってたこと、知ってはりますか」

「はい、承知してます。あの、あなたもご存じで？」

「義父からある程度は聞いてました。梶浦の昔の通り名は蛇くちなわの五ご郎ろういうて、相当な悪わるやったそうです。今も裏社会とつながりがあるて義父は言うてました。詮せん索さくするなて脅おどされてたみたいやった」

　作兵衛さん、そこまで調べてこの人に話してはったんか。

　万が一自分に何かがあったら、娘と孫を守るのは婿むこだ。それを踏まえて、大まかに事の次第を話したに違いない。何よりきっと作兵衛はこの娘むすめ婿むこを信頼していた。娘婿も、彫ほり物の入った作兵衛の過去を承知の上で一緒に暮らしていたのだろう。

「義父も気ぃ付けてたんでしょうが、ああいう連中はやる言うたら手段を選ばんとやりよるさかい」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔をした男を、透はまっすぐ見つめた。

「作兵衛さんが心配です。さっき奥様にも言いましたけど、すぐ警察に事情を話した方がええと思います。もし巡じゅん査さが取り合おうてくれんかったら、別の巡査に改めて話すか、別の署へ行くかして、話を聞いてくれる巡査にあたるまであきらめんといてください」

　透の真剣な物言いに、警察内部にも梶浦の手がまわっている可能性を察知したのだろう。ただでさえ固かった男の表情が、更に険けわしくなる。

「しかし義父は三日待てと。子爵様にご心配をおかけするんを何より嫌がってました」

「作兵衛さんが行方知れずやて知ったのに、そのまま放っといたてわかったら、逆に僕が旦那様にお叱りを受けます。旦那様はそういうお方です」

　大きく頷いてみせると、男は決心したように頷き返した。

「わかりました。警察へ行きます」

「はい。僕も心当たりをあたってみます。あ、これを将太君と健太君に」

　透は男に持っていた風呂敷包みを手渡した。

「旦那様からお預かりしてきました。少しでも不安な気持ちが紛まぎれるとええんですけど」

「すんません、ちょうだいします。そしたらよろしいお願いします」

　はいと頷いた透は踵きびすを返した。門を出て全速力で駆ける。

　梶浦はやはり裏社会の人間だったのだ。

　作兵衛さんも梶浦に脅されてはった。僕だけやなかったんや。

　否、脅されたのは透ではない。実道だ。

　一昨日のやりとりを思い返すと、実道が何者であれ、梶浦とは決けつ裂れつに近い状態だと考えていいだろう。作兵衛が行方知れずになった件に、実道は関わっていないはずだ。

　けど、梶浦が立ちまわりそうな場所は知ってはるかもしれん。

　小一森に来る前から梶浦と接点があったのは実道だけなのだ。

　もし何かご存じやったら、きっと教えてくれはる。










　路面電車が遅いと感じたのは初めてだった。いっそ電車を降りて走りたい衝動に駆られたが、どうにか我慢した。

　落ち着け、落ち着け。僕が電車より速く走れるわけがない。

　僕にできることなんか、ほんのちょっとだけや。

　実道のこと、そして梶浦のことを調べてくれたのは木崎と作兵衛である。透は何もしていない。ただ話を聞いただけだ。知恵も経験も人脈も腕わん力りょくも権力もない。今はとにかく実道を探し出し、作兵衛の居い所どころを知っているか尋ねるのだ。それしか透にできることはない。

　ようやく大学の最も寄よりの駅に着き、透は電車を駆け下りた。そのまま学がく舎しゃの方へ走る。一週間前に傘を届けにきたときは、こんな形でまた大学へ来るとは思ってもみなかった。

　そうや。実道様を少しでも疑うことになるなんて、想像もしてへんかった。

　──いや、僕は実道様を信じてる。

　実道ほどまっすぐで優しくて凜り々りしい人を、透は知らない。実道はきっとのっぴきならない事情があって、梶浦に利用されているだけなのだ。そうに決まっている。

　一気に駆けて門にたどり着いた透は、守衛所に足を向けた。中にいた初老の守衛に小一森家の者だと名乗り、実道を呼び出してもらう。

　一秒が永遠にも感じられて焦じれる気持ちを、透は立派な学舎をじっと見つめることで抑おさえた。

　どれくらい待っただろうか。恐らく十分も経たっていなかったはずだが、随分と待った気がしたそのとき、ようやく洋装を纏まとったスラリとした長身が見えた。

　実道様や。

　我知らずズキリと痛んだ心臓が、次の瞬間には熱を帯びた。今朝、屋敷を出る実道を見送ったというのに、まるで何日も会っていなかったかのようだ。切ない気持ちが込み上げてくる。

　ああ、僕は実道様が好きや。

　一方、透を見つけた実道は一瞬目をそらした。が、すぐに視線を戻す。

「急な用事てどうしたんや、何があった」

　駆け寄ってくるなり尋ねてきた実道を、透はまっすぐに見上げた。

「作兵衛さんが一昨日から行方知れずなんです。実道様、お心当たりはありませんか？」

「心当たりて、何で僕が……」

　困惑の表情を浮かべた実道だったが、切せっ羽ぱつまった透の様子に気付いたらしく口を噤む。日に透けると葡ぶ萄どうの粒つぶのように濃い紫にも見える美しい瞳に、恋情と怯えと絶望が交こう錯さくするのがわかった。

「どこまで知ってるんや」

　掠かすれた声で問われ、透はまた胸が強く痛むのを感じた。

　実道様は、嘘をついてた自覚がおありなんや。

　しかし今はそのことに傷ついている場合ではない。嘆なげくのは後でいくらでもできる。

「実道様からは何もお聞きしてませんから、知ってるて言えるかわかりません。けど作兵衛さんのことは一刻を争います。もしお心当たりがあるんやったら教えてください」

　透は頭を下げた。

　一方の実道は透から視線をはずしてうつむき、きつく拳を握りしめる。

「──心当たりは、ない。ないというか、正直に言うとわからん。僕もあの男の行動の全部を把は握あくしてるわけやないんや」

　苦しげに言った実道は、顔を上げた。そしてまっすぐに透を見つめる。

「警察には知らせたんか？」

「作兵衛さんの娘婿さんが知らせてはるはずです」

「伯お父じ上うえ……、小一森子爵にはお知らせしたか」

「いえ、それはまだ……」

　実道が光範を小一森子爵と言い直したことに、また胸が痛んだ。本当は伯父ではないから呼び方を変えたのだろうか。

　そうか、と実道はつぶやいた。端整な面おも立だちに決意の表情が浮かぶ。

「僕が子爵に全てをお話しする。作兵衛さんを探す手がかりになるかもしれん。ほんまはもっと早はようお話しするべきやったんや。何もかも、僕が悪い」

　自責と罪悪感を滲にじませながらも揺らぐことのない物言いに、唐突に不安が襲いかかってきた。

　全てを話さはったら、実道様はどうなってしまわはるんや。

　実道が遠いところへ行ってしまうような気がして、ひしと見上げる。

　すると、実道はわずかに微笑んで頷いた。

「透、おまえにも僕の話を聞いてほしい」

「実道様……」

　我知らず縋すがるように呼ぶ。見下ろしてくる瞳に映っているのは幾度も透を蕩とろかせた、燃もえ盛さかるような恋れん情じょうだった。それは間違いなく本物だ。

　疑念と不安と嘆きは確かにあったが、かつてないほど熱く視線が絡からまる。

　それでも僕は、やっぱりどうしても、この方が愛しい。

　先に視線をそらしたのは実道だった。

「さあ、帰るぞ」

　未練を断ち切るように踵を返した実道に置いていかれないよう、透は必死で後を追った。










　透とおると実さね道みちが小こ一いち森もり家に戻ると、屋敷の中は慌ただしくなっていた。出迎えてくれたしまの話では、警察から作さく兵べ衛えが行方ゆくえ知れずになっている旨むね、連絡が入ったという。光みつ範のりや古ふる川かわをはじめ、作兵衛と交流のある杉すぎ尾おやしまにも話を聞きたいとのことで、巡じゅん査さがやってくるらしい。

　よかった、ちゃんと話を聞いてくれる人がいてはったんや。

　強い力を持つ者がいれば、必ずそれに反発する者が生まれる。梶かじ浦うらの買ばい収しゅうを快こころよく思っていない巡査もいたのだろう。

　これで作兵衛の捜索は公おおやけに行われることになった。もちろん見つかるまでは安心できないが、とりあえずは警察に任せておける。

　しまに話を聞いた実道は、迷うことなく応接室に向かった。光範と古川がそこで待機しているという。

　透はただひたすら実道を追いかけた。今の透には、それしかできることがない。

　正直、実道の口から真実が語られるのは怖かった。明かされる真実がどんなものであれ、実道との関係も含めて、きっとこれまでと同じような生活は送れまい。

　けどもう、作兵衛さんが行方知れずになるようなとこまで事態は進んでるんや。何にせよ今のままではいられん。

　応接室にたどり着いた実道は、忙せわしなく扉を叩いた。はいと中から古川の声が聞こえてくる。

「実道です。透もいます」

　お入り、と応じてくれたのは光範の声だった。

「失礼いたします」

　実道に続いて中へ入ると、光範は長椅子に腰かけていた。顔色は悪いが、取り乱している様子はない。

「ああ、実道も帰ってきてくれたんやな。透が知らせてくれたんか？」

「あ、はい……」

「ありがとうな。さあ、二人とも座りなさい」

　光範が示したのは向かい側の長椅子だった。実道と共に座るのを躊ちゅう躇ちょした透に、ええから座り、と光範が更に促うながしてくる。実道にも目顔で促され、透は遠慮がちに腰を下ろした。ふと視線を感じて顔を上げる。

　光範の後ろに立っていた古川と目が合った。眼鏡の向こう側からこちらをにらみつけてくる。

　やっぱり実道様のお隣に座ったらあかんかったんやろか。

　焦っている間に、光範が声をかけてきた。

「透、作兵衛が行方知れずやて聞いてびっくりしたやろ。大変やったな」

「いえ、私は平気です。私より、作兵衛さんと作兵衛さんのご家族が心配で……」

「そうやな。警察に作兵衛の家族を保護してくれるように頼んだけど、もし何やったら小さい子ぉらだけでもこの屋敷で預かるつもりや。私にできることは全部やる。作兵衛が行方知れずになったんは、私の責任やさかい」

「そんな、それは違います！」

　実道が思わず、といった風に否定する。

　それを更に遮さえぎるように、旦那様！　と古川が悲鳴にも似た声で叫んだ。

　驚いて瞠どう目もくした透の前で、古川は光範の足元に跪ひざまずく。

「旦那様の責任やありません！　全てはその男のせいです！」

　古川が指さしたのは実道だった。

　実道は息を飲む。

　古川、と宥なだめるように光範が呼ぶのにかまわず、古こ参さんの家か職しょくは主人に向かって言いつのった。

「私が血ち眼まなこになって一年以上探し続けた養子を、あんまりにも呆あっ気けのう岸きし上がみ子し爵しゃくが見つけてこられたことに、どうしても納得がいきませんでした。そやかさい、私と作兵衛で岸上子爵の身しん辺ぺんを調べてたんです。そこにいる男が屋敷に来た日に、岸上家に莫ばく大だいな借金があって、しかもそれが数日のうちに完済されたことがわかりました。その岸上子爵のお墨すみ付つきやなんて怪しい思いました。そんで透に、日頃の言動を報告するように言うたんです」

　実道が屋敷にやってきた日の朝、確かに古川に呼び出された。小一森家の次期当主についてよく知りたいのだと言っていたが、本当は実道を見張りたかったのだ。

　黙って話を聞いていた光範は動揺した様子もなく、古川を静かに見下ろした。

「今まで実道に不穏な言動はなかったやろ？　なあ透」

　光範の問いかけに、はいと大きく頷く。事実、実道は苦しそうだったり辛つらそうだったりはしたが、小一森を貶おとしめるような言動は一切なかった。

「いいえ、小一森子爵」

　凜りんとした声に、透はハッと隣を見み遣やった。

　実道は光範を見つめていた。光範も実道を見返す。それでもまっすぐに伸びた実道の背筋が揺らぐことはなかった。

「私は、あなたの甥おいではありません。私はあなたを──、小一森家を騙だましました。今更謝って済むことやないてわかってます。しかし謝罪させていただきたい。申し訳ございませんでした」

　頭を下げた実道に、やっぱりそうか！　と古川がうなるような声をあげる。

「旦那様、この偽者を養子に仕立て上げたんは梶浦です！　借金で首がまわらんようになってた岸上子爵に大金を渡して、身分の保証をさしたんです。私らは騙された。どこの馬の骨ともわからん偽者をつかまされたんです！　作兵衛をかどわかしたんも、この男と梶浦かもしれません！」

「それはありえません！」

　透は思わず強く否定した。

　古川だけでなく光範と実道も、驚いたように見つめてくる。

　三者三様の真剣な眼まな差ざしを受けたものの、透は怯ひるむことなく続けた。

「梶浦様は実道様が思い通りに動かれへんもんやから、実道様を脅おどしてました。実道様は梶浦様と決けつ裂れつしておられます。たぶん、前に偽の跡取りが出てきた頃には既に仲なか違たがいされてた」

「そんな話、私は聞いてへんぞ……」

　古川が震える声でつぶやく。射い殺ころさんばかりににらんでくる眼鏡の奥の目は血走っている。丸い顔も真っ赤だ。

「まさか透、その男に懐かい柔じゅうされたんやないやろな。旦那様に大たい恩おんある身ぃで裏切ったんか！」

「古川様、それは違います！」

　強い口調で割って入ったのは実道だった。透を庇かばうように身を乗り出して言いつのる。

「透は何も関係ない。何も知りません。姦かん計けいを企くわだてたんは私と梶浦や。透は巻き込まれただけです」

「なっ、や、やっぱり梶浦と仲間なんやないか！　このっ！」

「古川、やめなさい！」

　実道に殴りかかろうとした古川を、光範は厳しく咎とがめた。

「透はそんなことをする子やない。実道も透を利用するようなことはせん」

「しかし旦那様！」

「古川、私は実道が甥やないことを最初から知ってたんや」

　古川だけでなく透も思わず、え、と声をあげた。実道は大きく目を見開いて光範を見つめる。

　光範は静かに頷いてみせた。

「実道は、綾あや川かわ子爵の息子や」

　木き崎ざきから聞いた通りのことを言った光範に、透は息を飲んだ。

　旦那様、ほんまにご存じなんや……。

　いつ、どこで知ったのか。それより何より、実道に小一森の血が流れていないと知っていながら、なぜ養子にしたのだろう。

　古川はといえば、綾川子爵、とつぶやいたかと思うと、なぜかへたへたとその場に座り込んだ。丸い顔は今の今まで真っ赤だったのが嘘のように蒼そう白はくだった。どうやら思い当たる節があるらしい。

「ご存じでしたか……」

　実道がひどく掠かすれた声で言う。

　光範は真剣な面おも持もちで実道を見つめた。

「綾川家の離り散さんの原因を作ったんは私の父や。私こそ、申し訳なかった」

「そんな、頭をお上げください！　子爵が悪あく事じをなさったわけやない」

　きっぱりと言い切った実道に、いや、と光範は首を横に振る。

「父は綾川子爵にええ儲もうけ話があるて嘘ついて、相当な金を出させた挙あげ句く、土地も屋敷も奪うぼたんや。綾川子爵は自じ尽じんされて、奥方も後を追うように亡くなられた。奥方は身み重おもやったそうやけど、赤子は助からんかったて聞いた。たった一人残された実道の面倒をみてた家か令れいも、三年ほどで亡くなってしもた。おまえが小一森を恨うらんでも不思議はない」

「そこまで、ご存じで……」

　実道はため息のような声を出した。今の今まで張られていた広い肩が力なく落ち、深く項うな垂だれる。膝ひざの上で握りしめられた拳こぶしに、ぎゅっと力が入ったのが見てとれた。

　その様子が、我慢して我慢して、とうとう我慢しきれずに泣き出した幼おさな子ごのように感じられて、ああ、と透は心の内で悲鳴をあげた。

　実道様はご両親と、まだ見ぬ弟か妹、それに頼りにしてた方を失うしのうてしまわれたんや。

　しかも透のように、疫えき病びょうなどの人の力ではどうしようもないものによって失ったのではない。原因を作った男がいたのだ。

　どんなに辛つらかったやろう。どんなに苦しかったやろう。──どんなに憎かったやろう。

　想像するだけで胸が張り裂けそうだ。

　小一森に来たばかりの頃、実道は光範の日頃の行いについて尋ねていた気がする。透に使用人になれと強要したのではないか。一人娘のために、作兵衛に藤ふじ棚だなを無理やり作らせたのではないか。それらの問いは恐らく、光範が父親のような非ひ道どうな男かを確かめるためだったのだ。

　透は知らず知らずのうちに、実道に寄り添った。側そばにいますよと伝えるかわりに、膝の上に置かれた握り拳に掌てのひらを重ねる。己の手が小さくて、実道の拳の全てを包むには足りないのがもどかしい。

　ともあれ実道はわずかに体を震わせたものの、拒絶しなかった。

「だ、旦那様は……、何で、そんなことを、ご存じで……」

　呆然とつぶやいた古川に、光範は悲しげに微笑んだ。

「私が父に折に触れてご忠告申し上げてたことは、おまえも知ってるやろう。けど父上は聞く耳をお持ちにならんどころか、私が勝手に動けんように、あらゆる行動を制限しはった。もし私以外に息子がいてたら、私は父上に殺されてたかもしれん。病死て偽いつわることくらい、父やったらしてのけたやろうと思う」

「そ、そのようなことは……！」

　古川の顔はもはや赤でも青でもなく、死人のような土色になっている。ありえないと否定してしまえないらしい。小一森の誰もが先代の当主である光範の父について話したがらなかったのは、それほど恐ろしい人だったからだろう。

　光範は座り込んだままの古川を宥めるように、その肩に手を置いた。

「私には父の被害に遭おうた人らのその後を追うて、見守るくらいしかできんかった。協力してくれたんは中学の同級生やった室むろ田た──、透の父親や」

　光範に微笑みかけられ、透は瞬まばたきをした。まさか父が話に出てくるとは思っていなかったので驚く。

「室田は私の気持ちをようわかってくれて、学生の頃からずっと一緒に調べてくれたんや。室田と結婚した和かず枝えさんも心のある方で、快こころよう協力してくれはった。綾川家の家令やった今村に引き取られた実道が、大阪に引っ越したことを調べてくれたんも室田や」

　透の掌の中で、実道の拳がぴくりと動く。もしかしたら心当たりがあるのかもしれない。

　そういえば父は休日になると時折、一人で出かけていた気がする。たまに透と姉も連れていってくれたが、行き先は田畑しかない田舎の村であったり、見るべきもののない小さな漁ぎょ村そんであったりした。単純に父や姉と遠出できるのが嬉しかったし、帰りにちょっとした土産みやげを買ってもらえるのも嬉しかったので、なぜ観光地でもなければ縁もゆかりもない場所へ行くのか気にしたことはなかったが、父はきっと光範のために動いていたのだ。

　光範が父を訪たずねてきていたのも、友に会って話すことだけが目的ではなく、父の報告を聞くためでもあったのだろう。

「何で私に相談してくださらんかったんですか……私は、信用できませんでしたか……！」

　とうとう泣き出した古川の背を、光範は力強く撫でた。

「そうやないんや古川。もしおまえが私に協力してるてわかったら、父はおまえとおまえの父を解かい雇こしたやろう。おまえがいてへんようになったら、誰が私の味方になってくれるんや」

「し、しかし旦那様……！　大旦那様はもうあの世におわします。綾川子爵のご子息やということは、お話しくださってもよかったんやないですか。小一森に恨みを持ってるてわかってる者もんを、何でみすみす養子に……！」

　光範に必要とされていたことに感激しながらも口くち惜おしくてたまらないのだろう、歯は嚙がみする古川に、光範は静かに言った。

「実道の素す性じょうがわかったら、おまえは実道を養子にするんを反対するやろ」

「当然です！　小一森と血のつながりがない上に、旦那様に仇あだなすかもしれん者もんを、養子にするわけにはいかん！」

「しかし古川、父は綾川子爵を騙して手に入れた金を投とう資しと浪ろう費ひで使いきってしもたんや。実道が篤とく志し家かの援助で高等学校を卒業して、帝てい大だいにも行けそうやて聞いて、呑のん気きに安心してた私が阿あ呆ほやった。私が篤志家を装よそおうた梶浦から守ってやるべきやったんや。それやのに、私は実道に何もしてやれんかった」

　悔くいを滲にじませた物言いに、実道がゆっくり顔を上げる。光範をとらえた切れ長の双そう眸ぼうは、涙に濡れていた。そこに憎しみはない。恨みもなかった。ただ深い悲しみの色だけがある。

　しかし今度は光範がいたたまれなくなったように下を向いた。実道の目を正視しないまま、それでもしっかりとした口調で続ける。

「小一森の財産を、綾川家の子息に返すんは道理や」

「そんな、償つぐないは大旦那様がなさるべきです。旦那様がなさる必要はありません！」

　古川が叫ぶ。確かに悪いのは光範の父だ。光範ではない。

　が、光範はそんな風に簡単に割り切れる人ではない。それどころか、父の悪あく行ぎょうを目の前にしていながら止められなかった己を責めただろう。だからこそ被害にあった人たちの行方を追い、見守ったのではあるまいか。もしかしたら今の小一森の借しゃく財ざいの多くは、古川に聞いていたような代々の当主が積み重ねてきたものではなく、光範が少しずつ救済にあてていたせいかもしれない。

　光範は小さくため息を落とした後、ゆるゆると首を横に振った。

「もともと私は、爵しゃく位いを返へん上じょうするつもりやったんや。父の不ふ行ぎょう跡せきは宮く内ない省しょうにまで届いてた。爵位返上を免まぬがれたんは父が金をばらまいたんと、小一森が明治の最初から続く公く家げ華か族ぞくやったからにすぎん。華族の体たい面めんはとうの昔に失われてたんや。私は逆に、そんな汚れたものを実道に譲ゆずってええんかて疑問に思おもてる。いっそ、父が亡くなったときに爵位を返上してたらよかった。そしたら実道はいらん嘘をつかんでよかったのに」

「何をおっしゃいます！　小一森の名は汚れてなどおりません！　旦那様がご当主になられて、小一森は昔に戻りました！　ですから、今からでもお考えを改められて」

　説得しようとした古川だったが、光範の目の奥にあるに並々ならぬ決意を見てとったらしく、がっくり肩を落とした。

　その背中を再び柔らかく撫でた光範は、ようやく顔を上げた。そして体温を分け合うように寄り添い、己をじっと見つめる実道と透に向き直る。

「透は実道が私の甥やないて知ってたんか？」

「あ、いえ……。今朝まで知りませんでした。今日、作兵衛さんの家へ行く途中、木崎伯はく爵しゃくのご子息に会おうたんです。中学の同級生やった彼が私を心配して調べてくれたらしいて」

「そうか。ええ友を持ったな。これからも大事にしなさい」

　思いもかけない言葉に瞬まばたきをする。

　木崎君が友？

　よくわからない。なにしろまともに話したのは今日が初めてだったのだ。

　戸惑う透に優しい眼差しを向けた光範は、再び実道を見つめた。

「ほんまにすまんかったな、実道。おまえにどうやって詫わびたらええか、私には正直わからん。いや、詫びて済むもんやない。ほんまに、悪いことをした」

「いえ……、いえ、そんな。お……、子爵が謝られることやありません。私の方こそ、申し訳ありませんでした」

　頭を下げ合う二人を見て、透は胸が痛むのを感じた。実道はきっと光範に心を許していたのだ。今、伯父上、と言いかけたのがその証あかしである。もしかしたら、本当に血がつながっていればよかったのにと思ったこともあったのではないか。

　だからこそ、実道様はお苦しみになった。

　小一森は憎い。しかし本当の憎しみの対象はとうになく、そこにいるのはただ優しく受け入れてくれる、穏やかな人だけ。

　議員になるつもりでいたのをやめて実業家への道を歩もうとしたのも、透といるためだけではなく、本当に小一森家のためになろうとしたのかもしれない。

　室内にやるせない沈黙が満ちたそのとき、扉が慌ただしく叩かれた。

　はい、と光範が返事をすると同時に扉が開く。現れたのは四角い顔の巡査だった。偽の跡取り騒動のときの担当だった男である。

「失礼いたします、小一森子爵」

「ああ、戸と田ださん。作兵衛は見つかりましたか」

　立ち上がった光範に、は、と巡査は頷いた。

「たった今伝令が届きまして、村むら井い作兵衛さん、発見されたそうです。意識ははっきりしておられますが、怪我をしておるため、病院へ向かっているとのことです」

「そうですか……。よかった……」

　心底安あん堵どしたのだろう、光範は崩くずれるように長椅子に腰かけた。古川は立てた膝ひざを再び折る。

　透も思わず大きな息をついた。実道も強く握りしめていた拳から力を抜き、長いため息を落とす。

　ああ、よかった、作兵衛さんは無事やった……。

　どうにか立ち上がった古川が、巡査に病院の名前を尋ねる。はきはきと答えた巡査は、再び光範に向き直った。

「では、署に戻って部下に詳しい事情を聞かねばなりませんので、失礼いたします」

「はい、ありがとうございました」

　折り目正しい敬けい礼れいをして去ってゆく巡査を見送った光範は、古川、と呼んだ。今まで一度も聞いたことがないような力強い声だ。

「今から一緒に病院へ行くぞ」

「は、では人力車を手配してまいります」

　古川はまだ責め足りないという風に実道をにらんだものの、結局は言葉にせず部屋を出ていった。古川を見送った光範は、実道と透を見下ろす。

「実道、透、留守を頼んだぞ」

「しかし、私は……」

　もはや跡取りではないと言いたかったのか、眉を寄せた実道に、光範は微笑みかけた。

「病院から戻ってきたら、もういっぺんちゃんと二人で話をしよう」

　な、と優しく実道の肩を叩いた光範は、しっかりとした足取りで応接室を出ていった。

　閉まった扉の向こうから、旦那様、今お支度を、というしまの声が微かすかに聞こえてくる。作兵衛無事の一報を聞いたのだろう、その声には安堵が滲にじんでいた。杉尾も安心したに違いない。

　実道はといえば、光範の姿がまだそこにあるかの如ごとく扉を見つめていた。端整な横顔には、苦しげだが、どこかほっとしたようにも見える表情が浮かんでいる。隠し事がなくなって、胸の閊つかえがとれたのかもしれない。

　いや。実道様が今、どんな気持ちでおられるかなんて、想像するんもおこがましい。

　失意の中死んでいった両親や家令への思い。光範の父である小一森子爵に対する長年の恨みと憎しみ。小一森家で暮らすうちに芽め生ばえた、それらを打ち消すほどの慈いつくしみ。小一森の人たちを騙したことに対する罪悪感。全てを合わせた気持ちは想像を絶する。

　僕にはただ、実道様のお側そばにいることしかできん。

　だから誰よりも側にいる。

　透は実道の拳を掌で包んだまま、もう片方の腕で広い肩を抱きしめた。

「実道様……」

「透……」

　おずおずと長い腕が背中にまわった。次の瞬間、強く抱きしめられる。

　そうしてしばらくの間、まるで二つの鉄の塊かたまりが溶け合ってひとつになったかのように、透は実道と固く抱きしめ合った。










「僕の父と母は、優しい人やった」

　実道の穏やかな物言いに、はい、と透は頷いた。

　場所は実道の部屋だ。応接室から移動してきた。日が落ちようとしている今、室内は薄暗く肌寒い。が、実道は明かりをつけず、透を背後から腕に抱いて椅子に腰かけた。おまえには全部話す。そう言ってくれたのだ。

　光範と古川は作兵衛に付き添っているらしく、まだ帰ってきていない。

「もともと祖父母も、維い新しんで得られた少ない俸ほう禄ろくすらどうやって使つこたらええかわからんと、それまでの貧しい暮らしをそのまま続けてたような人らや。お上かみが京都へお戻りあそばされたらお迎えせなあかん言うて、先祖代々の家職を失うしのうたとき下か賜しされた賜し金きんで、唯一小さい屋敷は手に入れたけど、買こうたもん言うたらそれくらいで。両親も同じように、使用人も二、三人しか雇やとい入いれんと細々と暮らしてた」

「今の小一森家に、少し似てますね」

　首を傾かしげて言うと、実道が瞬きをした気配が伝わってきた。

「ああ、確かにそうやな」

　だから余計に小一森家は居心地がよかったのかもしれないと思ったのか、実道は小さく笑った。背中を通して伝わってくる気配と体温がひどく快くて、透の頰も緩む。

「僕は子供やったさかい詳しいことは知らん。けど小一森子爵……、今の子爵の父親が訪ねて来るようになってから、うちの中がおかしいなった。結局、そいつが父を唆そそのかして大金を出させた。担たん保ぽにしたんは懐中時計ひとつや」

「懐中時計……」

　透は思わずつぶやいた。確か光範の異母兄弟だと名乗り出た男は、証拠として懐中時計を持っていた。間違いなく光範の父の物だという鑑定も出たのだ。

「そうや。あのとき柳やなぎが持ってたんは、もとは僕が持ってたもんや。今いま村むらに……、綾川の家令やった男に、これは旦那様と奥様とご兄弟を殺あやめた男の物や。絶対に忘れてはいけませんて託たくされた」

　今村は実道に復讐を求めたのだろうか。それとも、苦しく辛い状況を乗り切るための発はっ奮ぷん剤ざいとして、憎んでも憎み切れない男の物を渡したのか。

　たぶん、どっちもやったんと違うやろか。

　復讐だけに生きてほしくない、しかし決して忘れてほしくない。

　優しくてまっすぐで凜り々りしい今の実道を見ていると、復讐心だけを糧かてに生きてきたとは思えない。

「それを梶浦さんに渡したんですね」

「ああ。小一森家を乗っ取るために使うて言われてな」

「それを何で柳が……」

「僕もあのときは知らんかったんやけど、柳は梶浦の手先やったんや」

　え？　と声をあげた透は実道を肩越しに見遣った。実道は頷いてみせてくれる。

「けど、柳は梶浦様と対立してましたよね？」

「表向きはな。いや、柳の方はほんまに梶浦を敵やと思てたやろう。柳の上の上の上くらいに梶浦がいてるんや。二人に面識はない」

「そうやとしても、何で……」

「古川さんが僕を疑うたごうてるんを知って、梶浦がわざと偽の跡取り騒動を起こしたんや。あれよりは僕のがましやて小一森子爵に思わせて、養子の手続きを早めさせるためやったんやろう。子爵だけやない、透と古川さんとしまさんと杉尾さんにも、僕の方がええて思わせたかったんや」

　透は言葉につまった。古川はともかくしまも杉尾も、もともと実道には大いに好感を抱いていた。が、実道を「私たちのご主人様」として強く意識したのは、あの偽者騒動がきっかけだった気がする。

　透に至っては、実道が何者でもいいと思った。何者であっても側にいたいと願ったのだ。

　そして実際、光範は養子の手続きを急いだ。光範は端はなから実道を養子にするつもりでいたのだから、躊躇ためらいはなかっただろう。

　しかし梶浦は、光範がまんまと罠わなにはまったとほくそ笑んだに違いない。

「今村が死んだとき、僕は十三歳やった。今村が多少金を残してくれたんと、知り合いの医者に後見人になってくれるように頼んどいてくれたおかげて、どうにか中学は卒業した。けど高等学校の学費まではどうにもならんかった。進学をあきらめて近くの商店で働き始めた矢先に、梶浦に会おうたんや。当初は勉学を志こころざす若者を援助する篤志家のふりをしてたけど、次第に本性を現すようになった。よりによって綾川家を滅ほろぼした男とそっくりの悪魔みたいな奴と、僕は手ぇを組んでしもたんや。憎しみで目が眩くらんでた」

　実道の声が低く、暗くなる。

　梶浦は実道が綾川子爵の息子だと知った上で近付いてきたのだ。親も屋敷も、何もかも奪った小一森家に復讐したくないのか。小一森家の全てをおまえが奪ってやればいい。

「梶浦の目的は、帝国議会でかなりの力を持ってる貴族院の子爵の会派に自分の子飼いの議員を送り込んで、政治的にも力を持つことやった。ほんまは自分がどこぞの華族の落おとし胤だねや言うて養子に入りたかったみたいやけど、あれだけ裏で顔が売れてしもたらどうにもならん。仕方なしに適当な人間を探してたみたいや」

「けど、梶浦様は今でもいろんな人を買ばい収しゅうして言うことをきかしてはりますよね。金銭的に困ってはる議員の方にお金をばらまいたら、言うこときかはる人もたくさんおられると思うんですけど……」

　首を傾げて言うと、実道は透の頭をぽんぽんと優しく撫でた。

「透、何や急におとなびたな」

「からかわんといてください」

　久々に聞く甘い声音に、透は赤面した。

　実道は柔らかく笑う。

「からこうてへん。ほんまのことや。さっき僕を庇かぼてくれたときも、しっかりして僕より大人みたいやった。僕がおまえを無理矢理大人にさしてしもたんかもしれんな」

「僕はじきに十八です。もう子供やありません」

「そうか。……そうやな」

　頷いた実道はため息を落とした。

「金で縛しばった関係は、誰かがそれを上まわる金を出したらおしまいや。その点、僕には恨みがある。たとえ梶浦が金を出さんでも、僕自身の恨みと憎しみが薄れることはない。て、梶浦は考えたんやろう」

　しかし梶浦の予想に反して、実道の恨みと憎しみは小一森家の人々と触れ合ううちに薄れたのだ。否、薄れてはいないのかもしれない。ただ、本来憎悪すべき者はもうこの世にはおらず、目の前にいる人たちを憎むべきではないと悟さとった。透への恋れん情じょうも、実道の傷ついた心を慰なぐさめたと思いたい。

「けど、僕は変わった。梶浦の言いなりになるつもりはない」

　静かに言った実道は、背後から透を強く抱きしめた。

　ひきしまった体の確かな温かさに、我知らず吐息が漏れる。

「小一森子爵にはほんまにご迷惑をかけてしもた。外がい聞ぶんは悪いやろうけど、養子は取り消していただく。梶浦にもはっきりそう言うて縁を切る。そんで今後一切、小一森に近付かんようにさせる。僕は、自分がやったことの始末をつけるつもりや」

「え、でも、そしたら実道様は、この先どうなさるんですか？」

　驚いて振り向こうとしたが、きつく抱きしめてくる腕がそれを許さなかった。透の耳元で、低く響く声が真しん摯しに囁く。

「騙して悪かった。嘘を言うて悪かった。許してくれ。それから、むしがええのはわかってるけど信じてほしい。おまえへの気持ちは嘘やない。ほんまもんや。僕はおまえを、心から愛いとしい思てる」

　実道の言葉が全身に染みてゆくのがはっきりとわかった。胸の奥が熱く痺しびれる。体が芯から蕩とろけるようだ。

　今までにもたくさん、焦こげつくような恋情を込めた告白や甘い睦むつ言ごとをもらってきた。しかし実道が全てをさらけ出した後にもたらされた言葉の数々は、妨さまたげるものがなくなったせいか、透の心をまっすぐに射いる。

「はい……、はい。信じます。僕も、実道様をお慕したいしてます。僕は実道様が何者でも、お側にいます。決して離れません」

　嘘偽りのない本心を言っていることが伝わったのか、実道は小さく息をついた。

「ありがとう、透。おまえに出会えてよかった」

　嚙みしめるような囁きを耳に注そそぎ込こまれた次の瞬間、首の後ろに衝撃があった。たちまち目の前が真っ暗になり、意識が遠のく。

　実道様、と呼んだ声が音になったかどうか、透にはわからなかった。










　透、と愛しげに呼ぶ声がする。

　前髪を優しく梳すかれ、額ひたいに柔らかな感触が触れた。それは続けて閉じた瞼まぶたや目め許もと、頰、鼻先、そして唇にも触れる。

　ああ、実道様の接せっ吻ぷんや。

　嬉しい。もっとしてほしい。

　そう伝えたかったが、瞼が鉛なまりのように重くて目を開けることができない。

　透、とまた実道が呼んだ。

　しっとりと唇に唇が重なる。体が一向に動かなくて応えられないもどかしさに焦じれていると、ふいに口づけが解とかれた。

　じっと見つめる視線を感じた後、唐突に実道の気配が遠のく。

　どこへ行かれるんですか、実道様。お待ちください、戻ってきてください。

　僕を、置いて行かんといて。










「実道様……！」

　呼ぶと同時に、透は目を覚ました。

　視界に飛び込んできた天井は、使用人用の部屋のそれではなく実道の部屋のものだ。実道に抱かれているときや事後にまどろんでいるとき、幾いく度ども目にしているから間違いない。

　すっかり日は暮れていた。月明かりが窓から差し込んでいる。

　あれ、僕、どうしたんやろ……。

　頭は枕に埋うずめられ、体にはきっちりと布団がかけられている。

「実道様……？」

　再び呼んだが返事はなかった。気配もしない。ゆっくり体を起こすと首に鈍にぶい痛みが生じた。

　──そうや、実道様のお部屋で、実道様とお話ししてたんや。

　きつく抱きしめられて謝られて、愛の言葉をたくさんもらった。その後、実道に気を失わせられたのだ。

　実道様はどこへ行かはったんや。

　コンコンコンと扉が静かに叩かれ、はいと返事をする。顔を覗かせたのはしまだった。透が起き上がっているのを見て微笑む。

「ああ、透ちゃん。起きた？　気分は？」

「大丈夫です。あの、おしまさん、実道様は……」

「そうそう、実道様が寝かせといてやってくれておっしゃったんよ。今日一日、いろいろあって疲れてるやろうからって。ほんまに実道様はお優しいなあ」

　穏やかな口調だった。どうやらしまはまだ実道が小一森の血をひいていないことや、梶浦が作兵衛を傷つけた黒幕だと知らないようだ。

「そんで、実道様は今どちらに……」

　わけのわからない不安に駆られて尋ねると、しまはあっさり答えた。

「ご学がく友ゆうの方に用事があるておっしゃって出かけられたで」

　ご学友というと是これ沢さわか。実道は是沢に会いに行ったのか？

　──否いな、違う。

　梶浦にもはっきりそう言うて縁を切る。そんで今後一切、小一森に近付かんようにさせる。

　実道の決意を滲にじませた物言いが耳に甦った。

　まさか、梶浦のところへ行ったのか。一人で？

　透は布団をはねのけ、ベッドから降りた。素早くベッドを整えつつ、おしまさんと呼ぶ。

「今何時ですか？」

「七時や」

　実道と話していたとき、日は既に落ちかけていた。恐らく五時をすぎていたはずだ。まだ二時間ほどしか経たっていない。

「僕、実道様にお伝えせなあかんことがあるんで行ってきます」

「え、そうなんか？　けどもう日も落ちたし、お帰りをお待ちした方がええんとちゃう？」

　しまの心配そうな物言いに、透は駆け出そうとしていた足を止めた。

　そうや。僕が行ったところで何もできん。

　そもそも、実道が梶浦のところへ行ったというのは透の思いすごしで、本当に是沢に会いに行ったのかもしれない。

　けど、どうしても嫌な予感がする。

　焦りと不安が胸に渦うず巻まいている。

「あの、僕、お帰りやないか見てきます」

　じっとしていられなくて、透は再び駆け出した。透ちゃん、と呼ぶしまの声を背中に受けつつ部屋を飛び出す。

　僕は、自分がやったことの始末をつけるつもりや。

　実道はそう言っていた。実道は小一森家を去るつもりだ。その前に、体を張ってでも梶浦を小一森から遠ざけようとしているのではないか。

　玄関の扉を開けると、たちまちひんやりとした空気が透を包んだ。煌こう々こうと辺りを照らす月明かりに、目を細める。開花を待つばかりとなった紅あか紫むらさきの山茶花さざんかの上にも、光はたっぷり降ふり注そそいでいた。

　あの花を、実道様と一緒に見られへんなんて嫌や。

　熱いものが込み上げてきて視界が滲んだそのとき、ガラガラと人力車の車輪の音がした。開け放してあった門から人力車が一台、敷地内に入ってくる。乗っているのは光範だ。なぜか古川の姿はない。透に気付いた光範は手をあげてくれた。

「旦那様……！」

　玄関に横づけされた人力車に、思わず駆け寄る。

「どうしたんや」

「実道様が、実道様がお出かけになったんです……！」

　透の様子がおかしいことに気付いたのか、あるいは何か思い当たる節があったのか。一瞬きつく眉を寄せた光範は、茂も作さくさん、と屈くっ強きょうな車しゃ夫ふを呼んだ。

　光範を降ろさずにじっと佇たたずんでいた車夫は、へぇ！　と威い勢せいの良い返事をする。年は三十代半なかばだろう。よく光範を乗せている馴な染じみの車夫だ。

「着いたばっかりで申し訳ないけど、もうひとっ走りしてもらえんやろか」

「合がっ点てん承知！　小一森子爵様のご依頼やったら地獄の果てでも参りまっさ」

「そら頼もしい。二人乗っても平気か？」

「もちろん大事ござりまへん。わしは健けん脚きゃく自慢だけやのうて力自慢でもありますよって」

　胸を張って応じた車夫は人力車を留め置いた。

　ありがとうと礼を言い、光範は透に向かって手を差し出す。

「さ、透、乗りなさい」

「え、あの、でも……」

「実道のとこへ行きたいんやろ？」

　優しい物言いと眼差しに、透は胸が熱くなるのを感じた。

「はい、失礼いたします……！」

　頭を下げた透は、不ふ敬けいを承知で光範の手を支えに人力車に乗り込んだ。

　車夫に梶浦の会社の住所を伝える光範の隣に腰を下ろしていると、ちょうどしまが玄関に出てきた。並んで人力車に乗っている光範と透を見て目を丸くする。

「旦那様、透ちゃん、どちらへ。あれ、古川様は？」

「古川は疲れがたまってたさかい病院に置いてきた。作兵衛も怪我はしてたけど、ちゃんと話せたぞ。しま、私は透とちょっと出かけてくるから留守を頼む。茂作さん、お願いします」

　へぇ！　と返事をした車夫は間を置かずに駆け出した。──速い。健脚自慢と力自慢は嘘ではなかったようだ。人力車はあっという間に小一森の敷地から出る。

「旦那様、申し訳ありません！」

　車輪の音に負けないように謝ると、光範は微笑んだ。膝の上に置いていた手を、勇気づけるように軽く叩いてくれる。

「私も実道が心配やから行くんや。無茶をせんとええが……」

　透は無言で頷いた。

　ああ、実道様。どうか無事でいてください。










　梶浦が営いとなむ会社まで、車夫は少しも速さを緩めることなくひた走った。道を熟じゅく知ちしているらしく、月明かりの下、街灯のない裏道も躊躇ためらうことなく駆け抜ける。

「あれや」

　光範が指さしたのは、一際目立つ洋風の大きな建物だった。梶浦の会社だ。梶浦は屋敷ではなくそこですごすことが多いらしい。角を曲がった車夫がようやく速さを緩める。

　通りに面した会社の前には立派な馬車が横づけされていた。何度か目にした梶浦家の馬車だ。扉の前で御ぎょ者しゃが待機している。

「出かけはるんでしょうか」

「そうみたいやな」

　少し離れた道みち端ばたで、車夫は人力車を止めた。

　失礼いたしますと光範に声をかけ、透は自力で先に降りた。光範には車夫が手を貸す。

「どうぞ、足元お気を付けて」

「ありがとう茂作さん、よう走ってくれた。無理を言うてすまんかったな」

　光範が料金を払おうとしたそのとき、ふいに梶浦の会社の扉が開いた。現れたのは梶浦と実道だ。

　透は思わずほっと息をついた。どこも怪我をしている様子はない。

　しかし二人は言い争いながら外へ出てくる。

「おまえにはもう用はない、帰れ。大事な話があるて言うから通したったのに、この恩知らずの裏切り者が」

「裏切り者でけっこうです。作兵衛さんにしたように、僕も痛めつけたらええ。警察に引き渡す言うんやったら引き渡してください。けど小一森家から手ぇ引くて約束してくださるまでは帰れません」

　微かに聞こえてきた言葉に、胸が熱くなった。

　ああ、実道様はほんまに小一森の将来を考えてくださってるんや。

「そないにあの家が大事なんやったら、そのまま養子になっといたらええやろが。子爵が全てを承知の上でおまえを養子にしたんやったら、何を恐れることがある」

「私が養子のままでいたら、あの家はあなたの道具にされる。小一森の名が汚れてしまう」

　嚙みつくように言った実道の肩を、梶浦は唐突に突き飛ばした。間を置かず実道の胸倉をつかみ、壁に押しつける。

　側にいた御者はぴくりとも動かなかった。が、二人の方へ歩き出していた透と光範は、あ、と声をあげてしまう。透は咄とっ嗟さに走り出した。

「おまえの望みは小一森家を貶おとしめることやったんと違うんか。子爵に懐柔されて恨みを忘れて、その上使用人のガキとちちくり合おうて、おまえは腑ふ抜ぬけの親不孝者や」

「……僕は何と言われてもええ。けど、小一森をあなたの道具にはさせん」

「誰に向かって偉そうな口をきいとんじゃ。権力も金もないおまえに何ができる」

「確かに僕には何もない。けど、何もないからできることもある……！」

　梶浦の手を乱暴に振り払った実道はズボンのポケットに手を入れた。恐らくそこには刃物が入っている。

　梶浦様を殺あやめるおつもりや……！

「実道様！」

　二人まで数メートルのところまで駆けた透は叫んだ。実道だけでなく梶浦も驚いたようにこちらを向く。

　その隙に、透は実道に飛びついた。
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「実道様、帰りましょう！」

「っ！　放してくれ、透！」

「嫌です、放しません！」

　ポケットに入った実道の手が動かないように、ぎゅっと強くしがみつく。子供の頃から今日まで散さん々ざん辛い思いをしてきた実道に、今また人殺しの修しゅ羅らを歩んでほしくない。

　そうしている間に、光範が遅れて駆け寄ってきた。梶浦に帽子をとって会え釈しゃくをしてから、実道、と声をかける。

「屋敷に帰ろう。おまえは何も心配することいらん。しまも杉尾も、おまえの帰りを待ってるぞ」

「小一森子爵……」

　実道の体からわずかに力が抜ける。

　一方の梶浦は冷ややかに光範を見た。

「実道が甥やないとわかっていながら養子にするやなんて、随分とお人ひと好よしですな、子爵。さすがの私も一杯食わされましたわ」

「そうですか？　ともあれ実道を侮ぶ辱じょくするのはやめていただきたい」

　臆おくすることなくきっぱりと言い切った光範に、梶浦はわずかに眉を動かす。

「私からの援助がなくなれば、また貧乏に逆戻りですよ」

「そうかもしれませんね。それでも私には、実道が無事で帰ってくれる方が大事や。そのためやったら何でもします」

「病弱で跡取り一人残せんあんたに何ができるっちゅうんや」

　くだらん、と続けようとしたらしい言葉は、しかし発せられることはなかった。

　梶浦の体が大きく揺れ、カッと目が見開かれる。

　いつの間に近付いてきていたのか、梶浦の背後に影があった。それが見知らぬ黒くろ装しょう束ぞくの男だと気付いたときには、梶浦の体はゆっくりと崩くずれ落おちていた。男の震える手には血ち塗まみれの包丁が握られている。

「……やった、やったぞ！　ざまぁみろ！　人を散々コケにしやがって！　思い知ったか！　思い知ったかぁ！」

　男が金かな切きり声ごえで叫んだそのときに初めて、透は何が起こったかを悟さとった。

　梶浦様が刺されはった！

　刹せつ那な、透は実道と光範にしっかりと抱きかかえられていた。

　旦那様！　と呼んだ御者が慌てたように駆け寄ってくる。

　それに気付いた男は刃物を持ったまま慌てて逃げ出した。が、いくらもいかないうちに、仁に王おう立だちになって待ち構えていた車夫に取り押さえられる。放せ、放せぇ！　と喚わめく声が静かな通りに響き渡った。

　倒れた梶浦は動かない。御者の呼びかけにも応こたえない。道にゆっくりと血の染しみが広がってゆく。

　透はきつく目を閉じた。










　梶かじ浦うらは会社の建物に運ばれた。主治医が呼ばれてすぐに処置が行われたが、助からなかったらしい。

　梶浦を刺した男は、社員が呼んだ警察によって逮捕された。大声で喚わめきながら連れていかれる男に、やはり見覚えはなかった。──梶浦を殺したいほど憎んでいた者はたくさんいた。恐らく、そういうことなのだろう。

　男を捕まえた車しゃ夫ふをはじめ、その場にいた光みつ範のりと実さね道みちと透とおるも事情を聞かれることになったが、馴な染じみの戸と田だ巡じゅん査さの働きかけで車夫は帰宅を許され、透たちもひとまず屋敷に戻れた。玄関で待っていたしまと杉すぎ尾おは、安あん堵どのあまりへなへなとその場に座り込んだ。

　光範は実道の過去を含めた小こ一いち森もり家の事情は一切伏せ、ただ実道と梶浦の間で、実道の将来のことで諍いさかいがあったとだけ話した。その話し合いの帰りに偶然事件に遭そう遇ぐうしたという言い分はある意味正しかったし、何より光範と実道と透が梶浦を害したわけではなかったので、警察もしつこく質問せずに帰っていった。刃物を持っていた実道はもちろん、透と光範もほっとしたことは言うまでもない。

　透はしまに給仕をしてもらい、恐れ多くも光範と実道と共に応接室で食事をとった。様々な出来事が一いち時どきに起こりすぎて、あまりたくさんは食べられなかったが、杉尾の心尽くしの温かなスープは心身に染しみた。

　食事を終えた後、またお熱が出るといけませんからとしまに寝室に追い立てられながら、光範は微笑ほほえんだ。実道も透も、何も心配せんでええからな。後のことは私がちゃんとするさかい、二人とも安心して休みなさい。

　僕の我わが儘ままで、旦那様にご無理を強しいてしもた。

　実道も同じように思ったのか、光範を心配そうに見送った。血のつながりはなくても、二人には確かな絆きずながあると感じた。

　実道様は、それでも小一森を出て行かはるんやろか……。

　透の手をしっかり握りしめ、少し前を歩く実道をそっと見み遣やる。整った横顔に映っているのは静かな表情だ。

　時刻が零れい時をまわったので各おの々おの休むことになった。透が離れがたく思っているのを察してくれたのか、あるいは実道も透と離れたくなかったのか、実道は自室に招いてくれた。

　出て行ってほしくない。離れたくない。一緒にいたい。

　叫び出したいような切ない気持ちが湧わき上あがってきて止められない。

　部屋に入った実道は、透の手を握ったままランプの明かりをつけた。無言で透を椅子に座らせ、おもむろに足元に跪ひざまずく。

「さ、実道様？」

　驚いて立ち上がろうとしたが、手首をつかまれて椅子に引き戻された。見下ろした先にあった面おも立だちの凜り々りしさに見み惚とれている間に、手の甲に口づけられる。柔らかな感触に、じんと胸の奥が痺しびれた。

「ありがとう、透」

「え、僕、何もしてません……」

　嚙みしめるように言われて、透は赤くなりながら首を横に振った。

「止めに来てくれたやないか」

「あれは、旦那様がちょうど帰って来られて……。僕一人やったらとても……」

「小一森子爵にはほんまに感謝してる。けど、僕を止めてくれたんは透や。人を殺あやめてしもたら、父と母と弟と今いま村むらに顔向けができんとこやった。しかも養子縁組をしたままやったから、小一森家を救うどころか大変な迷惑をかけてしまうことになったやろう。頭に血が上って、冷静な判断ができんようになってた」

　ほんまにありがとう、ともう一度礼を言って、実道は深く頭を下げた。

「そんな、お顔を上げてください。僕なんか、何もしてません。何もできひん」

　そこまで言った透は、胸に渦うず巻まいていた思いが一気に高まるのを感じた。

　実道が何と言おうと、光範はきっと養子縁組を取り消さないだろう。光範の恩おん義ぎに応こたえるためには、いずれ跡取りとなる実道との恋仲は解消した方がいい。それに、実道を困らせるようなことは言いたくない。

　そう思うのに、自然と言葉があふれ出す。

「でも、でも、置いていかれるのは嫌です。僕をお側そばに置いてください。どこまでもついて行きますから、どうか、どうか僕をお連れください。僕、僕は、実道様と離れとうない……！」

　胸の内をさらすと同時に、涙がぽろぽろとあふれた。

　次の瞬間、立ち上がった実道に抱きしめられる。力に任せて引き寄せられたせいで椅子が倒れ、ガタンと音がした。

「不安にさして悪かった。もう置いて行ったりせん。ずっと一緒にいよう」

　透の体が浮いてしまうほど強い力で抱きしめながら、実道が熱く甘く囁く。

　耳に入り込んできたその声に震えながら、透は実道の背中にしがみついた。

「ほ、ほんまですか……？　僕を置いて、どっこも、行かへん……？」

「ああ、どっこも行かん。どっかへ行くときは、おまえも一緒や」

「実道様……！」

　嘘ではないと証明するように、きつく抱きしめられる。

　ああ、と透は歓喜の声をあげた。実道への愛しさで全身が熱い。痺れるようだ。

「透……、透」

　掠かすれた声で呼ばれて顎あごをつかまれる。されるままに涙に濡れた顔を上げると、嚙みつくように口づけられた。たちまち舌が入ってきて、思う様口こう腔こうを愛撫される。

「んっ……！」

　透は夢中で実道の情熱的な接せっ吻ぷんに応えた。舌を絡からめ、注そそがれた唾だ液えきを飲み込む。が、結局は実道の激しさに負けて、喉の奥から苦しげな、しかし甘えるような声を漏らしてしまう。

　苦しいけど気持ちええ。

　もっとしてほしい。もっとしたい。

　強ね請だるかわりに実道の首にしがみつくと、腰に腕がまわり、抱き上げられた。そのままベッドに押し倒される。背中を受け止めたスプリングがきしと淫いん靡びな音をたて、官かん能のうを煽あおる。

　口の端から飲みきれなかった唾液がこぼれ落ちるのにもかまわず、濃のう厚こうな口づけに応えている間に、シャツの釦ボタンがもどかしげにはずされた。ほどなくして開かれた前から、大きな掌てのひらが忍び込んでくる。

「んっ、ぅん」

　実道は透の唇を味わいつつ、胸の粒つぶを指先でつまんだ。ただそれだけの刺激で、透の体は跳ね上がる。

「んあ、は、はぁ、んん」

　ほんの一瞬離れた唇を、実道は再び塞ふさいだ。透の舌をきつく吸い上げて甘あま嚙がみする。

　その間も胸への愛撫はやまない。淡い桃色のそれが鮮あざやかな紅色に変わり、硬く尖とがるのを楽しむかのように、右も左も指先で捏こねまわす。

　のしかかる実道の下で、透は幾度も打ち震えた。実道と体を重ねるようになって数ヵ月、乳首はひどく感じやすくなっており、弄いじられるだけで劣れつ情じょうが熱くなる。

　反射的に膝ひざを閉じようとするが、そこには実道がいて、どうすることもできなかった。自然と腰がいやらしく揺れる。

「ん、ん、ふ、は、あは、あ」

　実道が唇を離したので、嬌きょう声せいが室内に響いた。蕩とろけきった声に、わずかに残っていた羞しゅう恥ちで全身が火ほ照てる。が、その羞恥も実道が首筋に吸いついたことで消し飛んだ。ちゅ、という音がして、桃色の印しるしが刻きざまれたことがわかる。

　僕が実道様のものやって、印をつけてもらえた。

　今までにも何度も跡をつけてもらったが、今日は特別な気がした。今日の印は一生消えないのではないかとすら思う。

「ああ、さね、実道、様……」

　嬉しくてたまらなくて、透は実道の広い肩に手を伸ばした。実道が自みずからのシャツの釦をはずしてくれていたおかげで、衿えり元もとから手を入れて直接肌に触れることができる。鞣なめした革のような滑なめらかな手触りの皮膚を、もっと、と希こいねがうように撫でる。

　すると実道は、首の付け根や鎖さ骨こつの辺りにもたくさんの印を残してくれた。ちゅ、ちゅ、と音をたてて透の肌を味わった唇は、やがて乳首にたどり着く。

「ぁん！　ん、あ、あ」

　舌先で転がされ、きつく吸われるだけでなく、もう片方を指の腹で押し潰すようにして捏ねまわされ、腰の辺りがますます熱くなった。

「やっ……、実道様、そんな、そこばっかり、したら……！」

　下した帯おびの中で性器が高ぶっているのがはっきりとわかった。ズボンの上からでも認められるほど存在を主張している。

　実道がそれを見て、ふと唇を離した。そしてさも嬉しそうに笑う。

「ほんまに、えらいこと感じやすうなったな」

「そんな、そんなことっ……」

「そんなことないか？　そんなことあるやろ。僕が、おまえの体を感じやすうしたんやから」

　意地が悪いものの、どこまでも甘い囁きを耳に注そそがれ、また腰がくねる。

「や、あ、あ」

「おまえの可か愛いらしいていやらしいのが見たい。見せてくれ、透」

　情欲を滲ませた声で囁いて、実道は透のズボンを下帯ごと一気に引きおろした。たちまち濃い色に染まった性器がまろび出る。

「あぁ！　あ、やぁ……！」

　布に擦れる感触と、露あらわになった劣情に絡みつく実道の強い視線を感じて、透は身み悶もだえた。

　ランプの柔らかな明かりを纏まとった性器は、淫靡に光っていた。淡い叢くさむらや、先端からとろとろと零こぼれ落おちる蜜みつまでもが艶つややかに光る。せめて先走りを止めようとするが、どうしても止められない。

「や、あ、んん」

「ああ、いつ見ても可か愛いらしい」

　陶とう然ぜんとつぶやいた実道は、透の性器を優しく掌てのひらで包んだ。軽く扱しごかれただけで、それは呆あっ気けなく絶頂を迎える。

「あぁ……！」

　透は背を弓なりに反そり返かえらせた。迸ほとばしったものが胸まで飛んでくる感触にすら感じて、ぁん、と嬌声が漏れる。

　快感に喘あえぐ表情を、実道がじっと見つめているのがわかった。

　嫌や。恥ずかしい。

　けれど実道の熱く荒い呼吸が聞こえてきて、ひどく感じてしまう。

　僕のを触って、僕を見て、実道様が欲情してくれはる。

　これほどに嬉しく、同時に官能を高める事実はない。思う様弄られた乳首がじんじんと疼く。触られてもいないのに、今まで幾度となく実道に貫つらぬかれてきた場所が熱を帯びた。今し方欲を吐き出したばかりの性器も、震えながらまた立ち上がろうとする。

「ああ、実道様……、もっと、触ってください……。もっと……」

　湧き上がってきた情欲を抑おさえきれず、透は強ね請だった。言葉だけでは到とう底てい足りない気がして、喘ぎながら体を俯うつぶせにする。そうして膝を立て、実道を受け入れる場所を差し出した。

「僕の、奥まで……、実道様で、いっぱいにして……」

　実道が息を飲む気配がした。

　今までにも理性が飛んだとき、実道に愛撫を強ね請だることはあった。が、こうして自らそこを実道に晒さらしたことはない。

　ひくひくと蕾つぼみが蠢うごめく。きゅっと締しまったかと思うと、誘うようにゆるりと綻ほころぶ。

　羞恥より情欲が勝っているせいで、恥ずかしいとは思わなかった。それよりも、早く実道がほしい。今日に限ってつながりたいという欲望が一際強いのは、実道に置いていかれたせいかもしれない。

「実道様、お願い……」

「──ああ、わかった。すぐにいっぱいにしたる。けど、その前によう解ほぐさんとな」

「いや、いやです、すぐにほしい」

「こら、我儘言うな。辛いんはおまえやぞ」

　蜂はち蜜みつに砂糖をたっぷりと溶かしてもこれほどには甘くなるまいと思わせる声で叱った実道は、両手で透の小さな尻をつかんで割った。そして実道を欲して艶なまめかしく収しゅう縮しゅくするそこに、おもむろに口づける。

「やっ、いけません、実道様……！」

　まさか接吻されるとは思っていなかったので咄とっ嗟さに逃のがれようとしたものの、しっかりと腰を捕まえられてしまった。間を置かずに舌が入ってくる。

「お、おやめください……。そんなこと、なさったら、あきませ……、あ、あん！」

　熱い吐息を吹きかけられ、ぬるぬると舐なめまわされ、唾液をたっぷり注がれる感触に耐えきれず、透は高い嬌声をあげた。我知らず腰がくねる。触れていないのに反り返った性器から、蜜が糸を引いて敷しき布ふに滴したたる。信じられないほど気持ちがよくて、よすぎて涙があふれた。

　ああ、またいってしまう。

　快感に侵おかされた思考でそう思うと同時に舌が離れた。物足りなさを感じる間もなく、長い指が二本まとめて突き入れられる。唾液で濡れていたせいか、そこは滑らかに実道の指を飲み込んだ。

「あぁ、さねみちさま……、もう、ぼく、ぼく……！」

「もうちょっと、我慢や」

　優しいくせに凶暴な声で言いながら、実道は透の感じる場所を強く愛撫する。

「やぁっ……！」

　がくん、と全身が跳ね上がり、透は到底我慢できずに達した。

　しかし余よ韻いんに浸ひたる暇は与えられない。いつのまにか三本に増えた実道の指が、わが物顔で熱く蕩けた場所をかき乱す。

「や、やっ、まだ、でて……、でてる、のにっ……、ぁあ」

　ぐちゅぐちゅという淫靡な水音の合間を縫ぬって、実道が熱いため息を吐く音が聞こえてきた。

「凄すごいぞ、透……。とろとろやのに、きつうて熱い。それに、なんちゅういやらしい色や……」

「あか、あきませ……、そんな、したら、また、いく……！」

　上半身を支えていた腕はとうに折れていた。枕に顔を埋うずめ、尻だけを高く掲かかげた卑ひ猥わいな体勢で、喘ぎながら淫みだらに腰を振る。

　しかしもう一度そこを抉えぐられたらいく、というところで、実道は指を全て引き抜いてしまった。腰を支えてくれていた腕もはずれてしまう。

「あ、やぁ、さねみちさまっ……」

　中が狂おしいほどに収縮して、透は泣き声をあげた。不安定に揺れて落ちそうになる腰を、再び強い力が支えてくれる。

「入れるぞ、透」

　低く掠れた声で囁かれるのと、すっかり綻ほころんだ蕾に熱の塊かたまりがあてがわれるのとは同時だった。奥深くまで貫つらぬかれ、揺さぶられる喜びを知っている体は、それだけで期待に震える。

「いれ、入れて、ください……、早はよ……」

　欲望のままに強ね請だると、実道の熱が押し入ってきた。数えきれないほど実道に抱かれたが、背後から挿入された回数はそれほど多くない。向き合って入れられるときより感じる場所を強く擦られる感じがして、長く尾を引く嬌声があふれ出る。

「あぁー……っ！」

　大きな熱の塊に奥深い場所を突かれた衝撃に耐えきれず、透はまたしても達した。受け入れたばかりの愛しい人の劣情を、きつくしめつけてしまう。

　く、と実道が喉のどを鳴らした。獰どう猛もうな獣けもののように低くうなりつつ、背後から弾はじけたばかりの透に触れる。

「入れただけでいったんは、初めてやな……」

「やっ、あか、さわったらいや、いやっ」

　嬉しそうな囁きと共に性器をいやらしく撫でられ、透は身み悶もだえた。達したばかりで過敏になっているのはもちろん、力強く脈打つ実道の大きなものを含まされているのだ。感じるなという方がどうかしている。

　このままやったら、おかしいなってしまう。

「あぁ、さねみちさま、さねみちさま……！」

　終わりのない快楽が怖くて、けれどそれを与えてくれているのが実道であることが嬉しくてたまらなくて、すすり泣きながら呼ぶ。腰が淫らに揺れ動くのを止められない。

「透……！」

　呼ばれると同時に腰をしっかりとつかまれた。刹せつ那な、激しい律動が始まる。

「あ！　ん、あぁっ、は、ぁん！」

　熱く蕩けた場所を幾度も幾度も擦られ、突かれ、抉られて、よがる声が止まらない。強い快感が大きな波となり、くり返し襲いかかってくる。肌と肌がぶつかる音、そしてきしきしとベッドが激しく鳴る音にすら感じてしまう。
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　指の先にまで快感が行き渡り、己の体がどうなっているのかわからなくなったそのとき、深い場所で実道が弾けた。

「あっ！　あ、あ……！」

　たっぷりと潤うるおされる感覚は、透に更なる快感を与えた。湧き上がってくるようなそれに耐えかねて、あぁ、と掠れた嬌声をあげる。

　上り詰めた感覚は確かにあったが、それは射精の快感とはまた違っていた。実際、透は達してはいなかった。どこか物足りないのに、全身が蕩けて溶けてしまうような甘い痺れに侵され、はあはあと喘ぐ。

　実道にはたくさんの快楽を教えられたが、まだこんな未知の快感があったなんて──。

　炎ほのおのように熱く荒い息を吐いた実道が、透、と愛しげに呼んだ。

「出さんと、いったんか……？」

「あ、わ、わか、りませ……」

「そうか……。けど、気持ちええやろ？」

「はい、はい……、すごい、ようて……、ぼく、もう、あ、あん」

　まだ小刻みに寄せてくる快感の波に震えていると、実道がのしかかってきた。しっかりと上半身を抱きかかえられ、つながったまま強い力で起こされる。

「あぁ……！」

　ぐちゅ、という卑猥な音と共に奥深い場所を押し開かれ、透はのけぞった。すかさず実道のたくましい腕が背後から抱きとめてくれる。

　実道の汗ばんだ熱い肌が背中に密着して、透は身悶えた。

「ん、あ、あついっ……」

「透、透……。好きや」

　熱っぽい告白が突然耳に入ってきて、透はまたびくびくと震えた。その声の甘さと言葉の響きだけで達しそうになってしまう。

「ぼく、ぼくも……、すき、です……」

　乱れた息の合間を縫って応えると、首の付け根の辺りに口づけられた。実道に手て刀がたなを入れられた場所だ。

「ここ、赤あかなってしもたな」

「あ、へいき、です」

「痛かったやろ、ごめんな」

　いえ、と透は震えながら首を横に振る。

「でも、もう、あんなんは、いやです……、おいていったら、いや……」

「──ああ、わかった。もう、置いていったりせん。約束や」

　囁いた実道は、赤く跡が残っているらしい場所にくり返し口づけた。そうしながら左の手でぷくりと腫れた乳首を捏ねまわし、右の手でどろどろになった性器を弄る。

　この体勢になったのは、両手で思う様透の体を可愛がるためだったのだと気付いたときには、ひっきりなしに嬌声をあげさせられていた。

「透、透、可愛い。僕のや、僕の……」

　狂おしい恋情に掠れたつぶやきが、透を快楽の深しん淵えんへと導く。

「も、あか……、あかっ……、ぁあん！」

　あっという間に極まったが、実道の愛撫は止まらなかった。放置されていた方の乳首を捕らえて弄くる。弾けたばかりの透の性器に悪いた戯ずらを仕掛ける。

　どちらかだけでも止めようしたが、快感にすっかり毒された手には少しも力が入らなかった。中を占せん拠きょしたままの実道も、大きさと硬さを増しこそすれ衰おとろえることはなく、透を強く激しく蹂じゅう躙りんし続ける。

　気持ちよすぎて苦しくて、透はすすり泣いた。

「ああ、や、あは、あん、いや、やぁ」

　息も絶え絶えになりながら、無意識のうちに腰をくねらせる。

　それが刺激になったのか、再び実道の熱が体内に勢いよく迸ほとばしった。

「透……！」

「あぁ……！」

　今度こそ本当に二つの体がひとつに溶け合った気がして、透は歓喜の嬌声をあげた。

　実道様と僕は、もう離れることはない。










　たくさんの白い花をつけた山茶花さざんかの隣で、赤い山茶花はちらほらと花を咲かせていた。紅あか紫むらさきの可か憐れんな花か弁べんが幾いく重えにも重なっている様は、艶あでやかなのにどこかしら謙けん虚きょにも見える。

「見事に咲いたなあ」

　感心したように言った作さく兵べ衛えに、はいと透は頷いた。

「世話が上うわの空そらになってしもた時期があったから、ちゃんと咲いてくれるか心配やったんですけど、よかったです」

　頭上に広がる水色の空は高い。蜻蛉とんぼが二匹、ついと目の前を横切る。

　十月も後半となり、和洋折せっ衷ちゅうの庭はすっかり秋の装よそおいだ。

　梶浦が刺されてから一月ほどが経たった。梶浦商会は、社長である梶浦一人の手しゅ腕わんで成り立っていたらしく、早くも傾きかけているそうだ。

　梶浦を刺したのは、梶浦が「蛇くちなわの五ご郎ろう」と呼ばれていた頃の仲間だった。梶浦が犯した殺人の罪を着せられて服ふく役えきしていたが、十日ほど前に出しゅっ所しょして復讐の機会を窺っていたという。

　因いん果が応おう報ほうっちゅうやつやな。

　まだ入院していた作兵衛を見舞いに行ったときに成り行きを話すと、包帯だらけの作兵衛はベッドの上で静かに言った。作兵衛を襲ったのは、やはり梶浦の手下だったそうだ。何度脅しても作兵衛が梶浦を探ることをやめないので、力に訴えたらしい。

　元気にならはってよかった。

　隣に立つ作兵衛を見て、心底ほっとする。三日ほど入院しただけで済んだのは、不幸中の幸いだった。

「来年の秋には、もうこの花は見られへんのやな……」

　ふいに聞こえてきた作兵衛のつぶやきに、そうですね、としみじみ応える。

　小一森家にも大きな変化があった。光範が実道の大学卒業を待って、来年の九月に爵しゃく位いを返へん上じょうすることを決めたのだ。

　古川はもはや反対しなかったが、しまと杉尾は大いに驚き、戸惑った。なにしろ二人とも、二十年以上小一森家に仕つかえてきたのだ。旦那様のお側にいたいと訴うったえる二人に、光範は事の次第を全て話した。今までほんまによう仕えてくれた、ありがとうな、申し訳ない。そう言って頭を下げた。

　世せ襲しゅう財産を全部売って、借金を返済するつもりや。かなりの価値があるやろうから、きっとそれなりのものが残るやろう。その金をおまえたちに貰もろてもらおうと思う。

　華族は家宝や不動産などを世襲財産として指定することができる。指定された財産は、売却したり抵てい当とうに入れたりすることができないかわりに、差し押さえを免まぬがれる。

　小一森の土地と屋敷、そしていくつかの家か財ざいは、世襲財産に指定されていた。光範は宮く内ない大臣の許可を得て指定をはずし、全て売却した上で爵位を返上するというのだ。

　絶句したしまと杉尾の肩を、光範は慈いつくしむように柔らかく叩いた。

　杉尾は西洋料理の店を始めてもええやろし、甥っ子さんにホテルを始めるからコック長になってほしいて言われてるやろ。最新のホテルで腕を振るうんもええ。それからしまには裁さい縫ほう学校の教師の仕事がきてたな。女学校時代に上級生やった方が校長に就しゅう任にんしはって、ぜひにて言わはるんを断ったて聞いたぞ。しまさんを説得していただけませんかて、いまだに私宛あてに度たび々たび手紙がくるんやで。

　旦那様は、おしまさんと杉尾さんの身の振り方に見通しを立てた上で爵位の返上をお決めになったんや。

　ただ金をやって放り出すような真似をしないのは、いかにも光範らしい。

　杉尾は結局、自分の店を持つことに決めた。ただし、光範と古川が移り住む予定の、富ふ貴き子この家の近くで開業するつもりでいるらしい。仕事の合間に良い物件を探している。

　しまは裁縫学校の教師の仕事を受けることにした。少し路面電車に揺られれば、光範と富貴子に会える点が大いに魅力だったようだ。

　もちろん、二人とも気持ちが完全に整理できたわけではないらしく、ふとした瞬間に寂しげな表情を見せることもある。それでも旦那様がお決めになったことやからと、少しずつ前向きになっているようだ。

　作兵衛と二人、無言で庭を眺めていると、門が開いた。学生服を着た実道が入ってくる。今日は講義が早く終わると言っていた。

　一瞬で心が華やぐのを感じながら、透は声をかけた。

「実道様、おかえりなさいませ！」

「ああ、ただいま」

　歩み寄ってきた実道に、おかえりなさいませ、と作兵衛も頭を下げる。ただいま戻りました、と実道は丁寧に応じた。

　しまと杉尾、そして作兵衛は、実道が小一森家の血を引いていないと知った後も態度を変えなかった。光範に実道の生おい立たちを聞いたせいもあるが、何より小一森を──光範を命がけで救おうとしたことが大きかったようだ。小一森の使用人にとっては、旦那様の味方か否いなかが最も重要なのである。

　でも、古川様はよそよそしいんやけど……。

　光範が爵位返上を決めたことが、どうしても納得がいかないようだ。しかも実道さえよければ、爵位を返上した後も養子縁組はそのままにしておくと光範が言ったものだから、余計に臍へそを曲げてしまった。

　無理もないと透は思う。古川家は安あ土づち桃もも山やま時代より以前から、代々小一森に仕えてきたらしいのだ。養子に最もこだわったのも古川だった。

　とはいえ実道本人は、爵位の返上に反対した。私を養子からはずしてくださるだけでええんです。私は去りますから、何も爵位を返されなくても。

　言いつのる実道に、しかし光範が首を縦たてに振ることはなかった。ほんまにもうずっと前から考えてたんや。おまえのせいやないさかい気にするな。そう言って微笑んだ。

　養子縁組を解消するか否かは、光範と実道が二人きりで話し合ったものの、今のところ結論は出ていない。とりあえず、爵位を返上するまではそのままにしておくことで落ち着いたようだ。きっと解消はされないだろうと透は思っている。

「きれいに咲いたな」

　紅紫色の山茶花を見て目を細める実道に、はいと頷く。

　すると何を思ったのか、作兵衛がふいにぽんと手を叩いた。

「ああ、わし、スギさんに用事があって来たんやった。ええ物件が見つかってな。早はよ知らせてやらんと。実道様、失礼いたします」

　頭を下げた作兵衛は、そそくさと屋敷の方へ去ってゆく。透はきょとんとして作兵衛を見送った。

　急にどうしはったんやろ。

　くす、と実道が笑う気配がして振り返る。

　優しい眼差しが柔らかくこちらを見下ろしてきた。

「作兵衛さん、僕らのことに気付いてはるんや」

「え、そうなんですか？」

「ああ。透の顔見たら誰でもわかる」

「え？　僕、そんな……」

　透は思わず頰を押さえた。掌に触れる体温は熱い。

　実道様にお会いできて、僕はそんなに嬉しそうな顔をしてるんやろか。

　透の様子を見守っていた実道は、またくすくすと笑った。

「透だけやない。僕の顔を見てもわかるはずや。おまえの側にいるだけで、僕は蕩けるような心地になるからな」

「実道様……」

　ますます頰が熱くなって、透はうつむいた。真っ赤になっているだろう顔と首筋を麦わら帽子で隠す。

　梶浦がいなくなり、真実を詳つまびらかにして明け方まで激しく睦み合った日から、実道は透への想いを隠さなくなった。もちろん、光範たちの前であからさまな態度をとることはないが、二人きりになると蜜のように甘くなる。

　実道様と二人で暮らすようになったら、僕はとろとろに溶かされてしまうかもしれん……。

　実道は事業を起こすことをやめた。透と共にいるために選んだ道だったから、もう必要がなくなったのだ。会社に就職するか、官かん吏りの試験を受けるつもりでいるらしい。もっとも、帝てい大だいの法科大学を出ていれば、どこへ行っても引く手数多あまただ。是これ沢さわの父が営いとなむ製糖会社にも、幹部として就職しないかと誘われているという。

　透は実道について行くことに決めた。これまでと同じように、身のまわりの世話をするのだ。とはいえ杉尾に店を手伝ってくれないかと誘われているので、もし実道が京都に残るなら働くつもりでいる。

「ああ、ほんまにきれいや。特にこの赤い花、おまえみたいやな」

　実道が指先で紅紫の花弁をそっと撫でる。

「僕、ですか？」

　鮮やかな花と自分が到底結びつかなくて首を傾げた透に、ああと実道は大きく頷いた。

「可憐で可か愛いらしいて、けど強いとこもある。このきれいな赤がおまえの強さにぴったりや。それに、ほんのり甘いええ香りがする」

　首筋に顔を近付けてきた実道から、いけません、と慌てて逃げる。

「お庭の手入れをしてて汗かきましたから」

「そら都合がええ。おまえの汗がええにおいなんや」

「実道様」

　濃厚な情事を匂わせる物言いが恥ずかしくてたまらなくて、透は再びうつむいた。くすくすと楽しげに、愛しげに笑った実道にしっかり肩を抱かれる。

　来年、この広い庭に咲く赤と白の山茶花を、透も実道も見ることはない。

　けれどどこかでこうして並んで、二人同じ景色を眺めるのだ。

　来年も再さ来らい年ねんも、その先もずっと。
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　見事に咲いた紅あか紫むらさきの花を見つめ、透とおるは頰を緩ゆるめた。

　秋の夕暮れの穏やかな日差しを浴びた花か弁べんは、柔らかく輝いている。暗い灰色や緑の庭に、ぽつりぽつりと朱色の絵の具を落としたかのようだ。

　ああ、きれいや。

　山茶花さざんかが鮮あざやかに花開いたのは、三年前まで暮らしていた小こ一いち森もり家の庭とは比べものにならないごく小さな庭である。大学を卒業し、京都の役所に勤めることになった実さね道みちと共に引っ越してきたこの家は、一般的な一軒家よりわずかに広い程度だ。よって庭も小さい。

　小一森の屋敷が売られる前に、実道と二人で植えた赤い山茶花を移植したいと頼むと、光みつ範のりは快こころよく承諾してくれた。

　光範は屋敷をはじめとする世せ襲しゅう財産を全て売り払い、借しゃく財ざいを返済した後、古ふる川かわと共に娘の富ふ貴き子こ一家と暮らしている。それほど遠い距離ではないので、月に一度は顔を見せることにしている。先週にも実道と共に訪たずねたが、以前より顔色が良い光範を見て安心した。

　私には華族の暮らしより、今の暮らしの方が合おうてるんや。

　穏やかに微笑ほほえんだ光範の横で、古川は苦にが々にがしい顔をしていた。古川はいまだに小一森の爵しゃく位い返へん上じょうを受け入れられないようだ。加えて光範が、実道との養子縁組を解消しなかったことも気に入らないらしい。そう、実道は今も「小一森実道」なのだ。

　最後まで目すら合わせなかったかつての従者を、実道は責めなかった。

　古川さんの気持ちもわかる。お家いえが断たたれる辛つらさは、僕もよう知ってるからな。

　そう言って小さく笑った。正体を隠して小一森家で暮らしていた頃、幾度となく端整な面おも立だちを曇くもらせた暗い影が再びよぎった気がして、胸が痛んだ。

　実道が抱かかえるその影を、以前は消し去りたいと思った。しかし二十一歳になった今は寄り添いたいと思う。どうしても消えてしまわないそれは、きっと実道の一部なのだ。ならば共に在ありたい。

　実道様のお側そばにいられて、僕はほんまに幸せや。

　ほう、とため息をついたそのとき、ただいま、と玄関で声がした。

　実道様や！

　すぐさま縁えん側がわへ上がり、飛ぶように表へ向かう。

　洋装を見事に着こなした長身の男が、腰を下ろして靴を脱いでいた。

　透はすぐさま愛いとしい人の側に膝ひざをつく。

「おかえりなさいませ。お疲れ様でした」

「ただいま、透」

　振り返った実道は優しい笑みを向けてくれた。それだけで透の胸は熱くなる。

「今日は杉すぎ尾おさんの店の給きゅう仕じ、手伝わんでもええんか？」

　やはり優しく問われ、はい、と透は頷いた。

「このところ忙しかったから、気ぃ遣つこてくれはったみたいです」

「繁はん盛じょうしてはって何よりやな」

「はい。最近は特に景気がええですから」

　鞄かばんを預かった透は、靴を脱ぎ終えた実道と共に居間へと移動した。

　透は杉尾が営いとなむ西洋料理店で、経理と給仕の仕事をしているのだ。

　日本人の口に合うように工夫された杉尾の料理は評判を呼び、店は大いに繁盛している。三年前に勃ぼっ発ぱつした戦争によって軍ぐん需じゅが増え、国全体が好景気に沸わいていることもたくさんの客が訪おとずれる一因だろう。先日、裁さい縫ほう学校で教師をしているしまも裁縫学校の教師仲間と共に来てくれたが、次々に訪れる客を捌さばくのに精いっぱいで、ゆっくり話せなかったのが残念だった。半年ほど前に見習いコックを雇やとい入いれたものの、忙しさは相変わらずだ。

　もっとも、透がそうして働くことができたのは実道のおかげである。老女を通かよいの女中として雇い、家事をしなくていいようにしてくれたのだ。帝大卒の官かん吏りの家に女中がいるのは、少しもおかしいことではない。が、透は本来、実道の身のまわりの世話をするために一緒に暮らしているのだ。申し訳ありませんと恐きょう縮しゅくすると、実道は優しく微笑んで、そんなん気にするなと言ってくれた。

「あ、そうや、実道様。山茶花が咲きましたよ」

　実道の着替えを手伝いながら言うと、そうか、と実道は嬉しそうに顔を綻ほころばせた。が、すぐに眉を寄せて軽くにらんでくる。

「透、そろそろ僕を様付けて呼ぶのはやめてくれんか？」

「え……、あ、でも……」

　透は頰を染めて口ごもった。二人きりで暮らすようになってから、実道様、ではなく、実道さんと呼んでほしい、もしくは呼び捨てにしてくれと言われているのだが、どうしても様を付けて呼んでしまう。そちらの方が慣れた呼び名だからというのももちろんあるけれど、さん付けや呼び捨ては、どうにも気恥ずかしい。

　耳まで赤くなった透の反応が予想通りだったのか、くす、と実道は小さく笑った。

「まあ、まだまだ先は長いからな。ちょっとずつ変えていってくれたらええ」

「はい、申し訳ありません……」

　広い背中に着物を着せかけつつ謝った透は、頰だけでなく胸も熱くなっているのを感じた。

　実道様のこういうちょっと意地悪なとこも、僕は好きや。

　透をからかう態度にすら、愛いとおしむ気持ちが透すけて見える。

　二人連れだって縁側へ向かうと、実道は感嘆の声をあげた。

「ああ、きれいに咲いたな！」

　下げ駄たを履はいて一緒に庭に降り、山茶花に歩み寄る。

　実道は香りを確かめるように、紅紫の花に顔を寄せた。二十代も半なかばを超え、ますます凛り々りしくなった横顔に、幾いく重えにも花弁を重ねた山茶花はよく映はえる。

　山茶花もきれいやけど、実道様はもっとお美しい。

「ええ香りや」

「はい……」

　花に負けず劣おとらずの鮮やかな笑みを向けられ、胸が高鳴る。

　共に暮らして三年が経たつというのに、実道への恋心は少しも薄れない。それどころか、日を追うごとに深く濃くなっている気がする。

「是これ沢さわの家の山茶花は、今年も虫にやられたそうや。うちの山茶花に虫がつかんのは、透が丹たん精せいしてるからやな」

　実道の友人、是沢は父が営む製糖会社で働いている。父親が厳しい人で、平社員としてこき使われているらしい。一ひと月つきほど前、ここを訪れて実道と共に酒を呑のみながら、一ひと頻しきり愚ぐ痴ちって帰っていった。

「いえ、そんな。僕は作さく兵べ衛えさんに教えてもろた通りにしてるだけですから」

　作兵衛は娘家族と共に元気に暮らしている。杉尾の店にも何度か孫を連れて来てくれた。

「毎年、今年もきれいに咲いてなってお願いしながらお世話してます。きれいに咲くと実道様が喜んでくださるから、僕も嬉しい」

　本当のことをそのまま言っただけだったが、実道はなぜかわずかに目を見開いた。

　かと思うと透の腕を引き、己の胸に抱き寄せる。

　この三年で幾分か背が伸び、体つきもしっかりしたものの、実道には到とう底てい及ばない。透は実道の腕の中にすっぽりと収まった。

「実道様？」

　透はそっと愛しい人の名を呼んだ。抱きしめられるのは少しも嫌ではない。むしろ、ここ数日お互いに忙しくてろくに触れ合えていなかったから、嬉しくてたまらない。

　それでも何か気にかかることでもあるのかと心配になってしまうのは、実道がかつて一人で悩み苦しんでいたときに力になれなかったからだ。

　今の僕でもあんまり役に立たんやろうけど、できるだけ実道様のお力になりたい。

「──僕は、小さい男や」

「え……？」

　つぶやかれた言葉の意味がわからなくて首を傾かしげると、実道はため息を落とした。

「さっき、おまえ宛あてに木き崎ざき君から手紙が届いてた」

「え、そうなんですか？」

　木崎は中学で同級生だった男だ。陸軍士官学校を出て今は陸軍少しょう尉いになっており、年に一度か二度、便りをよこす。

　ちなみに透は昨年受けた徴ちょう兵へい検査で乙おつ種しゅ合格だったものの、籤くじにはずれたため入にゅう営えいを免まぬがれた。以前に比べると籤に当たる確率が高くなっていたから、透本人よりも実道の方が安あん堵どしていた。

「先に渡したら僕より手紙にかかりきりになるかもしれんから、後で渡そうと思おもて鞄の中にしもたんや」

　実道の自じ嘲ちょうする口調に、透はきょとんとした。

「かかりきりて、なんでそんな。木崎君からの手紙は確かに珍しいですけど、僕が実道様をないがしろにするわけがありません」

　心の内をありのままに答えると、実道が息を飲む気配がした。同時に、抱きしめてくる腕にぐっと力がこもる。

　透も実道の背中に腕をまわし、広い肩に額ひたいを預けた。着物越しでも体温と鼓こ動どうがはっきりと伝わってきて、途方もないような幸福感に満たされる。

　実道も同じだったらしく、透の頭に愛しげに頰を摺すり寄よせた。

「今日、おまえを早はよう帰してくれはった杉尾さんに感謝せんとあかんな」

「明日も、午後からの出勤でええて言うてくれはりました」

　そうか、と応じた実道は、わずかに上半身を離した。

　愛しさが滲にじんだ瞳をうっとり見つめ返すと、柔らかく唇が重なる。

　くすぐったい。嬉しい。もっと。

　透は瞼を落として口づけに応えた。くり返し与えられる啄ついばむような接せっ吻ぷんは、次第に深くなっていく。

　薄く開いていた唇から濡れた感触が入り込んでくるのと同時に、腰にまわっていた腕が片方だけ解とかれた。自由になった手が、着物の合わせ目から内側へと迷うことなく入り込んでくる。

「ん、んっ……、あ、実道様……、んう」

　息継ぎの合間に呼んだ透に、うん？　と実道が喉のどの奥で返事をした。

　その間にも、実道の手は透の肌を熱心にまさぐる。接吻は何度もしていたが、こうして肌を愛撫されるのは約一週間ぶりだ。

　ああ、もう溶けてしまいそうや……。

　三年前から絶え間なく情熱的に抱かれてきた体は、少しの愛撫でも熱くなる。

　胸の突起を指先でつままれ、透は息を乱しながらもわずかに抗あらがった。

「ふ、あ、実道様、いけません……、こんなとこで……」

「そしたら、奥へ行こか」

「はい……、奥で……」

　素直に応じると、また貪むさぼるように口づけられた。










　実道に抱えられるようにして奥の座敷へ移動するなり、敷いてあった布団に押し倒された。帯おびを解ほどくのももどかしく透の着物の前を開いた実道は、露あらわになった白い肌を味わうように撫なでまわし、更には口づけてそこにいくつも赤を散らした。

　荒々しい愛撫に、透は甘い声を漏もらしてよがった。自然と乱れた裾すそから実道の指が侵入してきただけで、背筋に甘い痺しびれが走る。すんなりと伸びた長い指が蕩とろけるような快感をくれることを、嫌というほど知っているせいだ。

「あっ、あ、実道様……」

　実道の手が動く度たび、くちゅくちゅと淫いん猥わいな音がする。下した帯おびを強引に解かれ、直接触られる頃には、透の性器は既に濡れそぼっていた。

　初めて抱かれた三年前と少しも変わらない──否いな、それ以上の激しさと執しつ拗ようさで劣れつ情じょうを愛撫され、激しく息を乱しながら腰を揺する。

「も、もう、あきません……、いくっ……」

「いってもええぞ」

　情欲を滴したたらせた低い声で促うながされ、透は呆あっ気けなく達した。

「あぁ……！」

　眩め暈まいがするほどの快感に、全身が痺しびれたようになる。

　しかし放出の余よ韻いんに浸ひたる間もなく、実道の指は愛撫を再開した。

　たちまち、ガクン、と全身が跳ねる。

「やっ、ぁん、いやっ……、まだ、無理、無理です……」

「大丈夫や……。ほら、また濡れてきたぞ。かわいいな、透」

　熱っぽい囁きを耳に吹き込まれ、一度達した透の劣情は急速に高ぶってゆく。淫みだらで巧たくみな愛撫に翻ほん弄ろうされて声を抑えることができない。

「だめ、だめ……！」

　甘く濡れた声では、強ね請だっているようにしか聞こえなかったのだろう。実道の手はわずかの間も休むことなく透の劣情をかわいがる。

　同時に、奥に秘められた蕾つぼみに濡れた指が押し入ってきた。いつもより些いささか性急な侵入だったが、快感に浸されて力の抜けたそこは、難なく実道の指を受け入れる。

「は、あぁ……っ」

「痛いか……？」

「ん、んっ、へいき、です……」

「すまん、透……。ほんまは、いつもみたいにもっと、丁寧にしてやりたいんやけど……、おまえと早はようつながりたいんや……」

　掠かすれた声で言うなり、実道は内側にある感じるところを集中的に撫でてきた。

　さすがに刺激が強すぎると判断したのか前への愛撫はやんだものの、内部から与えられる刺激は凄すさまじい。感じすぎて苦しくて、透はひっきりなしに嬌きょう声せいを漏らしながらすすり泣いた。

「あっ、あん、やぁ、やっ……」

　内部が実道の指を奥へと誘い込むように収しゅう縮しゅくするのがわかった。その動きと連動して、腰が卑ひ猥わいにくねる。再び力を取り戻した劣情も揺れ動き、透だけでなく実道の体にも欲望の蜜みつをまき散らした。

　はしたない。浅ましい。

　そう思うのに、艶なまめいた動きを止められない。

　飲み切れずに頰につたった唾だ液えきを熱い舌に舐なめとられたことがきっかけになり、透は再び極きわまった。頭の中が真っ白になるほどの強烈な快感に、全身が戦慄わななく。

　今日まで何度抱かれたかわからない。しかし快感に慣れることはなく、それどころか抱かれる度に敏感になっていく。

　このままやったら僕は、感じすぎておかしいなってしまうかもしれん……。

　そんなことをぼんやり思っていると、内部をかき乱していた実道の指がゆっくり引き抜かれた。透のそこは、出て行かないで、ここにいてと訴うったえるように長い指をしめつける。淫らな動きが恥ずかしくてたまらない。

　しかし出て行ってほしくないのは事実だったので、透は緩く頭を振った。

「さねみちさま……、さねみちさま……」

「ん。入れるぞ」

　飢うえた獣けものそのものの獰どう猛もうな息遣いが聞こえたかと思うと、両膝の裏に手を入れられ、強い力で抱え上げられた。間を置かず、今し方まで実道の指が出入りしていたそこに灼しゃく熱ねつの塊かたまりがあてがわれる。あ、と小さく声を漏らしたときにはもう、奥深くまで貫つらぬかれていた。

「……っ！　は、あっ……」

　あまりの大きさと熱さに、一瞬息がつまる。

　が、腹の中で確かに息づく実道の欲望を感じて、すぐに歓喜が爆発した。

　実道様とつながってる。

　たちまち甘い痺れが電撃となって全身に走り、透は高い嬌声をあげた。実道を受け入れたそこが、きゅうときつくしまる。

　実道は苦しげに、しかし色めいた声でうめいた。

「透、透……。動くぞ？」

　はい、と透が返事をする前に、実道は動き出した。いきなり激しい律動が始まる。

「あっ、あぁ、……ん、ぅん、……ふ、あ、ぁん！」

　声が途切れるのは、実道が透を強い力で揺さぶりながら幾度も接吻してくるせいだ。唇だけではない。鼻の頭や頰、顎、瞼──顔中のあらゆる場所に口づけられる。まるで、愛おしい、愛おしい、と幾度も情熱的に告げられているかのようだ。

　一方で、透の蕾を蹂じゅう躙りんする凶暴なそれは、おまえは僕のもの、おまえは僕のもの、とくり返し主張しているかのようだった。その凄まじいまでの独占欲は甘かん美びな媚び薬やくとなり、透を極限まで感じさせる。

「あぁ！　ん、さねみち、さま、ん……！　さね、んんっ……」

　舌がもどかしげに絡からみ合あう。互いの唾液が混じり合い、淫いん靡びな水音をたてる。

　つながった場所からは、もっと卑猥な音が漏れていた。

　もう、どこまでが実道の体で、どこまでが己の体かわからない。

「ん、ン、う、ぁあん……！」

　感じる場所を的確に突かれた拍ひょう子しに性器が己の腹に擦こすれ、透はまたしても達した。

　が、実道の律動はやまない。腹の中で脈打つものは、まだ充分な力を保たもっている。

「は、あっ、あん、や、やぁっ」

　透は無意識のうちに実道の首筋に腕をまわしてしがみついた。そうしなければ、全身が蕩とろけて溶けてなくなってしまいそうな気がしたのだ。

「透、僕のや、僕の透……！」

　耳もとで熱っぽく囁かれた次の瞬間、体内で実道の熱が弾はじけた。勢いよく迸ほとばしったものが内部に満ちる。あ、あ、と色めいた嬌声があふれるのを止められない。

　強烈な快感とたとえようのない幸福感、そしてえも言われぬ充実感を全て混ぜ合わせた感覚は、この瞬間にしか味わうことができないものだ。

　うっとり目を閉じていると、透、と甘い声で呼ばれた。

　薄く瞼まぶたを開けた先に見えたのは、汗にまみれて上じょう気きした、男らしくも美しい実道の顔だった。

　僕を愛しいて思おもてくれてはる。

　同時に、猛たけ々だけしい情欲を映し出した切れ長の瞳は、もっとおまえがほしいと訴えてもいた。

　寒気にも似た快感が背中をざわめかせるのを感じて、震えながら頷く。

　僕ももっと、実道様がほしい。

　すると実道は端整な面立ちに、肉食の獣の表情を浮かべた。

「好きや、透……。おまえだけや」

　熱烈な告白と共に唇を塞ふさがれる。

　互いの舌が絡み合うと同時に、透の中を占せん拠きょしたままだった実道は再び激しく動き出した。










　透、と優しく呼ばれ、透は苦労して目を開けた。

　たくさん泣いたせいだろう、瞼が重い。

「水持ってきたぞ。起きられるか？」

「はい、ありがとうございます……」

　応じた声が掠れたのは、あられもない嬌声をあげ続けた証あかしだ。

　赤面しつつも実道に支えてもらい、ゆっくり上半身を起こす。まだ体のあちこちに熱がくすぶっているものの、肌はさっぱりと乾いていて不快感は全くなかった。

　結局、三回もしてしもた……。

　一度目と同じ体勢で二度目をした後、三度目は抱き起こされ、実道と向かい合う形でした。あまりに感じすぎて、ほとんど気絶同然で眠ってしまった。その間に、実道が体を拭ふいて着替えさせてくれたようだ。

　明るかった外はすっかり暗くなっている。室内にも夜の帳とばりが下りており、実道がつけてくれた石油ランプが辺りを柔らかく照らしていた。

「無茶して悪かったな」

「いえ、そんな……。嬉しかったです……。それに、凄すごく気持ちよかった……」

　恥じらいながらも正直な気持ちを答えると、柔らかな接吻がこめかみに落ちてきた。

「あんまり可か愛いらしいことを言うてくれるな。また抱きたなるやろ」

　甘く囁いた実道は、透の背中を己の胸にもたれさせた。グラスの水を口に含み、透の顎を捕らえる。透は目を閉じ、自みずから薄く唇を開いた。

　重なった唇から、少しずつ水が流し込まれる。透が飲み干すのを確認し、実道はゆっくり口づけを解いた。ほう、と思わずため息が漏れる。

　目が合って陶とう然ぜんと微笑みかけた次の瞬間、ちゅ、とまた軽く口づけられた。

「さっき言うてたおまえ宛ての手紙や」

　実道がおもむろに懐ふところから取り出したのは一通の封筒だった。

　ありがとうございます、と礼を言って受け取った透は瞬まばたきをした。先に渡したら僕より手紙にかかりきりになるかもしれんから、という実道の言葉を思い出したのだ。

「なんで僕が木崎君からの手紙にかかりきりになるんと思わはったんですか？」

　不思議に思って実道をじっと見上げる。

　年に一回か二回しか来ん珍しい手紙やから、そう思わはったんやろか？

　木崎から届く手紙はいつも、ごく簡単に自らの近況を報告するだけだ。元気でやっているか、とすら書かれていない。透の返信に対する礼もない。思えば不思議なやりとりである。

　二年ほど前に最初に手紙が届いたときは、本当に驚いた。小一森の屋敷宛てだったため、光範の元に転送され、光範から手渡されたのだ。

　本音を言うと、なぜ木崎が手紙をよこすのか、今もよくわからない。綾あや川かわ家のことを知らせてくれた辺りから態度が変わった気がするけれど、それもどんなきっかけで透を気にかけてくれるようになったのか、心当たりがない。

　ごく近い距離で透を見下ろした実道は苦笑した。

「いっつもちゃんと返事書いてるやろ」

「それは、はい。もらいっぱなしは失礼かと思て。旦那様も返事を書いた方がええておっしゃいましたし、特に今は有ゆう事じですから、きちんと返信したいとは思いますけど……。でも、せやから言うて実道様をないがしろになんかしません。僕には実道様が何より大事ですから」

　当たり前のことを当たり前に口に出すと、背後から強く抱きしめられた。

　実道が吐いた熱いため息が耳をくすぐる。

「実道様？　どうかなさったんですか？」

「……なんでもない。僕も、透が何より大事や」

　嚙みしめるように囁いた実道は、透を抱く腕に力をこめた。

　なんだかわからないけれど、実道の不安はなくなったようだ。思わずほっと息をつく。

　実道様が安心してくださったら、僕も安心や。

「透、もっと水飲むか？」

　耳許で優しく囁かれ、はい、と透は素直に頷いた。自ら瞼を落として実道の口づけを待つ。

　唇の隙間から注そそがれた水は、まるで花の蜜をたっぷり溶かし込んだように、ひどく甘く感じられた。










　　　　あ　と　が　き







　昼メロな小説が書きたい！

　ある日のこと、そんな欲求がムラムラと湧いてきました。

　昼メロといえば身分違いの恋。身分違いの恋といえば主しゅ従じゅう。主従といえば華か族ぞく。華族といえば明治大正昭和初期。

　よっしゃ、大正時代を舞台に、華族の青年と彼に仕つかえる少年の身分違いの恋を、昼メロテイスト満載で書こう！

　そう決めたまではよかったのですが、昼のメロドラマをちゃんと視聴したことがなかったため、私の妄想昼メロになってしまいました……。

　また、モエの勢いのみで攻を華族設定にしたので、過去の時代もの同様、執筆する段階で青ざめました。華族に関しては、近代に存在した特権的な上流階級、という極めて大おお雑ざっ把ぱな知識しかなかったのです。

　そもそも「華族」の定義って何？　という初歩すぎる疑問を解決することからスタートし、自分なりにあれこれ調べておおよその全ぜん貌ぼうをつかむ頃には、お約束通りに半ベソをかいていました……。

　そんな妄想と涙の結晶である本作。

　読んでくださった方に、少しでも気に入っていただけることを祈っています。




　ところでわたくし久我、ディアプラスチャレンジスクールからデビューさせていただいて、今年で十五年になりました。

　十五年て……！

　自分でもびっくりです。

　ここまで続けさせていただけたのは、拙せっ作さくを読んでくださった皆様のおかげです。本当にありがとうございました。心よりお礼申し上げます。

　これからも初心を忘れずがんばりますので、どうぞよろしくお願いいたします。




　最後になりましたが、本書に携たずさわってくださった全ての皆様に感謝申し上げます。

　編集部の皆様、ありがとうございました。特に担当様にはたいへんお世話になりました。これからも精しょう進じんしますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　素敵なイラストを描いてくださった花はな村むらイチカ先生。お忙しい中、挿絵を引き受けてくださり、ありがとうございました。いろいろとご面倒をおかけして申し訳ありませんでした。透とおるを可憐に、実道を凛り々りしい美青年に描いていただけて、とても嬉しかったです。

　支えてくれた家族。いつもありがとう。

　そして、この本を手にとってくださった皆様。貴重なお時間を割さいて読んでくださり、ありがとうございました。もしよろしければ、ひとことだけでもご感想をちょうだいできると嬉しいです。

　それでは皆様、お元気で。
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